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序  文 

 

独立行政法人国際協力機構は、キルギス共和国政府のタラス－タラズ道路ウルマラル川橋

梁架け替え計画にかかる協力準備調査を実施することを決定し、同調査を株式会社片平エ

ンジニアリング・インターナショナル、株式会社アンジェロセック共同企業体に委託しま

した。 

調査団は、平成 29 年 6 月から平成 30 年 4 月まで、キルギス共和国の政府関係者と協議を

行うとともに、計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここ

に本報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つ

ことを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援いただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 
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独立行政法人国際協力機構 

社会基盤・平和構築部 

部長  安達 一 
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要  約 

 

１． 国の概要 

キルギス共和国は、中央アジアに位置し、中華人民共和国、カザフスタン、ウズベキスタ

ン、タジキスタンに囲まれた内陸国で、旧ソビエト連邦の共和制民主国家であり、国土の 40%

は、標高 3,000m を超える山国である。 

キルギス国は、人口 639 万人（2018 年：IMF）、面積 19.85 万 km2、2016 年の GDP は 65.5

億 US ドル（IMF 推計）、一人当たりの GDP は 1,072 US ドル（IMF 推計）である。キルギス

国の主な産業は、農業・畜産業（GDP の約 3 割），鉱業（金採掘）である。GDP 比では第 1

次産業 14.9%、第 2 次産業 29.2%、第 3 次産業 55.9%（2016 年：世銀）である。 

 

２． 要請プロジェクトの背景、経緯及び概要 

キルギスは、カザフスタン、ウズベキスタン、タジキスタン、中国に囲まれた内陸国であ

り、旅客輸送や貨物輸送の約 95%を道路交通に依存している。当圏内の道路は国民生活にお

いて重要な機能を有している他、中央アジア地域、ひいては南西アジア地域を結ぶ域内交通

手段としての役割も担っており、道路の重要性が高い。当国国内の道路網の大部分は旧ソ連

時代に完成したものであるが、1991 年の独立以降は、経済の低迷により道路や橋梁の改修が

十分に行われずに老朽化が進行し、現在も年間約 200km の道路が大規模な維持管理を必要と

する状況となり、道路や橋梁の老朽化は国民の生活に必要な物資の輸送や周辺国との交易に

支障をきたし、経済成長の阻害要因となっている。 

かかる状況を受け、当国政府は「国家持続的開発戦略 2013-2017」（National Sustainable 

Development Strategy 以下、「NSDS」という。）の重点分野の一つに「戦略的経済産業の開発」

を掲げ、運輸・道路セクター、中でも国際輸送回廊と国内道路網のリハビリ（修復）を優先

項目としている。「タラス－タラズ道路ウルマラル川橋梁架け替え計画」（以下、「本事業」と

いう。）は、カザフスタンと当国北西部を繋ぐ唯一のアスファルト舗装道路である「タラス－

タラズ道路」のタラズ側から 82km 地点に位置するウルマラル川橋梁を架け替えるもので、

NSDS において 優先事業の一つに位置付けられている。 

当該橋梁は損傷が激しく、技術協力「橋梁・トンネル維持管理能力向上プロジェクト」（以

下、「技プロ」という。）において実施した橋梁点検でも、架け替えの緊急性が高い橋梁のう

ち、交通ネットワーク上の重要度が高い橋梁と判断された。また、2016 年 6 月 15 日には、

河川流量の増加により更なる鋼管橋脚の流出・傾斜が発生し、一時橋梁は通行止めとなり、

当該橋梁は交通障害を起こした。その後、キルギス共和国運輸道路省（MOTR）が橋梁を復

旧しており、現在、交通規制は解除されている。 

 

３． 調査結果の概要と本プロジェクトの内容 

JICA は、対象橋梁であるタラス-タラズ道路のウルマラル川橋梁の概略設計調査を行うた

め、協力準備調査団を第 1 次現地調査として 2017 年 6 月 11 日から 7 月 2 日まで現地に派遣

し、キルギス国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における調査を実施した。
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その後、第 2 次現地調査として協力準備調査団を 2017 年 9 月 10 日から 10 月 12 日まで現地

に派遣し、帰国後、現地調査結果に基づき、 適な事業内容について概略設計を行い、その

内容を取りまとめて概略設計概要書を作成した。JICA は概略設計概要書の説明のため、協力

準備調査団を 2018 年 4 月 18 日から 4 月 29 日まで現地に派遣し、その内容についてキルギス

国関係者と協議・確認を行い、合意を得た。 

 

終的に提案された概略設計概要は次のとおりである。 

 タラス－タラズ道路にあるウルマラル川橋梁の架け替え 

 ウルマラル川橋梁上下流の護岸の整備 

 ウルマラル川橋梁のタラス側にある曲率の小さい平面線形 2 箇所の改良を含む 82k700

タラス側水路交差部橋梁部を除く土工区間から 81k300 付近の交差点までのアプロー

チ道路 約 1.1km の道路改修 

 カーブ前後の大型矢印反射板、道路標識、路面表示、道路照明等の設置による交通安

全対策 

 

対象道路の計画概要は、次のとおりである。 

 

表-1 計画概要（改修内容） 

区間 改修内容 改修項目 

タラス－タラズ

道路 1.2km 

現道整備 既存橋梁の架け替えと取付道路の線形改良 

護岸改修 左右護岸の整備 

排水施設 法尻排水 U 型側溝の整備 

排水 RC パイプ（内径φ450mm）の整備 

道路付帯施設 街路灯 

縁石 左右に縁石を新設 

歩道 歩道を新設 

安全施設 規制標識、警戒標識、防護柵を設置 

 

対象道路の標準道路幅員構成は、以下のとおりである。 
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図-1：道路標準横断図 

 

対象道路の施設概要は以下のとおりである。 

表-2 施設概要 

施設名称 仕 様 数 量 

橋梁延長 PC3 径間連結 T 桁橋 90.5m 

護岸延長 多段積みふとん籠 300m 

道路延長 W=12.5～14.0m 1.1km 

舗装改修工 アスファルト舗装工（ｔ＝100） 12,570m2 

 上層路盤工（ｔ＝150） 13,241m2 

 下層路盤工（ｔ＝300） 13,241m2 

歩道整備工 アスファルト舗装工（ｔ＝40） 1,750m2 

 路盤工（ｔ＝150） 1,750m2 

排水工 U 型コンクリート側溝（底面幅 300～1200mm） 755m 

 排水 RC パイプ（内径φ450mm） 109m 

縁石工 歩車道境界ブロック 1,637m 

 地先境界ブロック 2,209m 

道路標識工 警戒標識及び規制標識 9 基 

 大型標識（電光板） 2 組 

道路区画線 中央線、外側線、破線、横断歩道、狭窄ドット 5,106m 

街路工 道路照明（H=10m） 29 基 

防護柵工 ガードレール 230m 

 ガードフェンス 642m 

 ガードポスト 72 本 
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４． プロジェクトの工期及び概算事業費 

本プロジェクトを我が国の無償資金協力により実施する場合、実施設計期間は 6.0 カ月、

全体の工程期間は 36.0 カ月である。本計画の総事業費は 17.48 億円（日本側負担金額 17.40

億円、キルギス国側負担 0.08 億円）と見込まれる。 

 

 
５． プロジェクトの評価 

(1) 妥当性 

以下から、我が国の無償資金協力により協力事業を実施することは妥当であると判断する。 

 

① タラス－タラズ道路は、国際幹線道路であるとともに、付近住民にとって欠かすことのでき

ない道路である。崩壊の危機にあったウルマラル川橋梁を架け替え、安全で安定した道路、

橋梁を整備することで、持続可能な開発目標 SDGs ゴール 9 に貢献する。 

② キルギスの運輸・道路セクターの主要開発目標の国際幹線道路のリハビリと合致している。 

③ 道路改修効果後の交通事故対策として、交通安全施設、歩道等の対策を十分に講じている。 

④ キルギス国が独自の資金と人材・技術で運営・維持管理を行うことができ、高度な技術を必

要としない。 

⑤ 我が国の無償資金協力の制度により、特段の困難なくプロジェクトの実施が可能である。 

 

(2) 有効性 

本計画の実施により、以下に示す効果が期待される。 

 

① 定量的効果 

表-3 効果指標 

指標名 基準値（2017 年実績） 
目標値（2024 年） 

事業完成 3 年後 

交通量（台／日） 3,600 4,600 

旅客数（人／年） 3,434,000 4,387,000 

貨物量（トン／年） 696,000 907,000 

 

② 定性的効果 

 歩行者等の安全確保 

 道路線形改良による交通の円滑化・安全性の向上 
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調査対象地域位置図
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調査時現況写真 
①既存ウルマラル川橋梁全景（下流側から） 
パイルベント橋脚で流木を捕捉しやすい。 

②既存ウルマラル川橋梁（左岸上流側から） 
橋脚に流木が補足されている。補修済みのパイルベントが

脱落している。 

  

③既存橋梁上流側河川状況 
緊急事態省が護岸を整備している。 

④既存橋梁下流側河川状況 
河川勾配が急で流速が速い。 

  

⑤既存橋梁進入道路（タラズ側） 
劣化によりクラックが発生している。 

⑥既存橋梁進入道路（タラス側） 
劣化によりクラックが発生している。 

  

⑦起点側カーブ区間（タラス側） 
事故の多いカーブ区間、見通しが悪い。 

⑧カーブ区間（橋梁付近） 
起点側のカーブに比べ、見通しはよい。 
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RMD Road Maintenance Department 道路維持管理部 
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第1章 プロジェクトの背景・経緯 

 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

キルギス共和国（以下「キ」国という）は、カザフスタン、ウズベキスタン、タジキスタン、

中国に囲まれた内陸国であり、旅客輸送や貨物輸送の約 95%を道路交通に依存している。当圏内

の道路は国民生活において重要な機能を有している他、中央アジア地域、ひいては南西アジア地

域を結ぶ域内交通手段としての役割も担っており、道路の重要性が高い。当国国内の道路網の大

部分は旧ソ連時代に完成したものであるが、1991 年の独立以降は、経済の低迷により道路や橋梁

の改修が十分に行われずに老朽化が進行し、現在も年間約 200km の道路が大規模な維持管理を必

要とする状況となり、道路や橋梁の老朽化は国民の生活に必要な物資の輸送や周辺国との交易に

支障をきたし、経済成長の阻害要因となっている。 

「キ」国政府は「国家持続的開発戦略 2013-2017」（National Sustainable Development Strategy 以

下、「NSDS」という。）の重点分野の一つに「戦略的経済産業の開発」を掲げ、運輸・道路セクタ

ー、中でも国際輸送回廊と国内道路網のリハビリ（修復）を優先項目としている。「タラス－タラ

ズ道路ウルマラル川橋梁架け替え計画」（以下、「本事業」という。）は、カザフスタンと当国北西

部を繋ぐ唯一のアスファルト舗装道路である「タラス－タラズ道路」のタラズ側から 82km 地点

に位置するウルマラル川橋梁を架け替えるもので、NSDS において 優先事業の一つに位置付け

られている。 

 

1-1-2 開発計画 

「キ」国開発計画には、「NSDS」があり、その重点分野の 1 つに戦略的経済産業の開発」を掲

げている。また、運輸・道路セクターの主要開発目標は下表のとおりであり、特に国際幹線道路

（5 路線）のリハビリを優先項目としている。 

 

表 1-1-1 NSDS（国家持続的開発戦略 2013-2017）の 6つの主要開発目標 

(1) 国際幹線道路（5 路線）のリハビリ（道路分野） 

(2) 舗装道路の維持補修及び改善（道路分野） 

(3) 都市部のバイパス道路建設（道路分野） 

(4) 主要国際横断幹線鉄道の FS 調査完了 

(5) 国内主要空港のハブ化 

(6) 通信網のデジタル化によるガバナンス強化 

 

NSDS は、取り組むべき優先分野として、経済産業の発展を掲げ、運輸・道路セクターを重要

事項とし、内陸国で港湾へのアクセスが限定された「ランドロックカントリー」の「キ」国を「交

通」の要衝国へと転換することを掲げている。また、毎年 300km の道路を整備し、150km の既設

道路を補修する計画である。NSDS で掲げる主要 5 路線の国際幹線路線を次頁に示す。 
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図 1-1-1 主要 5 路線の国際幹線路線図 

 

ADB が実施した M/P 調査による主要 5 路線の交通量調査（2011 年）の結果を上図に示してい

るが、調査対象橋梁が位置する交通量は、2）ビシュケク-ナリン-トルガルトの 4,700 台/日に次ぐ

2,900 台/日であり、本道路は地域間交通やカザフスタンと「キ」国を結ぶ国際物流の道路ネット

ワークとして重要な役割を担う国際幹線道路として位置付けられる。 
 

1-1-3 社会経済状況 

「キ」国は、中央アジアに位置する旧ソビエト連邦の共和制国家である。198,500km2 の国土に

約 639 万人（2018 年）の人口を擁する。国土全体の 40%が標高 3000m を超える山国である。国土

は東西に長く、緯度は北緯 40 度であり、中国との国境には天山山脈が延びる。南に位置するタジ

キスタンに向かってパミール高原が広がる。 

「キ」国は、1991 年にソビエト連邦の崩壊後に独立した。旧ソ連を構成していた中央アジア 5

カ国で「 も民主的」といわれる。「キ」国の GDP は 65.5 億ドル、一人当たり GDP は 1,072 ドル

（2016 年、IMF）であり、主要産業は、農業及び畜産業（GDP の約 3 割）、農畜産物を加工する

食品加工業、金採掘を中心とする鉱業であり、水資源が豊富である。 
 

1-2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

ウルマラル川橋梁は損傷が激しく、技術協力「橋梁・トンネル維持管理能力向上プロジェクト」

（2013 年～2016 年）（以下、「技プロ」という。）において実施した橋梁点検でも、架け替えの緊

急性が高い橋梁のうち、交通ネットワーク上の重要度が高い橋梁と判断され、「キ」国は、2015

年に日本政府へ本橋の架け替えの協力要請を行った。2016 年 6 月 15 日には、雪解け洪水期に河

川流量の増加による鋼管橋脚の流出・傾斜の発生により、一時橋梁は通行止めとなり、当該橋梁

は交通障害を起こし、一時通行止めとなったが、現在は、復旧されている。しかし、近年の気候

変動の影響により、雪解け洪水が起こる可能性は高く、橋梁が危険な状態にある。このような背

景を受け、雪解け洪水を考慮した河川計画を踏まえて、橋梁計画を行う。また、橋梁付近の道路

は、平面線形の曲線半径が約 100m、60m と小さく、過去 3 年間に 15 件の交通事故が発生し、そ

のうち年間 2、3 件の死亡事故がある交通事故が多い区間である。そのため、橋梁整備と併せて道

路整備を行う。 

2,900 台/日 

500 台/日以下

1,400 台/日

4,700 台/日 

1,400 台/日1,800 台/日 
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1-3 我が国の援助動向 

運輸交通分野における我が国の援助実績（技術協力プロジェクト、有償資金協力および無償資

金協力）を表 1-3-1、表 1-3-2、表 1-3-3 に示す。 
 

表 1-3-1 我が国の技術協力案件（運輸交通分野） 

協力内容 実施年度 案件名 概要 
技術協力プ

ロジェクト 
2008-2011 道路維持管理能力向上プ

ロジェクト 
運輸通信省（MOTC）の道路（舗装）維持

管理能力の向上 
開発計画 
調査型 
技術協力 

2011-2013 ビシケク市交通改善計画

調査 
都市交通マスタープランの策定、適切な交

通計画の立案および継続実施のための技

術移転 
専門家派遣 2008- 道路行政アドバイザー MOTC による道路行政に関する助言・支

援 
技術協力プ

ロジェクト 
2013-2016 橋梁・トンネル維持管理能

力向上プロジェクト 
橋梁・トンネルに関する情報のデータベー

ス開発や維持管理計画の作成などを支援

し、橋梁・トンネルのメンテナンス能力を

向上 
技術協力プ

ロジェクト 
2016-2019 道路防災対応能力強化技

術協力プロジェクト 
道路防災点検・分析能力の向上、道路防災

データベース管理システムの構築および

運用、道路防災管理計画策定能力を向上

し、斜面災害、雪害に対しての道路交通の

安全性を向上 
 

表 1-3-2 我が国の有償資金協力案件（運輸交通分野） 

協力内容 実施年度 案件名 概要 
有償資金 
協力 

1997 ビシュケク－オシュ道路

改修事業（１） 
ビシュケク－オシュ道路(約 672km)のうち

緊急性の高い区間(約 38km)の改修 
有償資金 
協力 

1998 

 

ビシュケク－オシュ道路

改修事業（２） 
ビシュケク－オシュ道路(約 672km)のうち

緊急性の高い区間(約 128km)の改修 

有償資金 
協力 

2015 国際幹線道路改善事業 南部の主要都市であるオシュ、バトケン、

イスファナを結ぶ国際幹線道路の改修及

び首都ビシュケクと第2の都市オシュを結

ぶ国際幹線道路における防災対策 
 

表 1-3-3 我が国の無償資金協力案件（運輸交通分野） 

実施年度 案件名 
供与限度額 
(単位:億円)

概要 

2006-2007 ナリン州道路維持管理用機

材整備計画 
5.72 ナリン州における道路維持管理用機材の整備

2007-2011 チュイ州橋梁架け替え計画 6.35 老朽化している 3 橋梁（アラメジン橋、アラ

アルチャ橋、ケンブルン橋）の架け替え 
2010-2011 イシククリ州・チュイ州道

路維持管理機材整備計画 
9.74 イシククリ州・チュイ州における道路維持管

理用機材の整備 
2013-2015 ビシュケク－オシュ道路ク

ガルト橋架け替え計画 
11.96 建設から 40 年以上経過し、老朽化している

クガルト橋の架け替え 
2014-2015 オシュ州、ジャララバード

州及びタラス州道路維持管

理機材整備計画 

24.91 オシュ、ジャララバード、タラス 3 州におけ

る、道路補修作業用機材や道路維持管理機材

等の整備 
2016-2017 道路維持管理機材整備場改

善計画 
4.41 MOTC が管轄する道路維持管理局に対し、道

路維持管理機材の中規模整備に必要な機材を

整備 
2017-2019 ビシュケク－オシュ道路雪

崩対策計画 
42.88 ビシュケク－オシュ道路 246km 地点におい

て、雪崩対策としてスノーシェッドを設置 
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1-4 他ドナーの援助動向 

運輸交通分野における他ドナーのキルギスへの援助実績を表 1-4-1 にまとめる。 

表 1-4-1 他ドナー国・国際機関による援助実績 

（運輸交通分野 単位：千 US ドル） 

実施

年度
機関名 案件名 金額 

援助

形態
概要 

2004-

2010

イスラム開発銀

行（IsDB） 

タラズ－タラス－スーサミル道路改

修（フェーズ 1） 
12,800

有償

 

タラズ－タラス－スー

サミル道路の改修 

2007 中国 オシュ－イルケシタン道路改修 
8,000 

有償 オシュ－イルケシタン

道路の改修 

2007-

2010

アジア開発銀行

（ADB） 

南部運輸回廊改修（オシュ－サリタシ

ュ－イルケシタン） 
32,800

有償 南部運輸回廊の改修 

2007-

2010

IsDB  オシュ－バトケン－イスファナ道路

改修 
17,300 

有償 オシュ－バトケン－イ

スファナ道路の改修 

2008-

2010

欧州連合 

(EU) 

オシュ－バトケン－イスファナ道路

改修 
18,000

有償 オシュ－バトケン－イ

スファナ道路の改修 

2008-

2012

ADB CAREC 地域道路回廊改善 
48,600

無償

有償

CAREC 地域道路回廊

の改善 

2008-

2014

ADB ビシュケク－トルガルト道路改修 
20,000 

無償 ビシュケク－トルガル

ト道路の改修 

2009-

2011

IsDB タラズ－タラス－スーサミル道路改

修（フェーズ 2） 
11,200

有償 タラズ－タラス－スー

サミル道路の改修 

2009-

2013

ADB ビシュケク－トルガルト道路改修（フ

ェーズ 2） 
50,000 

無償

有償

ビシュケク－トルガル

ト道路の改修 

2009-

2010

EU オシュ－バトケン－イスファナ道路

改修 
35,000

有償 オシュ－バトケン－イ

スファナ道路の改修 

2009-

2011

ADB サリタシュ－カルイク道路改修 
25,600 

有償 サリタシュ－カルイク

道路の改修 

2010-

2012

世界銀行（WB）オシュ－バトケン－イスファナ道路

改修 
25,000

有償 オシュ－バトケン－イ

スファナ道路の改修 

2012-

2016

ADB ビシュケク－トルガルト道路改修（フ

ェーズ 3） 
70,100 

無償

有償

ビシュケク－トルガル

ト道路の改修 

2013-

2017

IsDB ビシュケク－ナリン－トルガルト道

路改修 
66,250

有償 ビシュケク－ナリン－

トルガルト道路改修 

2014- 中国 南北道路建設 
400,000

有償 バルクチ－ジャララバ

ードを結ぶ道路の建設

2014-

2018

IsDB 

サウジ開発基金

タラズ－タラス－スーサミル道路改

修（フェーズ 3） 
20,000 

有償 タラズ－タラス－スー

サミル道路の改修 

2014-

2019

WB オシュ－バトケン－イスファナ道路

改修 
25,000

無償

有償

オシュ－バトケン－イ

スファナ道路の改修 

2015-

2019

IsDB オシュ－バトケン－イスファナ道路

改修 
17,300 

有償 オシュ－バトケン－イ

スファナ道路の改修 

2015-

2018

ADB ビシュケク－オシュ道路改修（フェー

ズ 4） 
100,000

無償

有償

ビジュケク－オシュ道

路の改修（フェーズ 4）

2015-

2020

IsDB 

サウジ開発基金

南北道路建設 
32,000 

有償 南北道路建設 
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1990 年代後半から 2012 年の間に、キルギス内の国際道路の総延長約 4,100km のうち、2,000km

以上の道路が整備完了あるいは整備中、整備計画中の状況にある。キルギスの道路セクターに対

するドナー支援は、特に国際道路整備に集中しており、その投資額は 1996 から約 19 億ドルに達

する。ADB が実施した「キルギス共和国道路・運輸交通セクター開発マスタープラン調査報告書」

によると道路整備費用の約 9 割を海外からの支援が占めている。各道路の完成率は、ビシュケク

－オシュ、オシュ－サリタシュ－イルケシュタン、サリタシュ－カラミックが 9 割程度ある。一

方、ビシュケク－ナリン－トルガルト、タラズ－タラス－スウサミル、オシュ－バトケン－イス

ファナなどの道路の完成率は 3 割程度と低い状況にある。これらのプロジェクトは、わが国をは

じめ、ADB、IsDB、WB、EU、中国などの支援により実施されてきており、特にわが国及び ADB、

WB、中国などの支援額が大きい。 

 

 
図 1-4-1 キルギスの国際道路の整備・リハビリ事業 
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第2章 プロジェクトを取り巻く状況 

 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

2-1-1-1 組織体制 

橋梁の維持管理は Ministry of Transport and Roads（以下 MOTR）の下部組織である Road 

Maintenance Department（以下 RMD）が担当している。RMD は地方の維持管理事務所である DEU

とそれを統括する地方道路維持管理局で構成される。以下にその組織図を示す。 

本対象橋梁を管理するのは「第 3 地方道路維持管理局」とその傘下の「No47-DEU」である。「第

3 地方道路維持管理局」の事務所はタラス市内に位置し、「No47-DEU」の事務所は本対象橋梁か

ら 800m 西側に位置する。 

 

 
図 2-1-1 MOTR 組織図 

 

RMD 内には、「橋梁・トンネル維持管理能力向上プロジェクト」を通じて発足した道路資産管

理課（Road Asset Management Section: RAMS）がある。RMD と RAMS の関係を下図に示す。また、

維持管理運営の役割を次頁に整理する。 

 

 
図 2-1-2 RMD 組織図 

道路資産管理課

【RAMS】【General Affairs】

（10名）

【Transportation】 【Economy,Planning】

（3名）

【Accounts】

（5名）

運輸課 会計課総務課

【Director】　局長　（1名）

【Deputy Director】　副局長　（１名）

【Chief engineer】　主任技術者　（１名）

経済・計画課 法務課

（3名）

【Legal】

（5名） （4名）

※RAMS=Road Asset Management Section
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表 2-1-1 政府予算、MOTR、RMD、第 3地方道路維持管理局、DEU47 の予算 （単位：million com） 

 
 

 
図 2-1-3 第 3地方道路維持管理局、DEU47 の予算の推移 （単位：million com） 

 

2-1-2 技術水準 

対象道路は、運輸道路省（MOTR）の第 3 地方道路維持管理局の No.47-DEU により維持管理さ

れている。しかしながら維持管理能力については、体制、技術力、予算とも十分とは言い難いが、

過去の「道路維持管理能力向上プロジェクト」（2008 年～2011 年）、「橋梁・トンネル維持管理能

力向上プロジェクト」（2013 年～2016 年）を通じて、技術力も向上してきている。また、維持管

理予算については、増加傾向を示しており、維持管理能力に関して特段の問題はない。 

 

2-1-3 既存施設・機材 

2-1-3-1 保有機材 

第 3 地方道路維持管理局と傘下の DEU の保有機材を表 2-1-2 に示す。これらの機材は主に道路

維持に使用され、各 DEU は道路維持工事（舗装の補修）を行っている。 

  

Budget
Kyrgyz

Republic

2007 34,136.7 1,158.8 220.0 938.8 1,058.8 120.0 938.8 1.5 1.0 0.5
2008 44,698.6 1,664.5 220.0 1,444.5 1,564.5 120.0 1,444.5 67.7 11.3 56.4 2.4 1.7 0.7
2009 48,105.8 1,755.1 220.0 1,535.1 1,655.1 120.0 1,535.1 108.1 15.7 92.4 3.0 2.2 0.8
2010 65,666.0 1,652.5 220.0 1,432.5 1,552.5 120.0 1,432.5 77.7 14.7 63.0 3.4 1.8 1.6
2011 86,099.60 1,265.3 220.0 1,045.3 1,165.3 120.0 1,045.3 75.0 16.6 58.4 5.6 2.0 3.6
2012 101,521.7 1,572.3 240.0 1,332.3 1,452.3 120.0 1,332.3 79.3 6.8 72.5 6.0 0.9 5.1
2013 96,679.7 1,861.3 240.0 1,621.3 1,741.3 120.0 1,621.3 128.1 7.3 120.8 7.3 1.0 6.3
2014 102,899.2 1,953.1 240.0 1,713.1 1,833.1 120.0 1,713.1 151.7 8.3 143.4 7.5 1.0 6.5
2015 107,657.3 1,960.8 240.0 1,720.8 1,840.8 120.0 1,720.8 138.9 8.2 130.7 9.0 1.0 8.0
2016 124,847.8 1,986.3 263.2 1,723.1 1,866.3 143.2 1,723.1 149.9 10.2 139.7 16.0 1.1 14.9

Road
maintenance

Total
Road

maintenance
Civil Aviation
and Railways

RoadsTotal
wage for

staff
wage for

staff

RMD Regional Department #3 DEU 47MoTR

year
Total

wage for
staff

Road
maintenance

Total

0

50

100

150

200

2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018

RMD No3 DEU47
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表 2-1-2 第 3地方道路維持管理局と DEU の保有機材 

 
 

2-1-4 道路関連法制度 

道路関連の法制度には、以下のものがある。 

① 道路法 

道路の種類、役割、機能、所有者、道路用地境界、管理者の責務、道路計画、設計、施工、

交通安全、紛争解決などについて規定した法律。 

② SNiP 

道路の計画、設計に関する道路規格、幅員、幾何構造などの細部を規定した日本の道路構造

令にあたるもの。 

③ 道路交通規則 

ドライバー、歩行者の義務、乗客の責務、信号機とその制御方法、自動車の運転操作手順、

車両の通行帯、追い越し、駐停車、交差点、鉄軌道との交差などについて規定された規則で

ある。 

④ その他 

道路開発戦略として MOTR は、Road Development Strategy を 5 年に 1 度更新している。 
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2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

調査対象橋梁のあるタラス-タラズ-スウサミル道路は、イスラム開発銀行（Islamic Development 

Bank: IsDB）の支援の下、「Rehabilitation of Suusamyr–Talas–Taraz Road Project」（以下、「IsDB プロ

ジェクト」という。）で整備が実施されている。既にフェーズⅠとフェーズⅡは工事が完了しフェ

ーズⅢは工事中である。 

 
図 2-2-1 タラス-タラズ-スウサミル道路の対象範囲 

表 2-2-1 IsDB プロジェクト（タラス-タラズ-スウサミル道路）の対象範囲の概要 

区分 区間 延長 期間 事業費 備考 

フェーズⅠ 0km – 52km 52km 2005 - 2010 14.5 million USD 道路規格 III V=40-100km/h 

フェーズⅡ 52km – 73km 21km 2009 - 2012 12.7 million USD 道路規格 III V=40-100km/h 

フェーズⅢ 75km – 105km 30km 2015 -実施中 22.08 million USD 道路規格 III V=40-100km/h 

フェーズⅣ 105km – 199km 94km  84 million USD

（未確定） 

道路規格 III V=40-100km/h 

2007 年 FS 見直し完了 
※73km – 75km は、キルギス政府による整備を実施中 
出典：Project Implementation Unit for Islamic Development Bank 

 

2-2-2 自然条件 

2-2-2-1 河川 

ウルマラル川は、流域面積 1,120km2 で、標高約 4,000m の山地（天山山脈）から約 70km の流路

を一気に標高 1,000m まで流れ落ちタラス川に合流する。上流部の勾配は急で、タラス川の合流点

（標高約 1,000m）付近でも河床勾配は 1/100 程度となっている。 

図 2-2-2 ウルマラル川の流域と河床勾配 
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特に急流河川では大洪水時に流速が増し直進する傾向が強い。架橋地点直上流では、ウルマラ

ル川は通常は右岸側に蛇行しているが、大洪水時には洪水流が直進する傾向が強い。2016 年 6 月

洪水時には洪水流が左岸側のコンクリート護岸を破壊して直進し、橋梁の左岸アプローチ道路を

直撃した。左岸側のコンクリート護岸は、洪水が現況の右岸側の架橋位置を流れるようにコント

ロールするために建設していたと考えられるが、2016 年 6 月の大洪水では左岸のコンクリート直

立護岸により洪水流が右岸側に反射され右岸橋台の背後を洗掘している。一般に、急流河川にお

いては中小洪水によって形成される通常の河道と大洪水時に流れる河道が異なる場合があるため、

ある程度河道の変動幅を考慮して計画洪水流量以上の大きな河道幅を設定して両岸の堤防の安全

を図るよう計画している場合が多い。 

また、ウルマラル川の年 大流量は融雪出水によるものであり洪水流量としては大きいもので

はない。しかし、河床勾配は 1/100 程度と急で洪水時の流速は非常に速いので、河岸侵食のみな

らず流下してくる流木や石・砂利による衝撃力も考慮する必要がある。 

 

 

パイルベント橋脚の破損 

右岸橋台背面の土砂流出 

図 2-2-3 2016 年 6 月 15 日橋梁の被災状況 

  

右岸橋台背面の土

砂流出 

左岸コンクリート

直立護岸の被災 

流木によるパイル

ベント橋脚の破損 
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2-2-3 環境社会配慮 

2-2-3-1 環境影響評価 

(1) 環境社会影響を与える事業コンポーネント 

本計画は「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン（2010 年 4 月）」（以下、「JICA 環境ガイ

ドライン」）に掲げる道路セクターのうち大規模な道路・橋梁に該当せず、自然環境・社会環境

への望ましくない影響は重大ではないと判断され、かつ同ガイドラインに掲げる影響を及ぼし

やすい特性及び影響を受けやすい地域に該当しないため、環境カテゴリ B に分類される。 

本計画の環境社会に影響を与える事業コンポーネントの概要は以下のとおりである。（事業コ

ンポーネントの詳細は「3-1 プロジェクトの概要」参照） 
 

 ウルマラル川橋梁改修：90.5m 

 取付道路改修：1,106.5m 

 歩道改修：両側 690m、片側 510m 

 護岸整備範囲：右岸側 180m、左岸側 120m 

 

(2) ベースとなる環境及び社会の状況 

1) 行政地区・面積・人口・民族 

プロジェクト対象地域が属するタラス州はタラス市及び 4 郡に分かれ、プロジェクト対象地

はバカイ・アタ郡、アク・ドベ地区、アク・ドべ村及びキジル・サイ村に属する。タラス州の

市・郡ごとの面積・人口を表 2-2-2 に示す。タラス州では 30 以上の民族が居住しているが、タ

ラス州全体の 92%、バカイ・アタ郡では 99%をキルギス民族が占める。 
 
  



2-7 

表 2-2-2 タラス州の行政地区・面積・人口 

行政地区 
面積 

（km2） 

2009 年 2017 年 

人口（合計） 男性 女性 人口（推計）

タラス州全体 13,406 226,779 113,519 113,260 255,200

タラス市 13 32,886 15,697 17,189 36,700

バカイ・ 

アタ郡 

2,928 44,057

（キルギス 43,679）

（ロシア 148）

（その他 230）

22,255 

（キルギス 22,092）

（ロシア 75）

（その他 88）

21,802

（キルギス 21,587）

（ロシア 73）

（その他 142）

50,300

カラ・ブーラ郡 4,216 58,056 29,396 28,660 64,700

マナス郡 1,198 32,913 16,522 16,391 36,100

タラス郡 5,051 58,867 29,649 29,218 67,400
出典：2009 population census of the Kyrgyz Republic Talas Region, National Statistical Committee of the Kyrgyz Republic 

 

2) 土地利用 

対象地域は農村集落で、道路沿いに民家が立ち並んでおり、民家の背後では果樹や野菜等が

栽培されている。河川敷の一部は自家用の家畜の採餌場として利用されている。 

 

3) 自然環境 

①自然保護地域 

「キ」国の保護区は 1,476,121.6 ヘクタール、国土の 7.38%を占め、表 2-2-3 に示す 4 種類に

分類されている。 

表 2-2-3 「キ」国の保護区分類 

分類 指定数 IUCN カテゴリ 目的 

厳正保護地域 10 I 学術研究若しくは原生自然の保護を主目的として管

理される保護地域 

国立公園 13 II 生態系の保護とレクリエーションを主目的として管

理される地域 

天然記念物 19 III 特別な自然現象の保護を主目的として管理される地

域 

種と生息地管理地域 49 IV 管理を加えることによる保全を主目的として管理さ

れる地域 
出典：State Agency on Environment Protection and Forestry 

 

タラス州の保護区を表 2-2-4 に、位置を図 2-2-4 に示す。 

 

表 2-2-4 タラス州保護区 

名称 IUCN カテゴリ 指定年 面積（ha） 

カラ・ブーラ国立自然公園 II 2013 61543.9 

ベシュ・タシュ国立自然公園 II 1996 13731.5 

タラス複合自然保護地域 IV 1986 2,511 
出典：State Agency on Environment Protection and Forestry 
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出典：State Agency on Environment Protection and Forestry 

図 2-2-4 タラス州保護区位置図 

 

図 2-2-4 に示すように、カラ・ブーラ国立自然公園、ベシュ・タシュ国立自然公園はプロジェ

クト対象地から 40～50km 離れており、プロジェクトが影響を与えることはない。タラス複合

自然保護地域は、バカイ・アタ郡とタラス郡にまたがるタラス川流域の氾濫原森林であるが、

ウルマラル川とタラス川の合流点より 10km 程度上流に位置するため、プロジェクトの影響は

及ばない。 

 

②絶滅危惧種・希少種（動植物相） 

表 2-2-5 に「キ」国で絶滅危惧種・希少種に指定されている動植物種の数を示す。 

 

表 2-2-5 「キ」国指定の絶滅危惧種・希少種数 

生態系 
動植物数 

植物・菌類 節足動物 魚類 両生類・爬虫類 鳥類 哺乳類 合計 

森林 20 10 0 0 9 3 42 

低木 14 0 0 2 2 4 22 

牧草地 14 4 0 1 6 5 30 

草原 13 10 0 7 14 7 51 

サバンナ 22 0 0 0 2 5 29 

砂漠 30 6 0 8 6 5 55 

水辺 0 2 6 1 23 2 34 

合計 113 32 6 19 62 31 263 
出典：State Agency on Environment Protection and Forestry 

 

タラス地区環境保護局局長 Bolot Kadyrbekov 氏、技師 Maksat Bazarbaev 氏、アク・ドベ地区

長 Djamal Orozbaev 氏、及び近隣住民 5 名への聞き取りでは、対象地域付近には絶滅危惧種・希

少種に指定されている動植物は特に確認されなかった。表 2-2-6 にインタビュー及び現地観察に

ウルマラル川

タラス複合自然保護地域 

タラス州

Reserves and Natural Parks 

Forestry 

Licensed Area 

Lakes and Reservoirs 

Settlements 
対象橋梁

タラス市 

ベシュ・タシュ
国立自然公園 

カラ・ブーラ 
国立自然公園 
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よる対象地域の動物相調査結果を示す。魚類はウルマラル川上流ではブラウンマス（Salmo trutta）

や現地でイシククル・マリンカと呼ばれる魚（Schizothorax）が生息しているが、対象地付近で

は確認されなかった。  

 

表 2-2-6 動物相調査結果 

種類 通称 学名 IUCN レッドリストカテゴリ

哺乳類 

ユーラシアハタネズミ Microtus arvalis 低懸念 

オオミミハリネズミ Hemiechinus auritus 低懸念 

コサックギツネ Vulpes corsac 低懸念 

コヨーテ Canis latrans 低懸念 

鳥類 

ミヤマガラス Corvus frugilegus 低懸念 

ワタリガラス Corvus corax 低懸念 

イエスズメ Passer domesticus 低懸念 

カワラバト Columba livia 低懸念 

両生類 ヨーロッパアカガエル Rana temporaria Linnaeus 低懸念 

爬虫類 ミズヘビ Nerodia sipedon 低懸念 

魚類 - - - 

甲殻類 - - - 
出典：調査団 

 

現地観察により確認された樹木・灌木等の種類・本数（概数）は以下のとおりである。 

 

 
出典：調査団 

図 2-2-5 植物相調査位置 

 

A

B

C 

D
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表 2-2-7 植物相 調査結果 

調査位置 種 類 学名 
IUCN レッドリ

ストカテゴリ
本 数 

A：掘削（橋

脚建設）が予

定されてい

る河岸 

アキニレ Ulmus parvifolia N/A 1 
イヌバラ Rosa canina 低懸念 15 
シーバックソーン Hippohae N/A 6 
セイヨウキヌヤナギ Salix gen. 低懸念 2 

小 計 24 
B: ウルマラ

ル川河岸の

橋梁建設予

定地 

アキニレ Ulmus parvifolia N/A 3 
セイヨウキヌヤナギ Salix gen. 低懸念 10 
イヌバラ Rosa canina 低懸念 20 
ポプラ Populus gen. N/A 12 
シーバックソーン Hippohae N/A 10 

小 計 55 
C：川の氾濫

原 
シーバックソーン Hippohae N/A 1 
イヌバラ Rosa canina 低懸念 10 

小 計 11 
D：アク・ド

ベ村の対象

道路西側 

アキニレ Ulmus parvifolia N/A 50 
アンズ Prunus armeniaca データ不足 20 
ムレスズメ Caragana franchetiana 低懸念 90 
セイヨウキヌヤナギ Salix gen. 低懸念 2 
ヤナギバグミ Eleagnus agnustifolla 低懸念 20 

小 計 182 
 合 計 272 
出典：調査団 

 

A：掘削（橋脚建設）が予定されている河岸 B：ウルマラル川河岸の橋梁建設予定地 

 

C：川の氾濫原 D：アク・ドベ村の対象道路西側 
出典：調査団 

写真 2-2-1 対象地域植物相 
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4) 社会経済状況 

①公共施設 

対象地域沿線には特に公共施設はない。近隣には学校、地区役場、博物館、モスク、診療所

等の公共施設がある。またタラス川から取水した灌漑用水路と対象道路が交差する地点が本計

画の始点になっている。近隣の公共施設を図 2-2-6 に示す。 

 

 
出典：調査団 

図 2-2-6 対象地域近隣の公共施設位置図 

 

②教育 

対象地域であるバカイ・アタ郡の就学状況を表 2-2-8 に示す。一般教育である高校以下修了の

割合が約 80%、専門学校以上の職業・高等教育を受けている割合は約 20%で、女性のほうが若

干男性より多くなっている。非識字率は 1%で、識字率は非常に高くなっている。 

 

表 2-2-8 バカイ・アタ郡の就学状況 

 
出典：2009 population census of the Kyrgyz Republic, Talas Region 
注）各項目の合計と 10 歳以上人口が一致しないが、出典元の数値をそのまま引用した。 

 

③雇用状況 

対象地域であるバカイ・アタ郡の雇用状況を表 2-2-9 に示す。全体では農林水産業従事者が圧

倒的に多くなっている。男性は農林水産業従事者が 90.8%（ただし水産業は 1 人のみ）、次いで

公務員、教育が 2%程度となっている。女性も農林業従事者が多く 77.3%、次いで教育 10.8%、

保健サービス 4.5%となっている。教育の従事者数は女性が男性の 3.7 倍、保健サービスは女性

10歳以上人口 大学卒業 % 大学中退 % 短大 % 専門学校 % 高校 % 中学校 % 小学校 % 小学校未了 % 非識字者 %

全体 33,586 2,749 8% 655 2% 1,984 6% 1,422 4% 16,165 48% 2,882 9% 5,800 17% 1,929 6% 350 1%

男性 16,973 1,192 7% 311 2% 620 4% 786 5% 8,761 52% 1,506 9% 2,947 17% 850 5% 118 1%

女性 16,613 1,557 9% 344 2% 1,364 8% 636 4% 7,404 45% 1,376 8% 2,853 17% 1,079 6% 232 1%
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が男性の 2.3 倍である。商業も女性が男性の 2 倍以上となっている。一方、建設業に従事する

女性はごく少数となっている。 

 

表 2-2-9 バカイ・アタ郡の雇用状況 

  
出典：2009 population census of the Kyrgyz Republic, Talas Region 

 

④貧困率 

「キ」国の貧困率を表 2-2-10 に、「キ」国平均、タラス州及びビシュケク市の 2010 年から 2016

年の貧困率の推移を図 2-2-7 に示す。タラス州は 2012 年までは「キ」国平均を上回っていたが、

2013 年から急速に低下しており、2016 年ではビシュケク市に次いで貧困率が低くなっている。

しかしバカイ・アタ郡社会開発事務所から入手したデータ（2017 年 1 月）では、バカイ・アタ

郡の貧困率は平均 28%、アク・ドベ地区では 29.8%となり、全国平均を上回っている。 

 

表 2-2-10 「キ」国貧困率（％） 

 
出典：National Statistical Committee of the Kyrgyz Republic 

 

業種

農林水産業 14,560 85 .3% 9 ,209 90.8% 5 ,351 77 .3%

鉱業 19 0.1% 16 0.2% 3 0.0%
加工業 115 0.7% 58 0.6% 57 0.8%
電気・ガス・水道 87 0.5% 73 0.7% 14 0.2%
建設業 51 0.3% 47 0.5% 4 0.1%
商業 187 1.1% 55 0.5% 132 1.9%
ホテル・レストラン 33 0.2% 2 0.0% 31 0.4%
交通・通信 71 0.4% 36 0.4% 35 0.5%
金融 36 0.2% 20 0.2% 16 0.2%
不動産 42 0.2% 21 0.2% 21 0.3%
公務員 362 2.1% 211 2.1% 151 2.2%
教育 955 5.6% 205 2.0% 750 10 .8%
保健サービス 447 2.6% 137 1.4% 310 4 .5%
公益事業 94 0.6% 49 0.5% 45 0.6%
その他 10 0.1% 4 0.0% 6 0.1%

合計 17,069 100.0% 10,143 100.0% 6,926 100.0%

全体 男性 女性

Items 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

Kyrgyz Republic 33.7 36.8 38.0 37.0 30.6 32.1 25.4
Batken oblast 33.6 35.6 34.2 53.9 40.7 41.2 37.0
Jalal-Abat oblast 44.7 45.3 55.7 46.4 46.4 45.1 32.2
Yssyk-Kul oblast 38.0 29.5 28.1 39.5 26.0 28.9 24.7
Naryn oblast 53.5 49.9 39.9 43.8 30.6 38.0 37.8
Osh oblast  (until 2012 y. including Osh city) 41.9 44.7 51.4 43.4 31.7 28.9 22.0
Talas oblast 42.3 50.2 39.6 23.1 19.0 21.5 18.1
Chui oblast 21.9 28.6 16.6 23.6 21.6 24.8 30.3
Bishkek city 7.9 18.4 21.4 20.4 17.6 23.5 9.8
Osh city - - - 40.9 33.4 38.3 24.6
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出典：National Statistical Committee of the Kyrgyz Republic 

図 2-2-7 「キ」国平均、タラス州及びビシュケク市の貧困率推移 

 

⑤文化的遺産の有無 

「キ」国に伝わる民族叙事詩「マナス」の主人公である英雄マナスは、タラス市の近くで生

まれたと言われており、タラス市から北東約 22km のマナスの埋葬地とされる場所に歴史公園

がある。またタラス河畔では、751 年に唐とアッバース朝の間で中央アジアの覇権を巡って「タ

ラス河畔の戦い」が行われている。しかし本プロジェクト対象地域付近には文化的遺産は特に

ない。 

 

(3) 「キ」国の環境社会配慮制度・組織 

1) 環境社会配慮に関連する法令・基準等 

①環境分野の政策・国家計画 

「環境保全コンセプト（2007 年 11 月 23 日付、大統領令第 506）」には、「キ」国の環境に関

する国際的、地域的、国家的課題がまとめられており、「キ」国が持続可能な発展を達成するた

めに、環境保護と合理的な自然管理に関する国家政策を実施する際の基礎となっている。 

 

②関連法制度の概要 

「キ」国の環境社会配慮に関連する法令等を表 2-2-11 に示す。これらのうち環境認可に関連

する法令等を太字で示す。 
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表 2-2-11 環境に関する法令等 

法令等 番号 制定年次

Constitution of Kyrgyz Republic - 2010 

Law on Biosphere Reserves in the Kyrgyz Republic 48 1999 

Law on Environmental Protection 53 1999 

Law on Specially Protected Natural Territories 18 2011 

Law on Production and Consumption of Wastes 89 2001 

Law on the Protection of Atmospheric Air 51 1999 

Law on the Protection of Ozone Layer 206 2006 

Law on Protection and Use of Flora 53 2001 

Law and General Technical Regulation on Ensuring Environmental Safety 151 2009 

Law on Environmental Expertise 54 1999 

Law on Water 1422-XII 1994 

Law on Mountain Territories 151 2002 

The Law on State Regulation and Policy in the Field of Emission and Absorption of 

Greenhouse Gases 

71 2007 

The law on access to information administered by state bodies and local self-government 

bodies of the Kyrgyz Republic 

213 2006 

Law on Fauna 59 1999 

Law on the Prohibition of Cutting, Transporting, Acquiring and Marketing, Harvesting 

and Use, Export of Especially Valuable (walnut and juniper) Tree Species 

15 2007 

Law on Subsoil 160 2012 

Law on Pastures 30 2009 

Law on Radiation Safety of the Population 58 1999 

Law on Fisheries 39 1997 

The Law on the Transfer (Transformation) of Land 145 2013 

Water Code 8 2005 

Land Code 45 1999 

Forest Code 66 1999 

Regulations on the Procedure for Conducting State Ecological Expertise  248 2014 

Regulation on the Procedure for Conducting Environmental Impact Assessment 60 2015 

Resolution of Methodology of Determining Payment for Environmental Pollution 559 2011 
出典：State Agency on Environment Protection and Forestry 

 

環境認可に関連する法令等の概要は以下のとおりである。 

 

 Law on Environmental Protection 

本法律は「キ」国における環境保護の も基本となる法律であり、「キ」国における自然管理

および環境保護における政策を決定し、法制度を規定している。セクション IV 第 16 項で、

計画された経済活動などが環境へ悪影響を与えることを防止するために、環境影響評価（EIA）

が実施されることを規定している。 

 

 Law on Environmental Expertise 

「キ」国の EIA に関する事項を規定する法律である。セクション I では EIA の目的や原則が

述べられ、セクション II では EIA に関する責任機関及びその権限、権利、義務等が規定され
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ている。セクション V では事業主体が EIA 審査のための文書を提出し、承認された文書に従

って計画された活動を実施することを義務付けている。 

 

 Law and General Technical Regulation on Ensuring Environmental Safety 

本法律の付属書 1 に EIA の実施が義務となる 25 の経済活動がリスト化されており、「道路及

び鉄道建設」が対象事業となっている。付属書 2 では事業のリスクカテゴリが自然環境の汚

染量、放出される有害物質の量と種類、廃棄物の種類により I～III に分類され、このリスク

カテゴリにより環境管理の内容や環境検査の頻度が決定されることが規定されている。 

 

表 2-2-12 EIA の対象となる経済活動 

1. エネルギー施設 

2. 貯水池 

3. 石油精製、石油製品、ガス工場 

4. 建設資材製造（セメント、アスファルト、

スレート、アスベストセメントパイプ等）

5. 農業・林業 

6. 鉱業 

7. 金属加工業 

8. ガラス工業 

9. 医薬品、生物学的製剤、タンパク質製剤製

造 

10. 化学製品 

11. 食品産業 

12. 繊維・皮革・製紙業 

13. 有害物・危険物・放射性物質の倉庫 

14. 排水処理・排ガス施設 

15. 地下水の摂取 

16. 人口密集地における給水システム、灌漑・排水

システム 

17. 道路・鉄道建設 

18. 空港、飛行場、試験場、内陸部の航行港、モー

ターレーシングトラック 

19. レクリエーション・観光施設建設 

20. 工業団地 

21. 下水道 

22. 山岳リフト、ケーブルカー 

23. 産業廃棄物及び家庭廃棄物のリサイクル、処

理・処分 

24. ガソリンスタンド 

25. 車両メンテナンス及び事前販売準備施設 

 

 Regulations on the Procedure for Conducting State Ecological Expertise 

EIA 審査における責任機関の組織と審査手続きに関する規則である。4 条に EIA 審査のため

に提出すべき文書リストが示され、5 条で環境審査機関および審査手続きについて規定して

いる。7 条では審査に必要な書類が提出されてから 2 週間以内に審査を開始し、審査期間は 3

ヶ月を超えてはならないことが規定されている。 

 

 Regulation on the Procedure for Conducting Environmental Impact Assessment 

EIA 実施手順を定めた規則である。3 条で EIA プロセス参加者とその役割が示され、4 条で

EIA 実施手順、6 条で EIA 文書について具体的に規定している。付属書 1 は③同様、EIA の

実施が義務となる 25 の経済活動のリスト、付属書 2 は EIA 報告書様式、付属書 3 は環境影響

に関する記述の様式、付属書 4 は環境影響が低いとみなされる活動のリストである。 
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③EIA に関するギャップ分析 

JICA ガイドライン上、相手国に求める要件と「キ」国における制度を比較し、ギャップの有

無の確認及び本事業における対処方針について整理した。 

 

表 2-2-13 EIA に関するギャップ分析表 

対象事項 JICA 環境社会配慮ガイドライン 相手国制度 
ギャップの有無

及び対処方針

基本的事項 - プロジェクトを実施するに当た

っては、その計画段階で、プロ

ジェクトがもたらす環境や社会

への影響について、できる限り

早期から、調査・検討を行い、

これを回避・ 小化するような

代替案や緩和策を検討し、その

結果をプロジェクト計画に反映

しなければならない。(JICA ガ

イドライン、別紙 1.1) 

- 法令第 54 号 環境評価法 2 条で、

環境影響評価はプロジェクトの

実施が決定される前に行われる

ことを規定している。 
- 法令第 60 号 EIA 実施規則 1.3 は

EIA の基本原則を規定しており、

防止策及びゼロオプションを含

む代替案検討を求めている。また

1.4 で EIA 結果は代替案の環境影

響評価及び負の影響の回避・ 小

化・代償策を含むことが求められ

ている。 

ギャップはなく

JICA ガイドラ

インと同様であ

る。 

情報公開 - 環境アセスメント報告書(制度

によっては異なる名称の場合も

ある)は、プロジェクトが実施さ

れる国で公用語または広く使用

されている言語で書かれていな

ければならない。また、説明に

際しては、地域の人々が理解で

きる言語と様式による書面が作

成されねばならない。 
- 環境アセスメント報告書は、地

域住民等も含め、プロジェクト

が実施される国において公開さ

れており、地域住民等のステー

クホルダーがいつでも閲覧可能

であり、また、コピーの取得が

認められていることが要求され

る。(JICA ガイドライン、別紙

2) 

- 法令第 213 号情報公開法 3 条で

国・地方自治体の保有する情報へ

アクセスする権利が保障されて

いる。 
- 法令第 60 号 EIA 実施規則 3.7 が

規定する EIA 実施に係る関係者

には地域住民も含まれている。

3.13 は、EIA 実施が求められる場

合に、環境や公衆衛生に負の影響

を与える可能性がある活動につ

いて住民が情報提供を受けるこ

とを規定している。 

言語について明

確な規定はな

い。EIA は地域

住 民 お よ び

SAEPF での審

査のためにロシ

ア語で作成す

る。JICA での審

査には英語版を

提出する。 

住民協議 - 特に、環境に与える影響が大き

いと考えられるプロジェクトに

ついては、プロジェクト計画の

代替案を検討するような早期の

段階から、情報が公開された上

で、地域住民等のステークホル

ダーとの十分な協議を経て、そ

の結果がプロジェクト内容に反

映されていることが必要であ

る。(JICA ガイドライン、別紙

1、社会的合意.1) 
- 環境アセスメント報告書作成に

当たり、事前に十分な情報が公

- 法令第 60 号 EIA 実施規則 3.13～
3.17 で以下の事項を規定してい

る。 
3.13：地域住民の EIA 実施の全ての

段階への参加、及びプロジェ

クトに関する情報公開。 
3.14：住民の協議への参加と意見の

プロジェクトへの反映、プロ

ジェクト実施において環境

への負の影響を回避・ 小化

する解決策についての合意。 
3.15：EIA 報告書について説明する

ための住民協議会の必要性。 

カテゴリ A 案件

の EIA の場合、

環境影響評価項

目選定時とドラ

フト作成時に協

議が行われてい

ることが望まし

いとされている

が、国内法では

住民の EIA 実施

のすべての段階

への参加、EIA
報告書について
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対象事項 JICA 環境社会配慮ガイドライン 相手国制度 
ギャップの有無

及び対処方針

開されたうえで、地域住民等の

ステークホルダーと協議が行わ

れ、協議記録等が作成されてい

なければならない。 
- 地域住民等のステークホルダー

との協議は、プロジェクトの準

備期間・実施期間を通じて必要

に応じて行われるべきである

が、特に環境影響評価項目選定

時とドラフト作成時には協議が

行われていることが望ましい。

(JICA ガイドライン、別紙 2.カテ

ゴリAに必要な環境アセスメント

報告書) 

3.16：住民説明会の開催要領であり、

EIA 報告書の公開、意見の聴

取、議事録作成等を求めてい

る。 
3.17：住民説明会の通知の詳細を定

めており、実施機関の情報、

プロジェクト内容、EIA 報告

書についての住民協議内容、

EIA 報告書入手方法、意見送

付先等が含まれている。 

の説明等が求め

られており、特

に回数の規定は

ない。本件はカ

テゴリ B 案件で

あるが、EIA 調

査前後には住民

への説明が行わ

れていることが

望ましいため 2
回とした。また

工事前には工事

について住民へ

の説明が行われ

ることが望まし

い。 

影響評価対

象項目 
- 環境社会配慮に関して調査・検

討すべき影響の範囲には、大気、

水、土壌、廃棄物、事故、水利

用、気候変動、生態系及び生物

相等を通じた、人間の健康と安

全及び自然環境への影響(越境

の又は地球規模の環境影響を含

む)並びに以下に列挙する様な

事項への社会配慮を含む。非自

発的住民移転等人口移動、雇用

や生計手段等の地域経済、土地

利用や地域資源利用、社会関係

資本や地域の意思決定機関等社

会組織、既存の社会インフラや

社会サービス、貧困層や先住民

族など社会的に脆弱なグルー

プ、被害と便益の分配や開発プ

ロセスにおける公平性、ジェン

ダー、子どもの権利、文化遺産、

地域における利害の対立、

HIV/AIDS 等の感染症、労働環

境(労働安全を含む)。(JICA ガ

イドライン、別紙 1.検討する影

響のスコープ.1) 
- 調査・検討すべき影響は、プロ

ジェクトの直接的、即時的な影

響のみならず、合理的と考えら

れる範囲内で、派生的・二次的

な影響、累積的影響、不可分一

体の事業の影響も含む。また、

プロジェクトのライフサイクル

にわたる影響を考慮することが

望ましい。(JICA ガイドライン、

- 法令第 60 号  EIA 実施規則

4.28-4.30 で以下のように規定し

ている。 
4.28：リスクカテゴリ I の場合は全

ての項目での EIA の実施が

必須である。 
4.29：リスクカテゴリ II 及び III の

場合は一部省略した項目で

EIA が実施される. 
4.30：環境影響があまりない場合は

環境審査申告書を作成する。 
- 法令第 60 号 EIA 実施規則別添 5
は既存の環境状態を評価するた

めの要件を次の通り示している。 
・土地使用における環境およびその

他の制限(自然保護区、歴史文化

保全地区等) 
・気候/気象条件 
・既存の大気汚染のレベル 
・地表水域の現状 
・地質学的、水理地質学的条件 
・土地資源と土壌被覆 
・土壌汚染、動植物、放射能汚染 
・社会経済状況(経済状況、社会人

口動態、公衆衛生、地域の歴史的

および文化的価値) 
- 法令第 60 号 EIA 実施規則 2.6 は、

本規則において適用される基本

的な概念を規定する。 この項目

では、重大な影響が及ぶ可能性の

ある領域は、プロジェクトの実施

により環境および /またはその

個々の構成要素に直接的または

調査・検討すべ

き影響の範囲に

一部ギャップが

見 ら れ る 。 / 
JICA ガイドラ

インに準じる。
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対象事項 JICA 環境社会配慮ガイドライン 相手国制度 
ギャップの有無

及び対処方針

別紙 1、検討する影響のスコー

プ.2) 
間接的に重大な変化を及ぼす可

能性がある領域と定義される。 
また 4.31 は、EIA にはプロジェク

トの建設、運用、廃止時における

環境状態の変化の予測と評価が

含まれると規定している。 

モニタリン

グ、苦情処

理等 

- モニタリング結果を、当該プロ

ジェクトに関わる現地ステーク

ホルダーに公表するよう努めな

ければならない。(JICA ガイド

ライン、別紙 1、モニタリング.3)
- 第三者等から、環境社会配慮が

十分でないなどの具体的な指摘

があった場合には、当該プロジ

ェクトに関わるステークホルダ

ーが参加して対策を協議・検討

するための場が十分な情報公開

のもとに設けられ、問題解決に

向けた手順が合意されるよう努

めなければならない。(JICA ガ

イドライン、別紙１、モニタリ

ング.4) 

- 法令第 60 号 EIA 実施規則 3.9 は、

EIA 実施者が事業の建設、運営お

よび清算の過程において環境モ

ニタリング計画を作成すること

を規定しており、プロジェクト実

施段階で環境モニタリングが行

われる。4.33 は EIA のプロジェク

ト後の分析を規定しており、プロ

ジェクト後の分析とモニタリン

グは事業者により実施されると

定義している。プロジェクト後の

分析結果は事業者に提出され、負

の影響を軽減するために必要な

措置が取られる。 報告書は一般

にも公開されるべきである。 
- EIAに関する苦情処理メカニズム

は明確には定められていないが、

「苦情に関する法律」は、全ての

市民が州、地方自治体等に苦情を

申し立てる権利を有しているこ

とを保証している。 

モニタリングに

ついてギャップ

はない。苦情処

理  メカニズム

は JICA ガイド

ラインに準じて

構築される。 

生態系及び

生物相 
プロジェクトは、重要な自然生息

地または重要な森林の著しい転換

または著しい劣化を伴うものであ

ってはならない。 

明確な規定はないが、法令第 54 号 
環境評価法 13 条は、EIA 審査で否

定的結論となった場合、プロジェク

ト実施を禁じている。 

ギャップはある

が、本事業では

重要な自然生息

地または重要な

森林の著しい転

換または著しい

劣化を伴わな

い。 

先住民族 プロジェクトが先住民族に及ぼす

影響は、あらゆる方法を検討して

回避に努めねばならない。このよ

うな検討を経ても回避が可能でな

い場合には、影響を 小化し、損

失を補填するために、実効性ある

先住民族のための対策が講じられ

なければならない。 

特に規定はない。 ギャップはある

が、本事業では

先住民族への影

響は想定されな

い。 

出典：調査団 
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④国際環境条約 

「キ」国が批准している国際環境条約を表 2-2-14 に示す。 

 

表 2-2-14 「キ」国批准済み国際環境条約 

条約名 批准年

環境に関する、情報へのアクセス、意思決定における市民参加、司法へのアクセスに関する

条約（オーフス条約） 

2001 

有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関するバーゼル条約 1996 

生物の多様性に関する条約のバイオセーフティに関するカルタヘナ議定書 2005 

生物多様性条約（CBD） 1996 

絶滅のおそれのある野生動植物種の国際取引に関する条約（ワシントン条約、CITES） 2007 

移動性野生動物種の保全に関する条約（CMS） 2014 

越境環境影響評価条約（エスポー条約） 2001 

気候変動に関する国際連合枠組条約の京都議定書 2003 

長距離越境大気汚染条約（LRTAP） 2000 

オゾン層を破壊する物質に関するモントリオール議定書 2000 

生物の多様性に関する条約の遺伝資源の取得の機会及びその利用から生ずる利益の公正か

つ衡平な配分に関する名古屋議定書 

2015 

気候変動抑制に関するパリ協定 2016 

（署名）

特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約（ラムサール条約） 2002 

国際貿易の対象となる特定の有害な化学物質及び駆除剤についての事前のかつ情報に基づ

く同意の手続に関するロッテルダム条約 

2000 

残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約 2006 

深刻な干ばつ又は砂漠化に直面する国（特にアフリカの国）において砂漠化に対処するため

の国際連合条約（砂漠化対処条約、UNCCD） 

1997 

気候変動に関する国際連合枠組条約（UNFCCC） 2000 
出典：国連 Law & Environment Ontology 

 

⑤環境基準 

 大気質 

「キ」国の大気質の基準を表 2-2-15 に示す。 

 

表 2-2-15 大気質基準（抜粋） 

項目 許容 大汚染濃度（mg/m3） 許容日平均濃度（mg/m3） 

全浮遊物質（SPM） 0.5 0.15 

二酸化硫黄（SO2） 0.5 0.05 

二酸化窒素（NO2） 0.085 0.04 

一酸化炭素（CO） 5 3 

鉛（Pb） 0.001 0.0003 
出典：Hygienic Standards “Maximum Permissible Concentrations of Pollutants in the Atmospheric Air of Populated Areas” 
of April 11, 2016 NO. 201 

 

 水質 

「キ」国の水質の基準を表 2-2-16 に示す。 
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表 2-2-16 水質基準（抜粋） 

項目 基準（mg/l） 
ヒ素 0.01 
水銀 0.0005 
鉛 0.01 

カドミウム 0.001 
出典：Hygienic Standards the Maximum Permissible Concentrations of Chemicals in Water in Water Bodies of Domestic, 
Drinking and Cultural and Domestic Water Use as of April 11, 2016 NO. 201 
 

 騒音・振動 

「キ」国の騒音の基準を表 2-2-17 に示す。なお道路建設機械稼働時の 大許容値は 80dB と

なっている。振動については「キ」国独自の基準はなく、ロシアの基準が用いられている。

主に工事現場に適用されるロシアの振動に関する基準カテゴリ 2 を表 2-2-18 に示す。 
 

表 2-2-17 騒音の基準（抜粋） 

対象地域 等価騒音 Leq (dB) 大騒音 Lmax (dB) 
病院・療養所 35 50 

病院・療養所に隣接する地域 7 23 時 45 
23 7 時 35 

7 23 時 60 
23 7 時 50 

学校、教育機関、図書館 40 55 
住宅、診療所、教育機関、図書館、高齢者用

施設等に隣接する地域 
7 23 時 55 
23 7 時 45 

7 23 時 70 
23 7 時 60 

ホテル、簡易宿泊所に隣接する地域 7 23 時 60 
23 7 時 50 

7 23 時 75 
23 7 時 65 

出典：Sanitary Rules and Regulations "Noise in the Workplaces, in the Premises of Residential, Public Buildings and on the 
Territory of Residential Buildings” on April 11, 2016 No. 201 

 

表 2-2-18 振動の基準（カテゴリ 2） 

 
出典：Sanitary Norms “Industrial vibration, vibration in residential and public buildings”, CH 2.2.4/2.1.8.556-96 

1/3 octave 1/1 octave 1/3 octave 1/1 octave 1/3 octave 1/1 octave 1/3 octave 1/1 octave
1.6 0.25 108 2.50 114
2.0 0.22 0.40 107 112 1.80 3.50 111 117
2.5 0.20 106 1.30 108
3.15 0.18 105 0.98 105
4.0 0.16 0.28 104 109 0.63 1.30 102 108
5.0 0.16 104 0.50 100
6.3 0.16 104 0.40 98
8.0 0.16 0.28 104 109 0.32 0.63 96 102
10.0 0.20 106 0.32 96
12.5 0.25 108 0.32 96
16.0 0.32 0.56 110 115 0.32 0.56 96 101
20.0 0.40 112 0.32 96
25.0 0.50 114 0.32 96
31.5 0.63 1.10 116 121 0.32 0.56 96 101
40.0 0.79 118 0.32 96
50.0 1.00 120 0.32 96
63.0 1.30 2.20 122 127 0.32 0.56 96 101
80.0 1.60 124 0.32 96

Corrected and equivalent
corrected levels and their

values
0.28 109 0.56 101

Geometric Mean
Frequency Bands,

Hz

Maximum Allowable Vibration Level at Workplaces
Category 2: Transportation - Technological Type

Maximum Limit Values: Xo, Yo, Zo
Vibro Acceleration Vibro Speed

m/s
2 dB m/s

2 dB
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⑥環境に関する認可の取得 

Regulation on the Procedure for Environmental Impact Assessmentに示された EIAの実施手順は以

下のとおりである。なお EIA 審査の費用は無料である。 

本事業は道路建設事業であるため、EIA の実施が義務となる経済活動にあたり、EIA 実施が

必要である。「キ」国の法制度及び JICA 環境ガイドラインに従い、EIA 調査報告書案をとりま

とめ、2018 年 3 月中旬に MOTR に提出した。MOTR は EIA 審査機関である環境保護・森林庁

へ EIA 報告書を提出し、4 月初旬に承認を得た。EIA 報告書の承認にあたって特に付帯条件は

ない。 

 

第 1 段階：EIA 実施要否の決定 

EIA 実施要否は、付属書１に示された EIA の対象となる経済活動リストに基づき、事業

者により決定される。リスクカテゴリ I の場合は全ての項目（EIA レベル）、リスクカテ

ゴリ II 及び III の場合は一部省略した項目（IEE レベル）で EIA が実施される。 

 

第 2 段階：初期評価（プレ EIA） 

事業のフィージビリティ・スタディの段階で、予想される影響、代替案、環境管理計画

等の包括的な分析が行われる。これには以下の項目が含まれ、初期評価の結果は EIA 報

告書（Statement on Environmental Impact (EIS)）の形で文書化される。 

1) 事業概要 

2) 事業対象地域の環境の現状評価 

3) 事業が環境に与える影響項目の評価 

4) 代替案の環境影響評価 

5) 工事中、供用時、廃止時における環境変化の予測及び評価 

6) 工事中、供用時、廃止時における重大な負の環境影響の防止、 小化、補償策の策定 

7) EIA 調査結果 

8) EIS 

 

第 3 段階：EIA 

詳細設計段階において事業実施における環境影響の評価が行われる。これには、より詳

細な環境影響評価、環境影響の防止、緩和、 小化のための方策、モニタリング、汚染

物質排出に関する基準、事業の結果としての環境変化に関する記述等が含まれ、プロジ

ェクト文書の環境保護のセクションに評価結果が記述される。 

 

第 4 段階：事後分析 

事業開始から 1 年後に実施される事後分析で、環境安全を確認し、必要に応じ環境対策

の調整が行われる。 

 

2) 関係機関および役割 

EIA 実施における関係者は、事業者、EIA 実施者、地方行政及び地方自治体、管轄官庁、そ

して地域社会である。関係者とその役割を表 2-2-19 に示す。 
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表 2-2-19 EIA 実施に係る関係者および役割 

関係者 役割 

事業者  EIA 実施に係る費用負担 

 EIA の計画・準備 

 提案事業に関する情報、データの提供、公聴会の実施 

 EIA 報告書の管轄官庁への提出、一般への公開 

EIA 実施者（環境コ

ンサルタント） 

 提案事業計画地における環境社会状況に関する情報収集、分析 

 EIA 作業の範囲と程度の決定 

 代替案検討、影響予測、影響回避・緩和策の策定、モニタリング計画を含む

EIA 調査の履行 

 EIA 報告書の作成 

地方行政及び地方

自治体 

 住民への提案事業に関する情報提供 

 公聴会の実施支援 

管轄官庁  EIA 関係者へのコンサルティング支援 

 EIA 審査の実施及び結果についての情報提供 

 事業実施段階におけるモニタリングの実施 

地域社会  EIA 実施の全段階における協議への参加 

 地域の事業に関する情報提供を受けること  
出典：Regulation on the Procedure for Conducting Environmental Impact Assessment 

 

「キ」国の環境行政を管轄しているのは環境保護・森林庁（State Agency for Environmental 

Protection and Forestry :SAEPF）である。SAEPF は環境保護及び天然資源の利用における政策及

び規制の実施、林業を含む天然資源の状態の評価、EIA 審査を通した経済活動による環境への

負の影響の防止、環境保護及び自然管理における国際協力等の役割を担っている。SAEPF 本庁

の組織図を図 2-2-8 に示す。 

 

 
出典：State Agency on Environment Protection and Forestry ウェブサイトより調査団作成 

図 2-2-8 SAEPF 本庁組織図 
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EIA 審査を担当するのは DEUartment of State Environmental Expertise である。各州に地域事務

所があり、リスクカテゴリ I の場合は本庁で、リスクカテゴリ II 及び III の場合は地域事務所で

EIA 審査が行われる。なお樹木伐採については、地域事務所が許認可権限を持つ。 

 

(4) 代替案の比較検討 

実施なし（ゼロオプション）を含み、本プロジェクトの代替案を比較検討した結果を図 2-2-9、

表 2-2-20 に示す。ゼロオプション、A 案（架橋位置が現道の下流）、B 案（現道架け替え）、C

案（架橋位置が現道の上流）の 3 ルートを、河道状況、道路線形、施工性、環境社会影響、建

設コスト等の観点から比較検討した。その結果、河道が将来的に比較的安定しており、樹木の

伐採は必要となるものの、急カーブが十分に改善できる道路線形となるため高い事故防止効果

が期待でき、施工性や建設コストにおいても優れた C 案が選定された。 
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(5) スコーピング 

本事業のスコーピングは表 2-2-21 のとおりである。 

 

表 2-2-21 スコーピング 

分類 ＃ 影響項目 

評価 

評価理由 工事前

工事中
供用時

汚
染
対
策 

1 大気汚染 B- B± 

工事中：建設重機や車両の稼働等に伴い、一時的ではあるが大気

質の悪化が想定される。 

供用時：交通量の増加の程度によっては、走行車両の排出ガスに

よる大気質への負の影響が見込まれる。一方、道路の轍掘れが修

繕されることにより、粉塵等の影響の緩和が想定される。 

2 水質汚濁 B- B- 

工事中：土工事に伴う濁水により、ウルマラル川の水質が悪化す

る可能性がある。また、重機・車両及び工事宿舎からの排水等に

よる水質汚濁の可能性もある。 

供用時：降雨時の路面上の粉塵や油の流出が想定される。  

3 廃棄物 B- D 

工事中：建設残土や廃材の発生が想定される。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用時には周辺

環境に影響を及ぼすような廃棄物の発生は想定されない。  

4 土壌汚染 B- D 

工事中：建設重機や車両用オイルの流出等による土壌汚染の可能

性がある。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用時には周辺

環境に影響を及ぼすような土壌汚染の発生は想定されない。 

5 騒音・振動 B- B- 

工事中：建設重機や車両の稼働等による騒音が想定される。 

供用時：対象道路周辺には住居があり、交通量の増加による騒音

が想定される。 

6 地盤沈下 D D 
本事業は既存道路・橋梁の改修であり、地盤沈下を引き起こすよ

うな作業等は想定されない。 

7 悪臭 B- D 

工事中：建設重機や車両の排ガス、及び廃棄物から悪臭が発生す

る可能性がある。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用時には周辺

環境に影響を及ぼすような悪臭の発生は想定されない。 

8 底質 D D 
本事業は既存道路・橋梁の改修であり、底質へ影響を及ぼすよう

な作業等は想定されない。 

自
然
環
境 

9 保護区 D D 事業対象地及びその周辺に、国立公園や保護区等は存在しない。

10 生態系 B- D 

工事中：対象道路周辺の生物相に影響を与える可能性がある。ま

た、樹木伐採が想定される。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用時には生態

系への影響は想定されない。 

11 水象 C C 
工事中・供用時：河川内の橋脚建設及び既存橋梁の撤去が水象に

影響を及ぼす恐れがある。 

12 地形・地質 D D 
大規模な切土や盛土は計画されないと考えられることから、地

形・地質への影響は想定されない。 

社
会
環
境 

13 住民移転 C D 

工事前・工事中：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、事業対

象地は公有地であることから、用地取得・住民移転の発生は想定

されていないが、線形によっては影響が生じる可能性がある。 

供用時：供用時には新たな用地取得・住民移転は発生しない。 
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分類 ＃ 影響項目 

評価 

評価理由 工事前

工事中
供用時

14 貧困層 C B+ 

工事中：住民移転が発生する場合、影響住民に貧困層が含まれる

可能性がある。一方、建設工事に伴う雇用機会の創出等により、

貧困層へ正の影響も想定される。 

供用時：対象道路・橋梁が改善されることにより、貧困層にとっ

ても、学校・村役場等の社会サービスや耕作地・職場へのアクセ

スが容易になるなど、正の影響が見込まれる。 

15
少数民族・先住民

族 
D D 

「キ」国は多民族国家であり、事業対象地にも少数派に属する民

族は存在するが、本事業は既存道路・橋梁の改修であり、少数民

族・先住民族への影響は想定されない。 

16
雇用や生計手段等

の地域経済 
B+ B+ 

工事中：本事業の建設工事により、一時的に建設関連事業に従事

する労働者の雇用増加が見込まれる。 

供用時：対象道路の利便性向上により、周辺地区の経済活動が活

発になり、雇用機会の向上・地域経済にプラスの効果が見込まれ

る。 

17
土地利用や地域資

源利用 
B- D 

工事中：工事事務所・宿舎、プラント施設、採石場等としての土

地利用が考えられ、周辺の土地利用や地域資源に影響を与える可

能性がある。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用時における

土地利用等は想定されない。 

18 水利用 C C 

工事中：対象道路地周辺の河川等で水利用がある場合は、工事に

伴う濁水による影響が想定される。また河川水を工事中に使用す

る場合、河川水を灌漑用水や生活用水として利用している地域住

民への影響が考えられる。 

供用時：事業対象地周辺の河川等で水利用がある場合は、降雨時

の路面上の粉塵や油の流出による影響が考えられる。  

19
既存の社会インフ

ラや社会サービス 
B- B+ 

工事中：建設重機の稼働により工事期間中の交通への影響が想定

される。また沿道の電柱、高圧線鉄塔等の移設が生じる可能性が

ある。 

供用時：安全対策が取られることにより、対象道路の安全性が向

上する。また対象道路の走行性が向上することにより、周辺道路

へ迂回する車両が減少し、生活道路である周辺道路の利便性・安

全性が向上し、既存社会サービスへのアクセスが向上する。 

20

社会関係資本や地

域の意思決定機関

等の社会組織 

D D 

本事業は既存道路・橋梁の改修であり、社会関係資本や地域の意

思決定機関等への影響は想定されない。 

21 被害と便益の偏在 D D 
本事業は既存道路・橋梁の改修であり、周辺地域に不公平な被害

と便益をもたらすことはない。 

22 地域内の利害対立 D D 
本事業は既存道路・橋梁の改修であり、地域内の利害対立を引き

起こすことはない。 

23 文化遺産 D D 対象道路周辺には文化遺産等は存在しない。 

24 景観 B- B± 

工事中：建設作業及び事業用地内の樹木の伐採による景観への影

響が想定される。 

供用時：新しい橋梁の建設による景観の向上が見込まれる。一方、

樹木の伐採による負の影響も想定される。 

25 ジェンダー B- D 

工事中：建設労働者の男女間で賃金の差がある可能性がある。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用時における

ジェンダーへの影響は想定されない。 
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分類 ＃ 影響項目 

評価 

評価理由 工事前

工事中
供用時

26 子供の権利 D D 

「キ」国では労働契約にパスポートが必要であり、16 歳以上でな

いと就業できないため、児童労働など本事業による子供の権利へ

の負の影響は想定されない。 

27
HIV/AIDS 等の感

染症 
B- D 

工事中：本事業の建設工事期間中、建設工事従事者が対象地周辺

に流入し、感染症が広がる可能性がある。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用時における

感染症への影響は想定されない。 

28
労働環境（労働安

全を含む） 
B- D 

工事中：作業員の怪我や事故を防止するため、労働環境に配慮す

る必要がある。 

供用時：供用時には作業員への負の影響は想定されない。 

そ
の
他 

29 事故 B- B± 

工事中：工事中の事故が増加する可能性がある。また、第 3 者が

関連する事故が発生する可能性がある。 

供用時：道路線形の改良や安全対策により、交通事故の減少が想

定される。一方、交通量の増加や走行速度の適正化（高速化）に

より、交通事故が増加する可能性がある。 

30
越境の影響及び気

候変動 
B- B± 

工事中：建設重機や車両から二酸化炭素（CO2）が発生するが、

影響は軽微だと想定される。 

供用時：交通量の増加により CO2 排出量が増加する可能性があ

る。一方、走行速度の適正化により、1 台当たりの CO２排出量が

削減され、長期的には CO2排出量が減少する可能性がある。 

注）影響の程度 
 A：重大な影響が想定されるため、慎重な配慮が必要 
 B：A と比較して影響は小さいことが想定されるものの配慮が必要 
 C：影響の程度は現時点では不明 
 D：影響は想定されない 
 +/-：プラス／マイナスの影響 

 

(6) 環境社会配慮調査の TOR 

本事業のスコーピング（表 2-2-21）に基づく環境社会調査の TOR は、表 2-2-22 のとおりである。 

 

表 2-2-22 環境社会配慮調査の TOR 

環境項目 調査項目 調査手法 

大気汚染 ① 環境基準の確認（「キ」国の環境基準、

ロシア、WHO の基準等） 

② 大気質現況の把握 

③ 交通需要予測に基づく供用時の交通量

増加の程度の把握 

④ 対象道路近隣の大気汚染への影響が特

に懸念される学校、病院等の確認 

⑤ 工事中の影響 

① 既存資料の確認 

② 対象道路周辺でのベースライン調査の

実施 

③ 交通需要予測結果を踏まえた影響予測

④ 現地踏査及び既存資料の確認 

⑤ 工事に関する情報収集・確認 

水質汚濁 ① ウルマラル川の水質現況の把握 

② 河川水の利用状況の確認 

③ 工事中の影響 

① ウルマラル川でベースライン調査実施

② 現地踏査及びヒアリング調査 

③ 工事に関する情報収集・確認 

廃棄物 ① 建設廃棄物の処理方法 

② 本事業対象道路周辺の廃棄物の回収状

況 

① 既存資料の確認及び関連諸機関へのヒ

アリング調査 

② 現地踏査及びヒアリング調査 
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環境項目 調査項目 調査手法 

土壌汚染 ① 工事中のオイル漏れ防止策 ① 工事に関する情報収集・確認 

騒音・振動 ① 環境基準の確認（「キ」国の環境基準、

ロシアの基準等） 

② 騒音・振動の現況の把握 

③ 発生源から居住エリアや病院・学校まで

の距離 

④ 工事中の影響 

① 既存資料の確認 

② 対象道路周辺でのベースライン調査の

実施 

③ 現地踏査及び既存資料の確認 

④ 工事に関する情報収集・確認 

悪臭 ① 工事中の影響 ① 工事に関する情報収集・確認 

生態系 ① 「キ」国が指定する希少種調査 

② 動植物相への影響 

① 既存資料の確認、MOTR や地域住民へ

のヒアリング調査 

② 対象道路用地における動植物調査 

水象 ① 現況の把握 

② 工事中及び供用時の影響範囲の把握 

① 既存資料の確認及び現地踏査 

② 工事に関する情報収集・確認、河道に

関する調査 

用地取得・

住民移転 

① 非自発的住民移転が生じない、生じた場

合でも 小化するルートの検討 

② 用地取得・住民移転規模の確認 

③ 用地取得もしくは住民移転が発生する

場合、ARAP 作成の支援 

④ IsDB 事 業 の た め に 作 成 さ れ た

RAP/ARAP の調査 

① 代替案の比較検討 

② 関連法制度の確認、現地踏査による対

象道路周辺の建物の有無、種類（住居・

商店・学校等）の確認、土地利用図等

をもとに土地利用状況の確認 

③ 「キ」国の関連法規及び JICA 環境社会

配慮ガイドライン、WB OP4.12 等に基

づく ARAP 作成を支援 

④ 既存資料の確認及び関連諸機関へのヒ

アリング調査 

貧困層 ① 貧困層の分布の把握 ① 既存資料の確認及び現地踏査 

土地利用や

地域資源利

用 

① 土地利用状況及び地域資源利用状況の

把握 

② 工事に係る土地確保の確認（工事事務

所、プラント施設、採石場等） 

① 既存資料の確認、ヒアリング及び現地

踏査 

② 相手国との協議及び計画確認 

水利用 ① 水利用状況の把握 ① ヒアリング調査及び現地踏査 

既存の社会

ｲﾝﾌﾗや社会

ｻｰﾋﾞｽ 

① 既存インフラや社会サービスの現況把

握 

① 既存資料の確認、ヒアリング調査及び

現地踏査 

景観 ① 植物相の現況把握 ① 対象道路用地における植物調査 

ジェンダー 
① ジェンダーの現況把握 ① 既存資料の確認、関連諸機関、建設会

社等へのヒアリング調査 

HIV/AIDS

の感染症 

① HIV/AIDS の現況把握 ① 既存資料の確認、関連諸機関へのヒア

リング調査 

労働環境 

① 労働安全対策 ① 既存資料の確認、関連諸機関へのヒア

リング調査、工事に関する情報収集・

確認 

事故 

① 事故件数の把握 

② 施工時における安全対策 

③ 交通安全対策 

① 既存資料の確認、関連諸機関へのヒア

リング調査 

② 工事安全対策に関する情報収集・確認

③ 交通安全対策に関する情報収集・確認

越境の影響

及び気候変

動 

① 施工計画の確認 

② 交通需要予測に基づく供用時の交通量

増加及び CO2排出の増加の程度の把握

① 工事に関する情報収集・確認 

② 交通需要予測結果、設計速度を踏まえ

た影響予測 
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1) ベースライン調査 

本事業のベースライン調査として、大気質、水質、騒音・振動、動植物相の各調査を実施し

た。調査の概要を表 2-2-23 に示す。各調査の調査地点は以下の図 2-2-10 のとおりである。調査

結果は表 2-2-24 で述べる。 

 

表 2-2-23 ベースライン調査の概要 

調査 項目 調査地点 調査時期 

大気質調査 TSP, CO, SO2, NO2, 鉛, 風向、風速 対象地域 2 地点 2017 年 11 月 24 日～25 日

水質調査 pH, SS, DO, ヒ素、水銀、鉛、 

カドミウム等 

ウルマラル川 2017 年 11 月 24 日 

騒音・振動調査 等価騒音、 大騒音、振動加速度 対象地域 2 地点 2017 年 11 月 24 日～25 日

動植物相調査 - 対象地域全体 2017 年 11 月 
出典:調査団 

 

 
出典：調査団 

図 2-2-10 ベースライン調査地点 

 

(7) 環境社会配慮調査結果 

表 2-2-22 の TOR に基づき実施した調査の結果（予測結果を含む）を以下に示す。 

 

表 2-2-24 環境社会配慮調査結果 

調査項目 調査結果 

大気汚染 事業対象地 2 地点でベースライン調査を実施した結果、両地点とも環境基準（24 時間平

均）を下回っていた。調査結果概要を以下に示す。 

 大気質調査地点 

 水質調査地点 

 騒音・振動調査地点 

 動植物相調査範囲 
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調査項目 調査結果 

表 2-2-25 大気質調査結果概要 

項目 
大許容値
(mg/m3) 

アク・ドべ村 (0+400)
キジル・サイ村 

(1+160) 
二酸化硫黄（SO2） 0.05 0.001±0.0003 0.001±0.0003 
二酸化窒素（NO2） 0.04 0.04±0.015 0.04±0.01 
一酸化炭素（CO） 3.0 1.1±0.22 1.6±0.32 
総浮遊物質（TSP） 0.15 <0.1 <0.1 
鉛（Pb） 0.0003 <0.0001 <0.0001 

出典：調査団 

対象道路沿線には大気汚染の影響が特に懸念される学校、医療施設等は存在しないが、

住民生活への影響を考慮し、大気質への影響を 小限に抑える施工計画・工法を検討し

た。また工事車両は排ガス対策型を使用し、無用なアイドリングはしない計画とするこ

とが確認された。 

水質汚濁 ウルマラル川橋梁付近でベースライン調査を実施した。調査結果概要を以下に示す。 

浮遊物質（SS）、水銀以外は環境基準を満たしていた。ウルマラル川は流れが急で上流

の山間部は地質が脆いことが要因と考えられる。調査時は流量が少ない時期であったが、

6～8 月の雪解け洪水期は土砂崩壊のため流送土砂量がかなり多くなると思われる。 

表 2-2-26 水質調査結果概要 

項目 大許容値* 分析結果 
pH 6.5-8.5 7.9 
Suspended Solids (mg/l) ＜0.75 1.0 
Dissolved Oxygen (mg/l) >4 11.2 
Mineral Oil (mg/dm3) ＜0.3 <0.02 
Cadmium (mg/dm3) ＜0.001 <0.0002 
Lead (mg/dm3) ＜0.01 <0.0002 
Arsenic (mg/dm3) ＜0.01 <0.01 
Mercury (mg/dm3) ＜0.0005 <0.003 

*飲料水・家庭用水の基準 

対象道路周辺の住民へのヒアリング調査の結果、ウルマラル川の水は家畜が飲むことは

あるが、それ以外には特に利用されていないことが確認された。工事による河川の水質

汚濁や増水時期の土砂の流出を防止する施工計画・工法を採用するよう留意することが

確認された。 

廃棄物 建設残土や工事廃棄物などの発生が予想される。また工事事務所・宿舎からの生活廃棄

物の発生が予想される。本事業で発生する建設廃材（建設発生土やコンクリート殻）等

は可能な限り本事業で再利用することが確認された。また、再利用できない建設廃材及

び建設重機等から発生する排油等は承認を受けている処分地や業者により適切に処分さ

れることも確認された。なお本事業対象地域では、地方自治体により生活廃棄物が定期

的に回収され、 終処分場まで運搬されている。 

土壌汚染 建設機械や車両からガソリン等が漏えいし、土壌汚染を引き起こす可能性がある。この

ような影響物質の漏えいは、機械の管理が十分でないことにより発生するため、工事に

関係するすべての機械について日常の整備点検を徹底し、土壌汚染を防ぐこととする。

騒音・振動 事業対象地 2 地点でベースライン調査を実施した結果、一部の時間帯で騒音が環境基準

を超過した。基準を超過したのはアク・ドベ村で 3 時（78 dB）、6 時（92 dB）、キジル・

サイ村で 2 時（89 dB）、8 時（94 dB）である。これは貨物を積載したトラック等が夜間

及び早朝にキルギス－カザフスタン国境を通過することが多いためであり、騒音の影響

は一時的である。振動については環境基準を超過することはなかった。調査結果概要を

以下に示す。 
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調査項目 調査結果 

表 2-2-27 騒音・振動調査結果概要 

 大許容値
アク・ドべ村 

(0+400) 
キジル・サイ村 

(1+160) 
Noise Level (dB) 75 昼間(8-22 時)：52-68 

夜間(22-8 時)：76-92 
昼間(8-22 時)：45-72 
夜間(22-8 時)：74-94 

Vibration Level 
(dB) 

108 昼間(8-22 時)：71-98 
夜間(22-8 時)：72-79 

昼間(8-22 時)：75-101
夜間(22-8 時)：74-94 

※数値は測定日の 小値－ 大値 

悪臭 建設宿舎における生活廃棄物（残飯・し尿）は、適切な処置が行われなければ悪臭の原

因となる。事業実施にあたり、コントラクターは生活廃棄物処理に関してバカイ・アタ

郡役所と契約を締結する必要がある。 

生態系 ① 動物種：事業対象地内に希少動物は存在しないことが確認された。調査により発見

された主な生息動物は、以下のとおりである。 

・哺乳類：ネズミ、ハリネズミ、コヨーテ、キツネなど 

・鳥類：ハト、スズメ、カラスなど 

・爬虫類・両生類：ミズヘビ、カエルなど 

魚類はウルマラル川上流ではブラウンマスやマリンカが生息しているが、対象地付

近では確認されなかった。 

② 植物種：事業対象地内に貴重植物であるクルミやアルチャは存在しないことが確認

された。道路沿いや河川敷に生育する樹木・低木類およそ 300 本の伐採または移植

が必要になるが、これらは「キ」国に広範に分布する種であり、生態系への深刻な

影響は想定されない。これらの樹木は道路や民家に近い場所にあるため、鳥類の営

巣地にはなっていない。 

水象 ①  新橋建設による影響：河川内にコンクリート橋脚が計画されている。施工時には河

川内に一部築島を設置する必要があり、河川断面を狭めることが予想される。供用

時には、流向が変化することから、この変化に対応可能な円形の橋脚が採用された。

② 既存橋梁の撤去による影響：河川内の橋脚が減少するため流木等の堆積が回避され

る。また洪水時には河道が変化する可能性がある。 

用 地 取

得・住民移

転 

ゼロオプション含め 4 案を検討・比較し、 適案を採用した。対象道路沿道には住居及

び商業施設が多数存在するが、これらの構造物への影響は可能な限り避ける方針で道路

線形が検討された。その結果、本事業の実施に必要な用地は公有地のみとなり、用地取

得は発生せず、用地内に居住している住民も存在しないため、非自発的住民移転も発生

しない。またその他の私有財産へも影響を与えない。 

貧困層 用地取得・住民移転が発生しないため、貧困層への負の影響も発生しない。建設工事に

よる雇用機会の増加などの正の影響が想定される。 

土地利用

や地域資

源利用 

1. 採石場・土取場は橋梁から南西方向 8.5km（約 300,000m3）のオープンピット No.1、

及び約 3.5km 東側（約 324,000m3）のオープンピット No2 の使用が想定される。 地

方自治体はオープンピット No.1 の使用許可を得ているが、オープンピット No.2 の使

用には許可を得る必要がある。 

2. 建設資材の保税倉庫は事業対象地から約 1km 離れたキジル・サイ村の DEU47（MOTR

の管轄下）を使用する計画である。該当地は現在 DEU47 の道路建設機械の駐車場と

して利用されており、面積は約 1ha である。 

3. コンクリートプラントは DEU47 から約 0.5km の場所に設置される計画である。以前、

瀝青保管に使用されていた場所で面積は約 1ha である。 

水利用 
住民へのインタビューの結果、ウルマラル川の水は、時々家畜が飲む以外は、飲料、灌

漑等の生活用水としては利用されていないことが確認された。  

既存の社

会インフ

タラス－タラズ道路は地元住民にとって経済的・社会的に重要な交通ルートである。 橋

の手前の急カーブや橋の危険な状態により事故の危険が高まっており、その結果、道路
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調査項目 調査結果 

ラや社会

サービス 

容量が減少している。本事業により貨物輸送の安全性が確保され、国境を越えた経済活

動が刺激される。また道路インフラの改善により日常的に対象橋梁を使用する住民やド

ライバーの交通の安全が確保される。既存橋梁は建設期間中は引き続き利用され、新橋

梁の完成後、護岸建設のために撤去される予定である。工事中は現場周辺の速度制限や

建設機械の稼働が交通状況に影響することが見込まれる。また事前に沿道に設置されて

いる距離標、視線誘導標などの標識等、及び電柱の撤去・移設が必要である。 

景観 

建設工事が一時的に周辺の景観に影響を与える可能性がある。また道路沿線及び河川敷

の樹木の伐採も景観に影響する。一方、新しい橋梁が地域の新しいランドマークとなる

可能性もある。 

ジェンダ

ー 

キルギス行政の統計では、ジェンダーに関する裁判記録はなく、かつ男女間に教育レベ

ルの差はほとんど見られない等ジェンダー問題はないことになっている。しかし地方で

は農村の人手不足に起因する女子の誘拐婚が依然として行われており、また大きな賃金

格差（男性の賃金の 7 割弱）が指摘されている。建設工事は地元の住民にとって雇用機

会を生み出すが、男女間の賃金格差が生じる可能性がある。 

HIV/AIDS

等の感染

症 

「キ」国における HIV 感染者は毎年増加しており、2011 年から 2015 年にかけて公式に

登録された感染者数は 3,222 人となっている。 

表 2-2-28 地区別 HIV/AIDS 感染者数・割合（2011～2015 年） 

州 人数（人） 割合 
オシュ州 797 24.7% 
オシュ市 274 8.5% 

ジャララバード州 373 11.6% 
バトケン州 106 3.3% 
ナリン州 86 2.7% 
チュイ州 925 28.7% 

イシククリ州 111 3.4% 
タラス州 63 2.0% 

ビシュケク市 487 15.1% 
Total 3,222 100% 

出典：保健省 AIDS センター 

労働者には地元住民を雇用する予定であるため、HIV/AIDS 等の感染症に感染するリスク

は低いが、可能性はゼロではない。感染を防ぐため、請負業者は安全な行動に関する定

期的な指導を行い、労働者の意識を高めていく必要がある。  

労働環境 

請負業者は「キ」国の法律に従って適正な労働条件と労働安全を確保する責任を負う。 請

負業者は適切な安全施設を配置した上、安全担当者は労働者の毎日の安全ブリーフィン

グを確実にし、作業中の全労働者への保護具（ヘルメット、手袋、ゴーグル、安全ブー

ツ）の提供・使用を監督する。 

建設に特化した労働関係の法律として Road Norms and Rules があり、「キ」国内の手続き

として、MOTR は建設開始前に受注業者と下請け業者に安全管理に関して協議を行い、

MOTR は署名した確認書を発行する。また、コンサルタントが行う施工管理業務におい

ても、受注者は安全管理計画を作成し、コンサルタントは安全性が確保されていること

を確認した上で施主である MOTR の承認を得る。 

事故 

2017 年 10 月までに「キ」国では自動車事故で 695 人が死亡しており、2016 年には 771

人が死亡した。2017 年 1 月から 11 月までに記録された交通事故の総数は 5197 件、負傷

者は 7839 人である。事故原因の 33.8%は速度超過、14.4%が対向車線へのはみ出し及び長

時間運転である。死亡事故原因の 20%は運転規則違反、8.6%は飲酒運転である。交通警

察及び DEU47 への聞き取りでは、ウルマラル川橋梁付近では過去 2 年間に 5 件の死亡事

故が発生しており、過去 3 年間にその他の事故が 15 件発生している。 

建設工事中の交通事故や労働災害のデータはなかった。工事中の安全を確保するため、労

働者は安全規則に従い、保護具の着用を徹底する。また現場には交通誘導員を配置する。
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調査項目 調査結果 

越境の影

響及び気

候変動 

現時点では詳細が不明なため温室効果ガス排出量（СО2）を評価することは困難であり、

詳細設計中に必要な予測を行う予定である。 

住民協議 

第 1 回住民協議会を 2017 年 10 月 3 日に、第 2 回住民協議会を 2018 年 4 月 21 日にタラ

ス州バカイ・アタ郡キジル・サイ村、アク・トベ村で開催した。参加者から本プロジェ

クトに対する否定的な意見はなく、早期実施を望む声が多く挙げられた。 

(8) 影響評価 

上記の調査結果に基づく影響評価を以下に示す。 

 

表 2-2-29 影響評価 

分類 ＃ 影響項目 

スコーピング
時の影響評価

調査結果に基
づく影響評価

評価理由 
工事前 
工事中 

供用時 
工事前
工事中

供用時 

汚
染
対
策 

1 大気汚染 B- B± B- B± 

工事中：建設重機や車両の稼働等に伴い、一時的では

あるが大気質の悪化が想定される。 

供用時：交通量の増加の程度によっては、走行車両の

排出ガスによる大気質への負の影響が見込まれる。一

方、道路の轍掘れが修繕されることにより、粉塵等の

影響の緩和が想定される。 

2 水質汚濁 B- B- B- B- 

工事中：土工事に伴う濁水により、ウルマラル川の水

質が悪化する可能性がある。また、重機・車両及び工

事宿舎からの排水等による水質汚濁の可能性もある。

供用時：降雨時の路面上の粉塵や油の流出が想定され

る。 

3 廃棄物 B- D B- D 

工事中：建設残土や廃材の発生が想定される。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用

時には周辺環境に影響を及ぼすような廃棄物の発生

は想定されない。  

4 土壌汚染 B- D B- D 

工事中：建設重機や車両用オイルの流出等による土壌

汚染の可能性がある。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用

時には周辺環境に影響を及ぼすような土壌汚染の発

生は想定されない。 

5 騒音・振動 B- B- B- B- 

工事中：建設重機や車両の稼働等による騒音が想定さ

れる。 

供用時：対象道路周辺には住居があり、交通量の増加

による騒音が想定される。 

6 地盤沈下 D D N/A N/A
本事業は既存道路・橋梁の改修であり、地盤沈下を引

き起こすような作業等は想定されない。 

7 悪臭 B- D B- D 

工事中：建設重機や車両の排ガス、及び廃棄物から悪

臭が発生する可能性がある。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用

時には周辺環境に影響を及ぼすような悪臭の発生は

想定されない。 

8 底質 D D N/A N/A 

本事業は既存道路・橋梁の改修であり、底質へ影響を

及ぼすような作業等は想定されない。 
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分類 ＃ 影響項目 

スコーピング
時の影響評価

調査結果に基
づく影響評価

評価理由 
工事前 
工事中 

供用時 工事前
工事中

供用時

自
然
環
境 

9 保護区 D D N/A N/A
事業対象地及びその周辺に、国立公園や保護区等は存

在しない。 

10 生態系 B- D B- D 

工事中：対象道路周辺に希少種はなく生物相に深刻な

影響を与えることはないが、沿道や河川敷の樹木約

300 本の伐採が必要である。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用

時には生態系への影響は想定されない。 

11 水象 C C B- B- 

工事中：橋脚建設のための築島により河川断面を狭め

ることが予想される。 

供用時：既存橋梁の撤去により洪水時に河道が変動す

る可能性があるが、変動を想定した計画であるため重

大な影響は想定されない。新橋梁には流向の変化に対

応するため、円形の橋脚が採用され、また、流木等の

堆積は想定されない。 

12 地形・地質 D D N/A N/A
大規模な切土や盛土は計画されないと考えられるこ

とから、地形・地質への影響は想定されない。 

社
会
環
境 

13 住民移転 C D D D 

工事前・工事中：民有地の用地取得・住民移転は発生

しない。 

供用時：供用時には新たな用地取得・住民移転は発生

しない。 

14 貧困層 C B+ B+ B+ 

工事中：住民移転が発生しないため、貧困層への負の

影響は発生しない。建設工事に伴う雇用機会の創出等

により、貧困層へ正の影響が想定される。 

供用時：対象道路・橋梁が改善されることにより、貧

困層にとっても、学校・村役場等の社会サービスや耕

作地・職場へのアクセスが容易になるなど、正の影響

が見込まれる。 

15
少数民族・先

住民族 
D D N/A N/A 

「キ」国は多民族国家であり、事業対象地にも少数派

に属する民族は存在するが、本事業は既存道路・橋梁

の改修であり、少数民族・先住民族への影響は想定さ

れない。 

16

雇用や生計手

段等の地域経

済 

B+ B+ B+ B+ 

工事中：本事業の建設工事により、一時的に建設関連

事業に従事する労働者の雇用増加が見込まれる。 

供用時：対象道路の利便性向上により、周辺地区の経

済活動が活発になり、雇用機会の向上・地域経済にプ

ラスの効果が見込まれる。 

17
土地利用や地

域資源利用 
B- D B- D 

工事中：工事事務所・宿舎、プラント施設、採石場等

として土地を利用するため、周辺の土地利用や地域資

源に影響を与える可能性がある。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用

時における土地利用等は想定されない。 

18 水利用 C C D D 
地域住民はウルマラル川の水を生活用水として利用

していないため、水利用への影響はない。 

19

既存の社会イ

ンフラや社会

サービス 

B- B+ B- B+ 

工事中：建設重機の稼働や速度制限により交通への影

響が想定される。また沿道の電柱の移設が必要であ

る。 
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分類 ＃ 影響項目 

スコーピング
時の影響評価

調査結果に基
づく影響評価

評価理由 
工事前 
工事中 

供用時 工事前
工事中

供用時

供用時：道路線形の改良及び安全対策により、対象道

路の安全性が向上する。 

20

社会関係資本

や地域の意思

決定機関等の

社会組織 

D D N/A N/A

本事業は既存道路・橋梁の改修であり、社会関係資本

や地域の意思決定機関等への影響は想定されない。 

21
被害と便益の

偏在 
D D N/A N/A 

本事業は既存道路・橋梁の改修であり、周辺地域に不

公平な被害と便益をもたらすことはない。 

22
地域内の利害

対立 
D D N/A N/A

本事業は既存道路・橋梁の改修であり、地域内の利害

対立を引き起こすことはない。 

23 文化遺産 D D N/A N/A 対象道路周辺には文化遺産等は存在しない。 

24 景観 B- B± B- B± 

工事中：建設作業及び事業用地内の樹木の伐採による

景観への影響が想定される。 

供用時：新しい橋梁の建設による景観の向上が見込ま

れる。一方、樹木の伐採による負の影響も想定される。

25 ジェンダー B- D B- D 

工事中：建設労働者の男女間で賃金の差がある可能性

がある。 

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用

時におけるジェンダーへの影響は想定されない。 

26 子供の権利 D D N/A N/A 

「キ」国では労働契約にパスポートが必要であり、16

歳以上でないと就業できないため、児童労働など本事

業による子供の権利への負の影響は想定されない。 

27
HIV/AIDS 等

の感染症 
B- D B- D 

工事中：本事業の建設工事期間中、建設工事従事者が

対象地周辺に流入し、感染症が広がる可能性がある。

供用時：本事業は既存道路・橋梁の改修であり、供用

時における感染症への影響は想定されない。 

28

労働環境（労

働 安 全 を 含

む） 

B- D B- D 

工事中：作業員の怪我や事故を防止するため、労働環

境に配慮する必要がある。 

供用時：供用時には作業員への負の影響は想定されな

い。 

そ
の
他 

29 事故 B- B± B- B+ 

工事中：工事中の事故が増加する可能性がある。また、

第 3 者が関連する事故が発生する可能性がある。 

供用時：道路線形の改良や安全対策により、交通事故

の減少が想定される 

30
越境の影響及

び気候変動 
B- B± B- B+ 

工事中：建設重機や車両から二酸化炭素（CO2）が発

生するが、影響は軽微だと想定される。 

供用時：交通量の増加により CO2 排出量が増加する可

能性がある。一方、走行速度の適正化により、1 台当

たりの CO２排出量が削減され、長期的には CO2 排出

量が減少する可能性がある。 

注）影響の程度 
 A：重大な影響が想定されるため、慎重な配慮が必要 
 B：A と比較して影響は小さいことが想定されるものの配慮が必要 
 C：影響の程度は現時点では不明 
 D：影響は想定されない 
 +/-：プラス／マイナスの影響 
 N/A：スコーピング時に D とされたため影響評価は未実施 
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(9) 緩和策及び緩和策実施のための費用 

環境影響評価にて評価が A-となった項目はない。B-となった項目についての緩和策の検討結

果は以下のとおりである。緩和策の実施は MOTR、コンサルタント、請負業者が担当する。施

工開始前にコンサルタント及び請負業者は緩和策をレビューし、環境管理計画を作成し、MOTR

及びタラス州環境担当部署の承認を受ける必要がある。 

コンサルタント及び請負業者は環境管理活動を管理し、問題が生じた場合には対策を講じる

とともに、月報、旬報、年報を作成する。MOTR は報告書を確認し、必要に応じて追加措置を

指示する。これらの環境対策は建設工事に一般的に含まれている活動であり、緩和策実施に要

する費用はモニタリング調査費用を除き、工事費に含まれる。 

 

表 2-2-30 緩和策（環境管理計画） 

＃ 影響項目 環境影響 緩和策 
実施 

機関 

監督 

機関 

モニタ

リング

計画段階・工事中 

1 大気汚染 粉塵及び建

設機械の稼

働による排

気ガス 

 適切な重機・工事車両の使用、及び定期的な保守

点検の実施。また、不要なアイドリングはしない。

 定期的な散水によりホコリの巻き上げ防止対策

を行う。 

 埋戻し材、建設資材を仮置きの場合は、シート等

で覆い飛散防止に努める。 

 定期的な大気質のモニタリング調査を実施する。

ベースライン調査結果や環境基準と比較して極

端に数値が悪化している場合は、原因を解明し必

要な対策を講じる。 

 整備不良車両の取締まりを促進するよう関係省

庁・機関に提言する。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 

MOTR 大気質

モニタ

リング

／四半

期毎 

目視に

よる粉

塵監視

／毎日

2 水質汚濁 工事による

水質汚濁 

 適切な重機・工事車両の使用、及び定期的な保守

点検の実施。 
 工事現場等から発生する排水は沈砂池で処理後、

排水し直接河川に放流しない。 

 建設重機等は河川で洗車しない。 

 定期的な水質のモニタリング調査を行う。ベース

ライン調査結果や環境基準と比較して数値が極

端に悪化している場合は、原因を解明し必要な対

策を講じる。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR  

MOTR 水質モ

ニタリ

ング／

四半期

毎 

排水状

況／毎

日 

3 廃棄物 建 設 廃 棄

物、生活ご

み 

 建設廃棄物はできる限りリサイクル・リユースに

努める。 

 リサイクルできない廃材は、認可されている施設

に廃棄する。 
 河川への廃棄の禁止 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 廃棄物

処理状

況の監

視／毎

日 

4 土壌汚染 オイル等の

漏れ 

重機・工事車両等からのオイル漏れ防止のため、定

期的な保守点検を行う。緊急時対応計画の作成。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 漏洩状

況の監

視／毎

日 

5 騒音・振動 建設機械の

稼働による

騒音・振動 

 適切な重機・工事車両の使用、及び定期的な保守

点検の実施。 

 低騒音型の重機・工事車両を使用する。 

 指定された作業時間のみの作業とする。 

 夜間工事を実施する場合は事前に許可を取得し、

住民への通達を行う。 

 必要に応じて防音シートを使用する。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR  

MOTR 騒音・

振動モ

ニタリ

ング／

四半期

毎 
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＃ 影響項目 環境影響 緩和策 
実施 

機関 

監督 

機関 

モニタ

リング

 定期的な騒音・振動のモニタリング調査を実施す

る。ベースライン調査結果や環境基準と比較して

極端に数値が悪化している場合は、原因を解明し、

対策を講じる。 

 整備不良車両の取締まりを促進するよう関係省

庁・機関に提言する。 

作業時

間の監

視／毎

日 

7 悪臭 排気ガス及

び廃棄物か

らの悪臭 

 適切な重機・工事車両の使用、及び定期的な保守

点検の実施。また、不要なアイドリングはしない。

 整備不良車両の取締まりを促進するよう関係省

庁・機関に提言する。 
 地区役場とともに生活ごみ処理に適切に対応す

る。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR ごみ処

理状況

の監視

／毎日

10 生態系 樹木の伐採  工事に影響のない樹木は可能な限り伐採しない。

 可能な限り移植する。 

 伐採計画はタラス州環境担当部署及び地区役場

の承認を得る。 

地方自治

体 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 伐採計

画の確

認／工

事前 

樹木の

状況／

毎月 

11 水象 河床での工

事（掘削、

橋脚、建設

等） 

 河床での工事計画の立案 

 できるだけ流下断面を阻害しない仮設物の設置

計画など、水流を考慮した施工監理を行う。 

 詳細な作業計画立案後に必要に応じて追加対策

を検討する。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 目視に

よる水

流確認

／毎日

17 土地利用や地

域資源利用 

採石場・土

取場の利用 

工事計画に合わせた採石スケジュール、採石量等の

採石場利用計画を作成する。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 土地利

用状況

の確認

／毎月

19 既存の社会イ

ンフラや社会

サービス 

迂回路によ

る既存道路

への影響 

 交通警察の許可を得る。 

 標識、告知板等を適切に設置する。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 苦情対

応／都

度 

24 景観 樹木の伐採  工事に影響のない樹木は可能な限り伐採しない。

 可能な限り移植する。 

 護岸の緑化計画を検討する。 

地方自治

体 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 目視に

よる確

認／毎

月 

25 ジェンダー 男女間の賃

金格差 

 工事契約書に性別による賃金差別を禁じる規定

を盛り込む。 

 請負業者の賃金支払い台帳をモニタリングする。

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 支払の

都度／

月 1～2

回 

27 HIV/AIDS の

感染症 

HIV 感染者

との接触の

可能性 

 薬物使用の厳格な禁止 

 工事作業員へ HIV/AIDS 啓蒙活動を実施する。 

 HIV/AIDS 防止対策について地元医療関係者と連

携する。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 実施ス

ケジュ

ール・

啓蒙活

動確認

／毎月

28 労働環境 労働災害  安全管理計画の作成。 

・建設安全規則の遵守。 

 適切な安全施設・設備の設置 

 安全靴、ヘルメット、保護眼鏡、手袋等の使用。

 応急処置制度の設置。 
 

 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR ブリー

フィン

グ実施

／毎週
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＃ 影響項目 環境影響 緩和策 
実施 

機関 

監督 

機関 

モニタ

リング

29 事故 工事中の事

故 

 建設安全規則の遵守。 

 工事作業員への安全教育を実施する。工事請負会

社との工事契約書に工事作業員への安全教育実

施の規定を盛込む。 

 工事作業員は、ヘルメット等の保護具の着用を徹

底する。 

 車道と分離された歩道を設置する。 

 安全性確保を重視した交通標識、道路交通表示を

設置する。 

 工事内容・施工計画等について住民への情報提供

を行う。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 常時 

30 越境の影響及

び気候変動 

温室効果ガ

スの排出 

適切な重機・工事車両の使用、及び定期的な保守点

検の実施。また、不要なアイドリングはしない。 

請負業者

コンサル

タント 

MOTR 常時 

供用時 

1 大気汚染 排気ガスに

よる大気汚

染 

 定期的な大気質のモニタリング調査を実施する。

ベースライン調査結果や環境基準と比較して極

端に数値が悪化している場合は、原因を解明し、

対策を講じる。 

 整備不良車両の取締まりを促進するよう関係省

庁・機関に提言する。 

MOTR MOTR 大気質

モニタ

リング

／半年

毎 

2 水質汚濁 降雨時の路

面上の粉塵

や油の流出

による水質

汚濁 

 定期的な水質のモニタリン調査を行う。ベースラ

イン調査結果や環境基準と比較して極端に数値

が悪化している場合は、原因を解明し、対策を講

じる。 

MOTR MOTR 水質モ

ニタリ

ング／

半年毎

5 騒音・振動 道路交通に

よる騒音・

振動 

 定期的な騒音・振動のモニタリング調査を実施す

る。ベースライン調査結果や環境基準と比較して

極端に数値が悪化している場合は、原因を解明

し、対策を講じる。 

 整備不良車の取り締まりを促進するよう関係省

庁・機関に提言する。 

 道路にポットホールや損傷が生じた場合は速や

かに補修する。 

MOTR MOTR 騒音・

振動モ

ニタリ

ング／

半年毎

11 水象 河道の変動  定期的な目視によるモニタリングを実施する。深

刻な問題が生じた場合は、原因を解明し、対策を

講じる。 

 万が一流木が堆積した場合は速やかに除去する。

MOTR MOTR 常時 

24 景観 樹木・緑化

の状態 

 移植された樹木や護岸の緑化の状態をモニタリ

ングする。 

地方自治

体、

MOTR 

MOTR 常時 

 

(10)モニタリング計画 

工事中及び供用後 2 年間のモニタリング計画は以下のとおりである。詳細は D/D 時に必要に

応じて見直される。モニタリング調査の結果は MOTR が取りまとめ、プロジェクト進捗報告書

に添付して SAEPF／JICA に報告する。 

 

 

 



2-40 

表 2-2-31 モニタリング計画 

環境項目 項目 
地点 

(ベースライン調査
と同地点） 

頻度 
(上段:工事中/ 2.5 年間)
(下段:供用時/ 2 年間)

実施機関/ 
監督機関 

費用 
(上段:工事中/ 2.5 年間)
(下段:供用時/ 2 年間)

大気質 

NO2, SO2, CO, TSP, 
Pb 

アク・ドベ村(0+400)
キジル・サイ村 

(1+160) 

工事中：3 ヶ月毎 
供用時：6 ヶ月毎 

MOTR 
1,000$ x 10 = 10,000$
1,000$ x 4 = 4,000$ 

粉塵 工事現場周辺 工事中：毎日（目視）
コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 

水質 

pH, SS, DO, Mineral 
Oil, Cadmium, Pb, 
Arsenic, Mercury 

ウルマラル川 
工事中：3 ヶ月毎 
供用時：6 ヶ月毎 

MOTR 
1,250$ x 10 = 12,500$
1,250$ x 4 = 5,000$ 

排水状況 工事現場周辺 工事中：毎日（目視）
コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 

廃棄物 
建設廃棄物処理状
況 

工事現場周辺 
工事中：毎日（目視及び
施工業者への確認） 

コンサル
タント／

MOTR 
工事費に含む 

土壌汚染 オイル等の漏れ 工事現場周辺 
工事中：毎日（目視及び

点検記録の確認） 

コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 

騒音・振動 

騒音・振動レベル 
アク・ドベ村(0+400)

キジル・サイ村 
(1+160) 

工事中：3 ヶ月毎 
供用時：6 ヶ月毎 

MOTR 
1,000$ x 10 = 10,000$
1,000$ x 4 = 4,000$ 

作業時間 工事現場周辺 
工事中：毎日（作業記録

の確認） 

コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 

悪臭 生活ごみ処理状況 工事現場周辺、宿舎 工事中：毎日（目視） 
コンサル
タント／

MOTR 
工事費に含む 

生態系 
伐採計画の確認 - 

工事前：1 回もしくは必
要に応じて 

コンサル
タント／

MOTR 
工事費に含む 

樹木の状況 工事現場周辺 
工事中：毎月（目視及び

自治体への確認） 

水象 
水流 

ウルマラル川 
工事中：毎日（目視及び

作業計画の確認） 

コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 

河道の変動 供用時：毎月（目視） MOTR 維持管理費に含む 
土 地 利 用
や 地 域 資
源利用 

採石場・土取場の利
用状況 

採石場・土取場 
工事中：毎月（目視、利

用記録の確認） 

コンサル
タント／

MOTR 
工事費に含む 

既 存 の 社
会 イ ン フ
ラ や 社 会
サービス 

迂回路による既存
道路への影響（苦情
対応） 

工事現場周辺 工事中：都度 
コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 

景観 

伐採計画の確認 - 
工事前：1 回もしくは必

要に応じて 
コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 

樹木・緑化の状態 工事現場周辺 

工事中：毎月（目視及び
自治体への確認） 

供用時：毎月（目視及び
自治体への確認） 

MOTR 維持管理費に含む 

ジェンダ
ー 

賃金支払い台帳の
チェック 

－ 
工事中：支払の都度（月

1～2 回） 

コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 

HIV/AIDS
の感染症

啓蒙活動実施状況 － 
工事中：毎月（スケジュ
ール・実施記録の確認）

コンサル
タント／

MOTR 
工事費に含む 

労働環境
ブリーフィング（安
全教育）実施状況 

－ 工事中：毎週（実施記録
の確認） 

 

コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 
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環境項目 項目 
地点 

(ベースライン調査
と同地点） 

頻度 
(上段:工事中/ 2.5 年間) 
(下段:供用時/ 2 年間)

実施機関/ 
監督機関 

費用 
(上段:工事中/ 2.5 年間)
(下段:供用時/ 2 年間)

事故報告（労働災
害） 

工事現場周辺 工事中：都度 

事故 
事故報告（交通事
故、第三者） 

工事現場周辺 工事中：都度 
コンサル
タント／

MOTR 
工事費に含む 

越境の影
響及び気
候変動 

重機・工事車両の保
守点検、アイドリン
グ防止 

工事現場周辺 
工事中：毎日（目視及び

点検記録の確認） 

コンサル
タント／

MOTR
工事費に含む 

合 計 
32,500$ 
13,000$ 

 

1) EMP 及び EMoP 実施体制 

工事中、供用時の EMP 及び EMoP の実施体制を図 2-2-11 に示す。 

 

 

工事中 

 

供用時 

調整 監理 報告 

出典：調査団 

図 2-2-11 環境管理・モニタリング実施体制 

 

(11)ステークホルダー協議 

環境社会配慮調査開始に先立ち、事業概要及び環境社会配慮調査について説明するため、第

1 回ステークホルダー協議を事業対象地であるアク・ドベ村及びキジル・サイ村で 2017 年 10

月に開催した。本事業について特段の反対意見はなく、現在の橋梁は歩道が狭く危険なうえ、

老朽化していること、急カーブ地点で事故が多いことなどから、本事業に対する地元住民から

の支持が確認できた。また EIA 承認後の 2018 年 4 月に第 2 回ステークホルダー協議を開催し、

事業の詳細や EIA 調査結果について説明した。 

 

 

施工監理コンサルタント 

施工業者 地域コミュニティ

MOTR JICA SAEPF 

タラス州 
バカイ・アタ郡 

JICA MOTR SAEPF 

タラス州 
バカイ・アタ郡

地域コミュニティ
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表 2-2-32 第 1 回ステークホルダー協議 

項 目 詳 細 

日時・開催場所 
2017 年 10 月 3 日 11:30～13:00 バカイ・アタ郡アク・ドベ地区キジル・サイ村 

2017 年 10 月 3 日 17:00～18:00 バカイ・アタ郡アク・ドベ地区アク・ドベ村 

主な議題 

1．プロジェクト概要説明 

2．環境社会配慮調査内容説明 

3．質疑応答 

主な参加者 

アク・ドベ地区長、タラス州知事アシスタント、第 3 地方道路維持管理局チーフ

エンジニア、道路維持管理事務所 No.47 所長、SAEPF タラス州事務所専門員、

地域住民、JICA 調査団員、再委託先担当者 

参加者数 
キジル・サイ村 男性 29 人、女性 7 人、合計 36 人 

アク・ドベ村 男性 7 人、女性 47 人、合計 54 人 

質問 回答 

橋の建設はいつ始まるか。 調査・設計が開始されたところである。環境・社会影響について

の調査を今後実施し、提言がまとめられる。建設開始は 2019 年

の予定である。 

どのような橋が建設されるか、無

償かローンか。 

JICA の無償援助である。照明、歩道などの基準を満たした、安

全な 3 径間の橋である。橋長は 90m、道路の改修は 1 ㎞で、幅は

14m である。 

橋のそばの池はどうなるか。 水文調査に基づき水質が使用に適しているか確認するが、まだ調

査中である。 

樹木の伐採費用は誰が評価するの

か、その費用は予算に含まれるか。

現在、誰の土地にある樹木か調査中である。 

今回建設される橋の耐用年数はど

のくらいか。 

40～50 年を想定して設計している。 

建設予定地に貴重な植物や樹木が

ないかの調査は行われるか。 

環境影響評価の中で動植物相調査が行われ、もし希少種があった

場合は、移植するなど希少種の保護のために適切な配慮を行う。

工事中は道路が通行止めになるの

か。 

新しい橋は古い橋に隣接して建設されるため、工事中も古い橋を

通行可能である。 

灌漑用水路も改修されるか。 灌漑用水路の改修は本事業に含まれていない。 

新しい橋の建設後、古い橋は保存

されるか。 

古い橋を撤去するか保存するかは今後 MOTR が判断する。 

 

急カーブと見通しの悪さから事故

が多い。この箇所はどのように建

設されるか。 

事故が多発しているカーブは曲線を緩和するほか、照明や制限速

度標識の設置により安全性を高める。 

工事中、ローカルの専門家や労働

者は雇用されるか。 

そうするように配慮する。 

現在、実施中の IsDB による道路改

修事業は本事業の妨げとならない

か。 

本事業による橋の建設については、事前に関連機関と調整するた

め、そのような問題は生じない。 

出典：調査団 
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写真 2-2-2 キジル・サイ村 第 1回ステークホルダー協議 

 

写真 2-2-3 アク・ドベ村 第 1 回ステークホルダー協議 
 

表 2-2-33 第 2 回ステークホルダー協議 

項 目 詳 細 

日時・開催場所 
2018 年 4 月 21 日 14:00～14:50 バカイ・アタ郡アク・ドベ地区キジル・サイ村 

2018 年 4 月 21 日 15:00～15:55 バカイ・アタ郡アク・ドベ地区アク・ドベ村 

主な議題 

1．プロジェクト（橋梁）詳細説明 

2．環境社会配慮調査結果 

3．質疑応答 

主な参加者 
アク・ドベ地区長、バカイ・アタ郡長、第 3 地方道路維持管理局チーフエンジニ

ア、道路維持管理事務所 No.47 所長、地域住民、JICA 調査団員、再委託先担当者

参加者数 
キジル・サイ村 男性 21 人、女性 4 人、合計 25 人 

アク・ドベ村 男性 8 人、女性 11 人、合計 19 人 

質問 回答 

橋の建設はいつ始まるか。 建設は 2019 年 5 月に開始され、2021 年 11 月に完了する予定である。

建設に地元住民を雇用すること

は可能か。 

業者は地元住民を雇用する予定だが、適切な経験があることが必要

である。 

新しい橋の長さや幅はどのくら

いか。 

橋梁の長さは約 90m、取り付け道路の長さは 1,100m である。幅は

14.8m、橋の両側に 1.5m 幅の歩道を確保する。 

日本政府はどのように橋梁建設

を支援するか。 

日本政府の無償資金協力により建設される。 

古い橋に比べ、新しい橋の高さ

はどのくらいか。 

新しい橋は 2.5～3m 高くなり、橋から道路が見やすくなる。また歩

道をつけて橋を渡る歩行者の安全を確保する。 
出典：調査団 
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写真 2-2-4 キジル・サイ村 第 2回ステークホルダー協議 
 

写真 2-2-5 アク・ドベ村 第 2 回ステークホルダー協議 

 

2-2-3-2 用地取得・住民移転 

(1) 用地取得・住民移転の必要性 

本案件で改修される道路はカテゴリⅡのため、道路法により ROW 幅は 32m であるが、用地

取得・住民移転を回避・ 小化するため、既存橋梁の架替及び取付道路の平面線形の改良に必

要な用地幅のみを確保する方針とすることを確認した。 
 

1) 用地取得・非自発的住民移転 

対象道路沿道には住居及び商業施設が多数存在するが、これらの構造物への影響は可能な限

り避ける方針で道路線形が検討された。その結果、本事業の実施に必要な用地は公有地のみと

なり、用地取得は発生せず、用地内に居住している住民も存在しないため、非自発的住民移転

も発生しない。本事業に必要な用地はアク・ドベ地区の所有地であるため、道路用地とする場

合には地区の所有から国有地への登記の変更手続きが必要になる。 
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出典：国家登記局 

図 2-2-12 対象地域地籍図 

 

2) その他の住民への影響・配慮事項 

本案件の実施が住民の生活に影響を与える事項として、河川敷の利用や用水路が確認されて

おり、影響程度に応じて影響を回避・緩和する対策を検討する。 

①河川敷の利用 

近隣住民が公有地である河川敷を自家用の家畜の採餌場及び水飲み場として利用している。

しかし牧畜業としての家畜の放牧地は 4～5km 程度離れた山間部にあり、夏季にはタラス市か

ら 100km 程度南東のスーサミル渓谷を放牧地として利用しているため、生計へ深刻な影響を与

えることはない。 
 

②用水路 

自然排水や湧水を集めて河川敷を流れる用水路の水が道路下を横断し、ため池となっている。

水門があり以前は貯水池として利用されていたとみられるが、現在は適切な維持管理がされず、

特に利用もされていない。ため池から漏れ出した水が事業対象地からは 500m ほど離れた 10 世

帯ほどの集落で、樹木や菜園の用水として利用されている。この用水路は地区役場の管理下に

あり清掃作業などが行われているが、特に将来的な整備計画や利用計画はないとのことである。

また用水路から漏れた水が橋梁脇で溜まり、池のようになっているが、この水も特に利用はさ

れていない。 
 

対象道路

ウルマラル

灌漑用水路 公有地
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写真 2-2-6 河川敷の草を家畜の餌として利用 写真 2-2-7 用水路 

 

(2) 用地取得・住民移転に係る法的枠組み 

用地取得・非自発的住民移転に関する法令及びその概要を表 2-2-34 に示す。 
 

表 2-2-34 用地取得・非自発的住民移転に関する法令等 

法令等 番号 制定年次 概要 
Constitution of Kyrgyz Republic - 2010 第 12 条に、所有権の多様性、所有権の保護、適正

かつ事前の補償により公共目的の土地取得が可能

なことについて規定されている。 
Land Code 45 1999 用地取得は認可機関及び現土地所有者（利用者）

の合意のもとに行われ、土地の価値や損失につい

て市場価格に基づいて補償すること、あるいは同

価値の土地の代替によること、が規定されている。

Civil Code 15 1996 土地取得及び非自発的住民移転で補償されるべき

損失の種類及び額について規定している。 
Law on Grievances 67 2007 国民から寄せられる苦情は記録され、公正に配慮

されることを規定している。 
Law on Roads 72 1998 公共利用に供する道路は、政府の所有によるもの

に限り、個人所有にできないこと、ROW 内におけ

る物販、建築、キオスクや展示場などを禁ずるこ

とを規定している。 
Temporary rules for the 
valuators and valuation companies

537 2003 
資産の評価は、この 2 つの政府決議及び他の法令

に基づいて実施される。 Valuation standards for the 
valuators 

217 2006 

出典：Final Report of Data Collection Survey on Osh City Road Transportation in the Kyrgyz Republic, Land Acquisition 
and Resettlement Plan for Kyrgyz Republic Power Sector Improvement Project Prepared by JSC “National Electric 
Grid of Kyrgyzstan” for the Asian Development Bank 

 
(3) 用地取得・住民移転の規模・範囲 

前述の通り、用地取得・住民移転は発生しない。 

 

(4) 補償・支援の具体策 

河川敷を家畜の採餌場や水飲み場として利用している住民には、工事前に地区役場から河川

敷の利用について説明し、代替地が提供される予定である。用地内の用水路は、取り付け道路

の盛土下部に導水路を確保し、水流を遮断しないよう配慮する予定である。 
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(5) 苦情処理メカニズム 

プロジェクト実施期間中、MOTR はプロジェクト関連の様々な問題に対処するため、苦情処

理グループ（Grievance Redress Group: GRG）を設立する。GRG の役割と責任は、苦情を受け付

け、その妥当性と起こりうる結果を評価し、問題のタイムリーな解決を図ることである。 

苦情申し立ては、まず地方自治体に提出され、3 日以内に解決されない場合は地方レベルの

GRG に提出される。地方 GRG に提出された苦情は、道路維持管理ユニット（RMU）と影響住

民の意見も考慮して検討される。15 日以内に解決されない場合は、中央レベルの GRG（MOTR）

に提出され、 終的な決定がされる。 

 

出典：調査団 

図 2-2-13 苦情処理手続きフロー 

(6) 実施体制 

用地の登記変更手続き、樹木の伐採・移植、支障物の撤去・移設、代替採餌場の提供等につ

いては、MOTR 及び地方政府がその実施責任を負う。 

 

(7) 実施スケジュール 

必要な用地及び伐採・移植が必要になる樹木の範囲が確定した後、入札実施前までに実施す

る。 

 

  

地方 GRG（RMU) 

中央 GRG（MOTR) 

解決

解決 

解決 

地方自治体 

15 日以内

3 日以内 交渉成立 交渉非成立

交渉成立
交渉非成立 

影響住民 
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表 2-2-35 実施スケジュール 

 
出典：調査団 

 

(8) 費用と財源 

用地の登記変更手続き、樹木の伐採・移植、支障物の撤去・移設に必要な費用は、「キ」国政

府、及び地方自治体が負担することで合意を得た。 

 

(9) その他 

1) モニタリングフォーム 

モニタリングフォームは、【 資料 】に添付する。 

 

2) 環境チェックリスト 

環境チェックリストは、【 資料 】に添付する。 

 

2-3 その他 

タラス州は、輸出農産物である豆の主要な生産地であり、本プロジェクトによりタラス－タ

ラズ道路が安全で安定した国際幹線道路となることで、輸出が促進され、他の産業も含めて地

域経済が発展し、雇用が促進され、貧困削減へとつながることが期待できる。また、就業機会

が少ないこの地区において、本プロジェクトの実施により、一時的に就業機会が増え、地域の

活性化へとつながることが期待される。 
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第3章 プロジェクトの内容 

 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 

「キ」国開発計画には、「国家持続的開発戦略 2013-2017」があり、その重点分野の１つに戦略

的経済産業の開発」を掲げている。また、運輸・道路セクターの主要開発目標は下表のとおりで

あり、特に国際幹線道路（5 路線）のリハビリを優先項目としている。 
 

表 3-1-1 NSDS（国家持続的開発戦略 2013-2017）の 6つの主要開発目標 

(1) 国際幹線道路（5 路線）のリハビリ（道路分野） 

(2) 舗装道路の維持補修及び改善（道路分野） 

(3) 都市部のバイパス道路建設（道路分野） 

(4) 主要国際横断幹線鉄道の FS 調査完了 

(5) 国内主要空港のハブ化 

(6) 通信網のデジタル化によるガバナンス強化 

 

NSDS は、取り組むべき優先分野として、経済産業の発展を掲げ、運輸・道路セクターを重

要事項とし、内陸国で港湾へのアクセスが限定された「ランドロックカントリー」の「キ」国

を「交通」の要衝国へと転換することを掲げている。 

 

上 位 目 標 ：ランドロックカントリーの「キ」国が交通の要衝国へと転換し、内陸交通

の安定、円滑化により経済活動が促進される。 
プロジェクトの目標：キルギスとカザフスタンを結ぶ国際幹線道路（タラス－タラズ道路）の安

全かつ安定的な交通が実現する。 
プロジェクトの成果：キルギスとカザフスタンを結ぶ国際幹線道路（タラス－タラズ道路）の 82km

地点に位置するウルマラル川橋梁の架け替え、及びそのアプローチ道路が

整備される。 

 

3-1-2 プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、上記目標を達成するために国際幹線道路（タラス－タラズ道路）の一部

であるウルマラル川橋梁を整備し、安全かつ安定的な交通を実現する。これにより、物流の円

滑化を図り、「キ」国の安定的な経済成長が期待されている。この中において、協力対象事業は、

「キ」国側より要請されているタラス－タラズ道路にあるウルマラル川橋梁の架け替え、その

アプローチ道路、護岸を建設するものである。我が国協力による対象の整備範囲は以下のとお

りである。 

 

 タラス－タラズ道路にあるウルマラル川橋梁の架け替え 

 ウルマラル川橋梁上下流の護岸の整備 

 ウルマラル川橋梁のタラス側にある曲率の小さい平面線形 2箇所の改良を含む 82k700タラ

ス側水路交差部橋梁を除く土工区間から 81k300 付近の交差点までのアプローチ道路約

1.1km の道路改修 

 カーブ前後の大型矢印反射板、道路標識、路面表示、道路照明等の設置による交通安全対策 



3-2 

3-2 協力対象事業の概略設計 

3-2-1 設計方針 

(1) 道路交通状況 

ADB M/P 調査による主要 5 路線の交通量調査（2011 年）の結果を下図に示しているが、調査

対象橋梁が位置する交通量は、2）ビシュケク-ナリン-トルガルトの 4,700 台/日に次ぐ 2,900 台/

日であり、本道路は地域間交通やカザフスタンと「キ」国を結ぶ国際物流の道路ネットワーク

として重要な役割を担う国際幹線道路として位置付けられる。 
 

 
図 3-2-1 主要 5 路線の国際幹線路線図 

 
タラス-タラズ道路について、下記の調査地点で交通量調査を実施し、表 3-1-1 の結果を得た。 

調査地点図 実施日 

 

1 次調査 
2017 年 7 月 16 日（日） 
2017 年 7 月 19 日（水） 
2 次調査 
2017 年 9 月 16 日（土） 
2017 年 9 月 19 日（火） 
 
車種区分 
機動系：9 車種区分（車両＋オートバイ）

非機動系：3 車種区分（自転車、歩行者）

図 3-2-2 交通量調査（24h 断面）概要 
 

表 3-2-1 対象地点の現況交通量 
G.Total 

Sedan/Wa
gon

Pick-
up/4WD

Van/Mini
bus

Mini truck
Standard &
Large bus

2-axle truck 3-axle truck
Articulated

truck
(A+B)

Weekday 3,498 8 509 50 4,065 8 77 50 115 250 4,315

Weekend 3,091 0 414 70 3,575 17 57 44 120 238 3,813

Weekday 3,639 135 287 369 4,430 4 70 46 164 284 4,714

Weekend 3,751 18 817 209 4,795 5 99 113 163 380 5,175

Total (A)
III: Heavy vehicles

Total (B)

July 201７

Setember 2017

Date
I:Light vehicles II: Medium vehicles

 
 

対象橋梁付近の地点 No.3 の交通量は 7 月の観測で 3,800～4,300 台/日、大型混入率は、5.8%

～6.2%、そして 9 月の観測では 4,700～5,200 台/日、大型混入率は、6.0%～7.3%である。また、

国境付近の地点 No.6 では、大型車の交通量は 7 月の観測で 110～180 台/日、そして 9 月の観測

2,900 台/日 

500 台/日以下

1,400 台/日

4,700 台/日 

1,400 台/日1,800 台/日 

凡 例 
：交通量調査地点

1

2

35 

6 

4 タラス

タラズ

調査対象箇所
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では 210～310 台/日が観測された。対象路線であるタラス－タラズ道路は重要な国際幹線道で

あり、供用 10 年後の 2030 年の将来交通量は 6,074 台/日であり、これを踏まえて道路規格を設

定した。また、隣接区間であるイスラム開発銀行区間と幅員等の整合を図った。 

 

(2) ウルマラル川の河道の変遷と本事業の整備範囲 

ウルマラル川はタラス川支川で、標高 4,000m の天山山脈から約 70km を一気に流下して標高

1000mでタラス川に合流する平均河床勾配が1／100以下の急流河川である。中小洪水の河岸侵

食により形成される河道内の流路は蛇行し時とともに形態を変えてゆくが、大規模な洪水によ

って形成される河道は直線的な形状を示している。現在の橋梁は、右岸側に蛇行した建設当時

の流路の位置にあわせて直角にそれをまたぐ形で計画された。急流河川では、大洪水（100 年

生起確率相当）時には流れの直進性が増し、普段の蛇行した流路と異なる流れとなる傾向が強

い。2016年の出水時には、洪水を右岸側に導くために上流左岸に設置されていたコンクリート

護岸が急流により洗掘・破壊され、流れが直進し既存橋梁の左岸側橋台の背面側アプローチ道

路に迫り、道路盛土の崩壊を招いている。 

新設橋梁の計画では、将来の流路の変動や大洪水時の流れを想定しつつ、河道が自ら流れを

形成しようとする圧力にできる限り対抗しないようにすることが重要である。 
 

 
図 3-2-3 河道の変遷 

 

このため、今後とも大洪水時には早い流速の洪水が直進し図 3-2-4 の青矢印の方向へ流れるこ

とが予想され、この流れを制御するための護岸計画と合わせて新設橋梁を計画する。新設橋梁

の左岸側橋台は、将来の河道法線の推移に抵抗しないよう左岸側に整備する護岸と合わせた計

画とする。新設橋梁の右岸側橋台については現河道の右岸に合わせた計画とするが、右岸側に

整備する護岸によって現河道が将来的に青矢印の方向に推移する一定期間の河道変遷を制御す

る必要がある。現況の下流右岸は、河道が大きく左岸側に湾曲しており、今後とも湾曲部外岸

側の洗掘が懸念される。また、洗掘を起こす水衝部は洪水の発生とともに移動することが容易

に推測される。こうした点に加え、住居地域、下流の集落に向かう道路と河川が近いことから、

左岸コンクリート護岸 

2016 年 5月の河道法線(緑)

2001 年の河道法線（黄）

左岸道路

橋梁位置での川幅 32m 

2016.05 Google Map
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地域防災上、橋梁から湾曲部までの一定区間の護岸を整備する必要がある。以上の点から、新

設橋梁の計画は将来の河道の変遷を想定し、それが安全に推移するための必要 小限の護岸計

画の上に計画されたものであり、一体不可分の事業として実施される必要がある。 

なお、橋梁下流部の左岸側は、常時河川水が流れる河道でなかったことから、植生がある程

度、定着しており、徐々に浸食は進むものの、比較的浸食には強く、護岸を整備するまでには

時間的余裕があることから無償工事の対象からは除外する。護岸の整備範囲については、「キ」

国非常事態省と調整済みであり、図 3-2-4 に示す。この図に示した新橋位置は、3-2-2-2 節で後

述する C 案である。 
 

 
図 3-2-4 本事業の整備範囲 

中小洪水時に流路（河道）は蛇
行し時とともに形態を変える。 

住居地域

住居地域 

住居地域 

 

非常事態省 L=200m 
（2016 年以降 整備済み）

2016.05 Google Map

右

左

非常事態省（計画）

非常事態省（計画） 

本事業で整備
約 180m 

本事業で整備
約 120m 

新橋

大洪水時に予想
される流向 

河床変動後の整備が好ま
しい区間（本事業対象外） 
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(3) 現況橋梁・道路の現状 

既存橋梁は橋長が 36.2m であり、近年の気候変動による異常気象の発生による融雪水の増加

による河川の増水、流木による橋梁の損傷、橋台背面の洗掘等により橋梁の崩壊、落橋などの

機能不全、道路の機能不全のリスクが高い橋梁である。2016 年 6 月にはスパン長が短いことか

ら河川水の増加に伴う流木によるパイルベント橋脚の損傷、また必要な河道幅が確保されてい

ないことから、橋台背面の洗掘などの被害が発生し、一時通行止めとなり、国際幹線道路の機

能の喪失や近隣住民の生活に影響を与えた。既存橋は補修により暫定的な車両の通行はできる

ものの、一部のパイルベント橋脚が機能しておらず、健全な状態ではない。よって、橋梁は架

け替える方針とする。既存の橋梁の調査結果は巻末の「資料」に添付する。加えて、架け替え

を行わない場合、毎年、融雪出水期の河川増水に橋梁の流出の可能性が高い。そのため、必要

な河川断面を確保した橋梁の整備が必要である。 

橋梁付近の既存道路は、平面線形の曲線半径が約 100m、60m と小さく、過去 3 年間に 15 件

の交通事故が発生し、そのうち年間 2、3 件の死亡事故があり、交通事故が多い区間である。そ

のため、橋梁整備と併せて道路整備を行う必要がある。 

 

(4) 建設事情 

橋梁の建設は非常に少ない状況であり、タラス州においては、建設業者もほとんどない状況

であるが、一般作業員の雇用は可能である。建設における再委託先の候補はビシュケク周辺か

らが想定される。橋梁用に確保可能なコンクリートプラントは、調達が難しいことから日本か

らの調達とする。アスファルトプラントについて、「オシュ州、ジャララバード州及びタラス州

道路維持管理機材整備計画」で生産能力 35 t/h クラスが供与されており、稼動中であるため、

本プロジェクトで使用するアスファルト合材の購入先の候補とする。アスファルト用、コンク

リート用の骨材については、質、量ともに入手可能である。 

 

(5) 運営・維持管理 

橋梁の維持管理については、「橋梁・トンネル維持管理能力向上プロジェクト」でデータベー

スの作成、点検マニュアルの作成、橋梁点検についてのトレーニングが実施され、維持管理能

力の向上はなされているが、本事業においては高度な点検技術が不要な橋梁形式を採用する。 

 

(6) 支障物件 

道路の起点側（タラス側）には高圧線鉄塔、終点側（タラズ側）には、民家がある。高圧線

や民家の移設や撤去は時間を要することから、本件ではこれらの支障物をコントロールポイン

トとして計画を実施する。 

 

以上を踏まえて、河川を人工物で強制的に制御するのではなく、将来の河川が自然な形で河

道を形成するような河川計画、それに基づいた橋梁計画、道路計画を行い、橋梁、道路、河川

を一体的に整備を行う計画とした。 

 

(7) 設計基準 

「キ」国の設計基準「SNiP（ロシア連邦建設基準）」を準拠し、補完的に日本の道路構造令等
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の基準を参照することとした。舗装の設計については、隣接している IsDB フェーズⅢプロジェ

クトや日本の TA 法を参考に AASHTO により実施した。橋梁の設計荷重については、日本の B

活荷重と「キ」国の設計基準の HK80 を比較して設計を行う。 

道路幾何構造 

 Design of Highways SNiP KP 32-01-2004, 2004 

 道路構造令の解説と運用：平成 27 年 6 月, （社）日本道路協会 

舗装構造設計 

 Guide for Design of Pavement Structures 1993, AASHTO 

 舗装設計施工指針 （社）日本道路協会 

道路側溝 

 道路土工排水工指針：昭和 62 年 6 月, （社）日本道路協会 

橋梁基準 

 Design of Bridges and pipes SNiP 2.05.03-84 

 道路橋示方書・同解説：平成 24 年 3 月（社）日本道路協会 

 改定・解説 河川管理施設等構造令：平成 12 年 1 月（社）日本河川協会 

 

3-2-2 基本計画 

3-2-2-1 設計条件 

(1) 道路規格 

本プロジェクトの計画目標年は、供用後 10 年の 2030 年とした。そのため、交通量調査及び

交通需要予測を行った。交通量の伸び率は各機関から公表されている GDP などの予測値を基に

2030 年までを 4.0％、2031 年以降を 3.0％として実施した。なお、大型車混入率は現在と同じで

設定した。将来交通量の推計結果を表 3-2-2 に示す。 
 

表 3-2-2 将来交通量（台/日） 

年 乗用車 
Pick-up/

4WD 
ミニバス

軽 

トラック
小計 大型バス

2 軸 

トラック

3 軸 

トラック

貨物・トレ

ーラー類
小計 合計 

2017 2,796 33 406 140 3,375 8 61 52 113 234 3,609

2020 3,146 39 458 159 3,802 11 70 61 128 270 4,072

2025 3,830 49 560 196 4,635 16 88 76 159 339 4,974

2030 4,663 63 685 241 5,652 21 109 96 196 422 6,074
 

タラス-タラズ道路の 2030 年の将来交通量は 6,074 台/日であり、本道路はタラスとカザフス

タンのタラズを結ぶ国際幹線道路であり、カテゴリーⅡ（3,000～7,000 台/日）に該当する。本

プロジェクトの車線幅員は、IsDB 区間の車線幅員 3.5m と整合を図るため、3.5m を採用する。 

なお、供用後 20 年の 2040 年の将来交通量は 8,025 台/日となり、カテゴリーⅡを若干上回る

結果となるが、2 車線の単路部の交通容量は、一般的に 6,000～12,000 台/日であり、供用後 20

年経過しても十分に通行可能と判断できる。 
 

(2) 設計速度 

設計速度については、本件の対象範囲が小さく、河川や支障物件などの制約の多い場所であ

る。また、居住地における「キ」国内の規制速度は 60km/h であることから、設計速度は 60km/h

とする。 
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3-2-2-2 架橋位置と路線検討 

一般に河川断面は、計画高水流量を安全に下流に流下させることができる断面として設定され

る。しかし、本河川は、河床勾配が 1/100 の急流河川である。急流河川においては洪水時の流速

が非常に早い上に河道の左右への変動幅が大きいため、計画高水流量を流下させるに必要な断面

を確保するとともに、両岸の河川堤防等の安全性を確保するため河道の変動幅を考慮した河道幅

を設定する場合がある。特に本河川は現橋梁直上流では変動が大きく、洪水時にはその直進性か

ら河道が左岸側流れを変えようとする傾向が強いが、現橋梁が固定点となっているため河道は大

きく右岸側へ振られている。そのため、2016 年 6 月の洪水時には洪水の直進性により左岸に設置

されていた直立式コンクリート護岸は崩壊した。また、この反射する河川流から下流側にある右

岸の橋台も崩壊した。 

したがって、本調査では、2016 年の被災状況、過去の河道の変遷、流量、勾配など資料から、

2016 年の洪水被害を分析し、橋梁の架橋位置について検討した。過去の河道の状況については

Google Earth の 2001 年、2013 年、2016 年 5 月（洪水前）と本調査のドローンで撮影した写真（2016

年 6 月洪水後の写真）を加えて判断した。 

 

(1) 架橋位置の検討 

河道の変動は、河川のそれぞれの地点の河道特性により異なる。このため河道の変動を考慮

した河道幅の設定は、河川のそれぞれの地点の過去の河道の変動幅を十分考慮して決定する。 

以下に路線の代替案を示す。河川の変動幅を考慮して各案についての橋長の設定等を行った。 

 

 
図 3-2-5 路線の代替案 

 

A 案

B 案;現橋位置 

C 案
D 案 

E 案

F 案
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図 3-2-6 河道の遍歴 

上流の灌漑用水路渡河橋地点からウルマラル川橋梁（現橋梁）間ではかなりの河道の変動が

ある。上記写真の赤丸区間（a, b, c 区間）は 2001 年から 2016 年までの 15 年間で河道が他より

大きく変動した区間である。 

1) A, B, C 案 

洪水時の河川の直進性を考慮すると、現橋梁撤去後の大洪水時の河道は下図の赤線に近い流

れを形成する可能性が高い。一方、中小洪水では河川は蛇行する傾向を有するため、現況河道

に近い線形で河道が推移するものと思われる。現在の河道を包含する形で河川の変動幅を考え

ると下図の黄色幅が河道の変動する区域と考えられる。 

橋梁の上流部の河川改修を行い、河道を赤線位置に移してそこに新設橋梁を設置する案もあ

るが、河道は通常中小洪水で湾曲する傾向にあり洪水時の河道法線とは一致しないので、河道

の変動を考えて、現況河道及び洪水時の河道の変動双方を考慮して計画する。 
 

 
図 3-2-7 タラス-タラズ道路橋～タラス川の河道 （2016 年 5月 Google Earth） 

MES 改修中の河道 

2001 年の河道 

現況川幅 32m 

左岸道路 
2016 年の河道 

a b 

c 

2017.06 Survey Team

タラス川 

コンクリート護岸

将来想定される変動川幅 
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2) D, E, F 案 

D, E, F 案はここ 16 年間の河道の変動を見るとあまり動かない地点である。河道の変動という

面から見ると架橋位置としてはその他の地点に比べて適している。 

 

(2) 検討路線の橋長設定 

1) A, B, C案の法線で新設橋梁を計画した場

合、河道の変動を考慮しなければならないが、

新設橋梁建設後、現橋梁を撤去しても当面現

況河道の位置は当面大きく変わらず、その後

洪水の直進性により徐々に左岸側に変動し、

終的に下の赤線の位置に変動していくもの

と思われる。現況川幅は現橋梁位置で 32m で

あるが、新設橋梁では河道の変動を考慮して

以下とする。 

 A 案  約 120m 

 B 案  約 100m 

 C 案  約  90m 

2) D, E 案は、現状で河道があまり変化しない箇所である。現況川幅は約 30～35m 程度である

が、ある程度の河道の変動及び上流に位置する灌漑用水路渡河橋（河床勾配が 1/68）の橋長が

W＝48.7m であることも考慮して橋台間距離は約 50m を確保するのが望ましい。 

3) F 案は、固定点である灌漑用水路渡河橋のすぐ下流に位置するが、河道の変動幅が 60m 程

度である。余裕を 10m 確保し、橋台間距離は約 70m とするのが望ましい。 

 

(3) 路線検討 

架橋位置の検討を踏まえ、整備する対象路線を検討した。対象橋梁の取付け道路は、地域住

民のコミュニティ道路としての役割を担いつつ、カザフスタン国とアクセスする国際幹線道路

と位置付されることから、走行性を確保する計画とする。 

比較ルートを検討する上で、以下に示す計画方針により選定を行った。 

 

【計画方針】 

・現況道路の交通事故発生状況から、始点部の急カーブ（R=60m）及び対象橋梁付近の急カー

ブ（R=100m）の 2 箇所を改善できる計画とする。 

・現況道路を可能な限り利用し、経済性に配慮した計画とする。 

・高圧線の鉄塔及び電柱をコントロールポイントとし、できる限り高圧線ケーブルとの交差を

避けた計画とする。 

・架橋位置で、河川の流心方向とできるだけ直角に交差するよう配慮する。 

 

以上の計画方針から表 3-2-3 に示す A 案～F 案の 6 案を抽出した。各案の選定根拠を示す。 

 

 

C 案；W=約 90m

川幅 32m

B 案；W=約 100mA 案；W＝約 120m

図 3-2-8 各検討路線の橋長設定 
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表 3-2-3 各案の選定根拠 

A 案 対象橋梁の下流側に架橋した案。始点部の急カーブ（R=60）を R=160（V=60km/h の 少平面

曲線半径 R=150 以上）に改良し、高圧線電柱を避けて下流側に架橋させる案である。 
B 案 現道の架替案。始点部の急カーブ（R=60）を R=160 に改良し、対象橋付近の急カーブ（R=100）

を R=150 に改良する。他区間は現道なりの道路線形である。 
C 案 対象橋梁の上流側に架橋した案。始点部の急カーブ（R=60）を R=160 に改良し、現況の架橋

位置との離隔を可能な限り離して道路線形を改良した案である。（R=500 及び R=650） 
D 案 対象橋梁の上流側に架橋した案。C 案の架橋位置を河道変動が少ない位置で架橋するよう

R=150 の S 字カーブで計画した案である。 
E 案 対象橋梁の上流側に架橋した案。河道変動が少ない位置で、ほぼ直線で架橋するよう R=150 の

S 字カーブを入れ、左岸側の現道にすりつけた案である。 
F 案 対象橋梁の上流側に架橋した案。始点部の急カーブを直線に改良し、河道変動の少ない位置に

直線で架橋し、左岸側の現道付近にすりつけた案である。 

 

これらの案のうち、D～F 案は以下に示す理由により比較ルートから排除し、A～C 案につ

いて比較検討を行うこととした。 

図 3-2-9 に抽出した比較ルート案を、表 3-2-5 にルート案比較検討表を示す。 
 

表 3-2-4 D～E の問題点 

D 案 E 案 F 案 
・R＝150m の S 字カーブ 
・曲線半径が小さい 
・カーブ数が多い 

・曲線半径が小さい 
・カーブ数が多い 
・電力高圧線への影響 

・電力高圧線、・高圧線鉄塔への

影響 

⇒走行性・安全性に劣る ⇒走行性、安全性に劣る 
コスト増、事業実施の遅れ 

⇒コスト増、事業実施難 

 

 
図 3-2-9 比較ルート（案） 
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表 3-2-5 ルート案比較検討表 

 
以上の結果から C 案を選定した。図 3-2-10 に平面図を示す。 

 

 
図 3-2-10 選定された路線の平面図 

 
3-2-2-3 河川計画 

橋梁で渡河すべき河川範囲を決定するため、非常事態省ウルマラル川気象観測所から入手した

ウルマラル川の 1927 年～2015 年の年 大流量を基に生起確率 100 年の流量を算出し、測量より

得られた現況河川断面を用いて不等流計算を行い、架橋位置の計画高水位を算定した。 
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(1) 計画洪水流量 

過去の 大流量の統計解析による 100 年生起確率流量、復旧堤防設計に用いられた流量、過

去 大流量を比較し、本計画で用いる計画洪水流量を 110m3/s とした。 

 解析結果による 100 年生起確率流量；93m3/s 

 復旧堤防設計に用いられた流量(100 年生起確率流量)；94.6m3/s 

 過去 大流量；102m3/s 
 

(2) 不等流計算 

不等流計算に用いる断面は、河川測量データを基に設定した。 
 

 

図 3-2-11 橋梁断面位置図 

No.9 
No.8

No.6

No.7

No.5

No.4 

No.3 
(計画断面)

No.2 
(既存橋梁) 

No.1
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図 3-2-12 不等流断面図 
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(3) ウルマラル川における粗度 

現況断面に対して過去 大流量が流れた場合を想定した逆解析を行い、粗度係数を算出した。

以下に解析条件を示す。 

①河床勾配： i=0.0135 (≒1/74)  

②流量： 102m3/s  （過去 大流量） 

逆解析により粗度係数は 0.035 と算出された。これは、下記に示す一般的な河川における粗

度係数とも整合している。 

 

表 3-2-6 【参考】自然河川のマニング粗度係数 

河川形状 粗度係数 

線形、断面とも規則正しい、水深大 0.025～0.033 

線形、水路床が礫、草岸 0.030～0.040 

蛇行していて、淵瀬あり 0.33～0.045 

蛇行していて、水深が小さい 0.040～0.055 

水草が多いもの 0.50～0.080 
出典：河川砂防技術基準(調査編) 

 

(4) 不等流解析結果 

計画流量 110m3/s、粗度係数 0.035、河床勾配 i=0.0135 (≒1/74)として、設定した不等流断面で

不等流計算を実施した。結果を以下に示す。河床勾配を一定（i=0.0135）とし、不等流計算を行

っているため、不等流水位は変化している。 
 

表 3-2-7 不等流計算結果 

測点名 
位置 

(m) 

流量 

Q (m3/s) 

不等流水位 
平均流速

(m/s) 種類 
水位 

(m) 

No.1 -70.000 110 射流水位 1.614 3.186 

No.2（既存橋梁） -40.000 110 射流水位 0.815 4.453 

No.3（計画断面） 0.000 110 射流水位 1.430 3.247 

No.4 65.000 110 射流水位 1.401 3.121 

No.5 80.000 110 開始（限界水位） 1.391 2.864 

No.6 180.000 110 常流水位 1.086 1.447 

No.6 180.000 110 射流水位 0.671 2.619 

No.7 300.000 110 射流水位 1.095 2.627 

No.8 400.000 110 射流水位 1.296 2.169 

No.9 500.000 110 開始(限界水位) 1.405 2.311 
 
(5) 計画水位 

計画橋梁位置No.3における河床標高は1039.50mであり、この位置での不等流水位は1040.93m

である。そのため、河床からの水位は、1.43m となる。このことから計画橋梁位置での計画水

深を 1.50m と設定した。以下に計画断面における、計画水位を示す。 

河床標高：1039.50m 

計画高水位 HWL：1041.00m 

計画水深：1.50m 
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図 3-2-13 計画水位 

 

(6) 護岸工 

護岸工の設置箇所については、3-2-2-2 架橋位置と路線検討で述べた河道の変動を考慮した計

画とした。 

左岸護岸については、大洪水で河川は直進性が高くなることから、その流れを阻害しないよ

うに直進する将来の河道に沿った護岸計画とした。 

右岸護岸については、中小洪水で河道の蛇行は左右のどちらにも進行することから、現在の

水衝部に当たる箇所について護岸を整備する計画とした。 

なお、新しく掘削して整備される左岸護岸は、現況河床高を基盤面とする。 

 

 
図 3-2-14 護岸工の事業対象範囲 

 

護岸工については、急流河川に適している多段積みふとんかご工法、蛇カゴ工法、練石張り

工法の比較検討を行った。比較の結果、以下より多段積みふとんかご工法を採用した。 

 非常事態省が整備済みの空石積護岸との馴染みがよい 

 熟練工、製品の工場が不要である 

 経済的である 

 

住居地域

住居地域 

 

右岸

左岸

非常事態省（計画） 

本事業で整備
約 180m 

本事業で整備
約 120m 

新橋
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表 3-2-8 護岸工の比較 

 

 

【護岸高・根入れ】 

護岸高は非常事態省が整備済みの護岸高さに合わせて 2.8m とした。根入れについては、砂防

技術基準では 0.5～1.5m を確保することとなっている。砂防河川であることから、洗堀に対し

て十分な留意が必要である。しかし、根入れを多く取る場合、河床を緩めてしまい、洗堀され

やすくなる。そこで、根入れは 0.5ｍとし護岸前面に根固工を設置するものとした。この根固工

は、洗堀された場合でも、河床に追随し、洗堀後の護岸の一部として機能する。埋め戻し箇所

は、十分な締固めが必要であり、詳細設計においても再度、検討を行うものとする。 

 

997.5m 6.0m
φ＝0.65m

994.7m

復旧堤防 横断図（橋梁直上流地点）
 

計画断面 非常事態省復旧断面 

 
根固工の機能 

図 3-2-15 護岸断面図と根固工の機能 

最深河床位置 

現河床 

1.5h 

1h 
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【天端幅】 

天端幅については、河川構造令の計画流量と天端幅の関係より、計画流量が 110m3/s である

ことから 3.0m とした。 

 

表 3-2-9 河川計画流量と天端幅 

 
出典：河川構造令 

 

【その他】 

ふとんかごの耐用年数は、かご網の腐食しろをとり、約 30 年を想定している。ふとんかごは、

柔構造であり、将来の予測しづらい河川状況にある程度追随するが、適切に維持管理するとと

もに、状況に応じて更新していく必要がある。 

 

 

 

3-2-2-4 道路・舗装計画 

(1) 幾何構造 

1) 幾何構造基準 

道路の幾何構造基準は原則 SNiP に示される基準値を基本とし、AASHTO 及び道路構造令で

の基準値を参考に表 3-2-10 のとおり設定した。 

 

表 3-2-10 幾何構造基準値 

項  目 幾何構造基準値 採用値 

設計速度 （km/h） 60 60 

小平面曲線半径 （m） 150 150 

急縦断勾配 （%） 7.0 4.5 

小縦断曲線半径 凸 （m） 2,500 2,800 

凹 （m） 1,500 1,700 

急片勾配 （%） 6.0 6.0 

標準横断勾配 （%） 2.0 2.0 

大合成勾配（%） 10.5 7.16 
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2) 道路幅員構成 

道路の幅員構成は、SNiP の基準値と IsDB が実施している区間の値との整合を図りつつ決定

した。 

車線：カテゴリーII の車線幅員は 3.75m 又は 3.50m であるが、IsDB 区間との整合を図り、3.5m

とした。 

路肩：IsDB の橋梁部の路肩幅員 2.0mに合わせて 2.0m、土工部はこれに加え保護路肩幅員 0.5m

を確保する。 

歩道：歩道幅員は人のすれ違いを考慮して 1.5m（人の幅 0.75m×2：道路構造令解説）を適用

する。 

 

図 3-2-16 標準断面図 

片側歩道区間 

両側歩道区間 
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①歩道の設置 

歩道の設置区間は、以下のとおりとした。 

Sta.0+0～0+500 片側歩道 

Sta.0+500～1+200 両側歩道 

既存の橋梁は 0.7m の歩道となっているが、歩行者のすれ違いが可能な 1.5m の歩道とした。

また、既存の橋梁は両側に歩道があ

り、本計画路線も両側に歩道を計画

した。橋梁区間と土工区間の連続性

を持たすため、主要な交差道路であ

る Sta.0+500 付近の交差道路及び

Sta.1+200 付近の交差道路間の両側

に歩道を設置した。 

Sta.0+0～Sta.0+500 までの区間は、

本計画道路の右側に民家が連担して

おり、左側は河川であるため、本線

の右側に片側歩道を設置する計画と

した。 

 

(2) 縦断計画 

道路縦断は各取付道路と高低差が生じないよう、できる限り現況道路の高さに合わせ、ウル

マラル川の将来河川断面を阻害しない高さ（H.W.L+余裕高+橋脚梁厚+橋梁桁厚）となるよう計

画縦断を上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-18 縦断図 

図 3-2-17 歩道設置位置図 
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(3) 舗装設計 

1) 設計方法 

舗装構造設計については、AASHTO の設計法で実施した。 

 

2) CBR 試験結果 

CBR 試験結果を図 3-2-19 に示す。現況道路の路床土は、すべての地点で CBR＝20 以上を示

した。これは、玉石を含んでいることが原因と考えられる。現場周辺から入手可能な盛土材の

設計 CBR は、一般的な 6.0 以上が確保できると想定し、CBR＝6 とした。 

 
図 3-2-19 現路床土の CBR 試験結果 

 

3) 設計期間・材料 

舗装設計期間（耐用年数）は、供用後 10 年間（2021-2030）とする。また、路床材料及び舗

装材料は、現地で入手可能な材料とする。 

表層/基層材 ： 加熱アスファルトコンクリート 

粒状上層路盤材 ： 粒度調整砕石（CBR>80） 

粒状下層路盤材 ： クラッシャーラン（CBR>30） 

盛土材 ： 現場周辺の土取場より採取（CBR>6） 

 

4) 軸重換算係数（ALEF） 

軸重換算係数（ALEF）は、近隣の車重計測所から得られたデータより算出した。 

 

表 3-2-11 軸重換算係数 

車種 2~3 軸車 4 軸車以上 

W18kip 換算値 2.378 4.286 

 

5) 単軸重換算輪数（ESAL） 

単軸重換算輪数（ESAL）は、設計期間内の車種別交通量に軸重換算係数（ALEF）を乗じた

ものの総和となる。 

 

注：深さ 1ｍまでに 2 層以上の土層が確認された箇所は、土層ごとの CBR を示す 
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表 3-2-12 舗装構造設計荷重 

 

6) 構造指数（SN） 

上記の単軸換算輪数に必要な構造指数（SN）は、下記の式より算出する。 

log10〔△PSI/(4.2-1.5)〕 
log10(W18) =ZR×S0＋9.36×log10(SN+1)－0.20＋            

0.40＋1094/(SN+1)5.19 
＋2.32×log10(MR)－8.07 

 W18 ：供用期間内の 18kip（＝8.16t）単軸換算輪数 

 ZR ：信頼性係数 

 So ：全体の標準偏差 

 MR ：路床土のレジリエント係数＝CBR×1500 

 ΔPSI ：供用性指数の低下分 

SN ：構造指数 

 

表 3-2-13 舗装設計条件 

設計期間 10 年間（2020 年～2030 年）

ESAL 2.306×106 

路床 CBR 6% 

必要 SN 3.60 

 

7) 舗装構成 

上記の要求される構造指数（SN）に対して、舗装を構成する各層の層厚と層指数、排水係数

より SN を算出した。 

 
 ：各層の層指数 

 ：各層の厚さ（cm） 

 ：排水係数 
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表 3-2-14 アスファルト舗装構成 

 α M 厚さ D SN 

表層（密粒度アスファルト） 0.440 － 5 cm 0.87 

基層（粗粒度アスファルト） 0.440 － 5 cm 0.87 

上層路盤（CBR 80%） 0.135 0.9 15 cm 0.72 

下層路盤（CBR 30%） 0.108 0.9 30 cm 1.14 

合計   55 cm 3.60 

 

AASHTO で求めた舗装構成を IsDB 区間の舗装構成、日本の TA 法と比較し、決定した舗装構

成の妥当性を確認した。 

 

表 3-2-15 舗装構成比較（IsDB 区間と TA 法） 

 

採用値 参考値 

AASHTO 
ESAL=2.3×106 

IsDB 
フェーズⅢ 

TA 法 
大型車交通量 100-250 台/日

（TA＝21） 
表層（cm） 5.0 5.0 5.0 
基層（cm） 5.0 7.0 5.0 
上層路盤（cm） 15.0 10.0 15.0 
下層路盤（cm） 30.0 15.0 25.0 

 

また、歩道の舗装は、IsDB 区間の舗装と同一とし、表層 4cm、路盤 15cm とした。 

 

【凍上抑制層の必要性】 

凍上発生の直接的要因として、温度、土質、水分の 3 要素があり、3 つの要素すべてが揃う

ことにより発生する。 

①温度 凍結指数が 500℃・days 以上となる場合 

凍結指数は気象データを基に算出し、513.6℃･days となる。 

 

②土質 微細な粒子を含む土壌（シルト質等）の場合 

凍上しやすい土質とは細粒分を多く含む土、文献「寒冷地アスファルト舗装の設計に関する

研究（1981、寒地土木研究所）」によると 0.075mm ふるい通過量が 10%以上、0.02mm ふるい通

過量が 3%以上の場合と考えられる。土質調査結果から、当該地域の路床土は非凍上性の土壌（玉

石混じり砂質土）が多く、0.075mm ふるい通過量は 1.0~5.9%である。 

 

③水分 地下水位が高い又は土壌の含水比が高い場合 

凍上しやすい土壌の含水比は、上記文献によると 20%以上の場合と考えられる。土質調査結

果から、当該地域の地下水位は低く、含水比は 3～11%である。 

以上より、当該地域の凍結指数は 500℃・days 以上と考えられるが、路床土は非凍上性土で

あり、含水比も低い、舗装下の地下水位も低く、凍上する可能性は低いものと考えられる。ま

た、IsDB 区間の舗装も凍上抑制層を設置していないことや、既存道路の舗装損傷状況から凍結

融解による支持力低下の進行は、遅いものと考えられる。 

したがって、凍上抑制層の設置は行わないこととした。 
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【凍結抑制舗装の必要性】 

IsDB 区間の舗装は、表層に密粒度アスファルトが使用されており、特別な凍結対策は実施さ

れていない。これは積雪量が非常に少なく、平均気温が氷点下になる時期が 2 か月程度である

ことが考えられる。また、密粒度アスファルトは空隙が少なく、水の浸入が少ないことから、

凍結は起こりにくく、凍結の舗装への影響は少ないと考えられる。 

本プロジェクトでも、密粒度アスファルトを採用するが、フィラーを通常より多く添加する

ことで、アスファルト内の空隙を少なくし、より舗装の凍結を防止するものとする。フィラー

の重量混合比率 F/A は、1.7 程度とする。 

 

(4) 交通安全施設 

1) 交通事故の現状 

交通死亡事故情報を表 3-2-16 に示す。 

図 3-2-20 現況図 

表 3-2-16 交通死亡事故情報 

日時 時刻 場所 事故種類 

2017.2.25 19：20 83km ポスト付近 右左折時の接触 

2017.1.9 10：30 83km ポスト付近 対向車線へのはみ出し

2016.3.29 20：30 83.2km ポスト付近 飲酒運転 

2016.1.2 15：00 83.7km ポスト付近 追い越しによる衝突

2016.2.27 21：00 82km ポスト付近 不明 
 

死亡事故報告データによると、 も事故が多い場所は、83km ポスト付近である。事故の種類

はカーブ付近での対向車線へのはみ出し、それによる接触によるものであり、カーブの認識が

されにくいこと、視認性の不良、速度超過が原因と考えられる。写真 3-2-1 からも起点側（タラ

ス側）のカーブが認識しづらいことがわかる。 

 

起点部の急カーブ（タラス⇒タラズ） 起点部の急カーブ（タラズ⇒タラス） 

写真 3-2-1 カーブ前後の状況 

 

また、縦断勾配に着目するとタラス側からタラズに向かって下り勾配 2.5%で急勾配ではない

ものの、タラズに向かっていく交通が速度超過になりやすいと考えられる。 

82km

83km 
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図 3-2-21 83km ポスト付近の道路状況 

83km ポスト付近の道路線形は現況の曲線半径 R=60m から R=150m に改良される。しかしな

がら、事故多発地点であることから、運転者が遠方からカーブの存在と速度超過の危険性を認

識し、速度を抑制する交通安全対策が必要であると考える。 

 

2) 交通安全施設のメニュー 

単路部の一般的な交通安全対策は、下記の通りである。 

 

表 3-2-17 単路部の一般的な交通安全対策 

交通安全対策 内容 

速度抑制 道路幅員を狭く見せることで、走行速度を実際よりも速く感じさせ、速度を抑制す

る。また、標識や情報板などにより注意喚起を行うことで速度を抑制する。 

視線誘導 区画線やデリネーターにより視線誘導を行うことで走行性が向上する。 

車線逸脱防止 ガードレールやコンクリート防護柵により車両の路外への逸脱を防止する。 

車両入防止 車止めや防護柵により無秩序な車両の進入を防止する。 

衝撃緩和 路外に逸脱した車両の衝撃を緩和する。 

夜間の視認性 照明を設置するなどにより、夜間の視認性を向上させる。 

 

2.
5

1.3%

R=60m
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表 3-2-18 交通安全対策と本事業への適用性 

工種 
視線

誘導 

速度

抑制

車線

逸脱

防止

車両

進入

防止

衝撃

緩和

夜間

の視

認性

本事業

への適

用性

備考 

区画線
狭さくドット 〇 〇 ◎ 

矢羽根 〇 〇 

ランブルストリップス
  

〇 
   

◎ 
切削タイプ：米国、北海道などの寒冷地でも

有効性が確認されている。 

ハンプ 〇 × 規格の高い道路には不適切である。

カラー舗装 〇 △ メンテナンス不可 

道路鋲 〇 △ 除雪の妨げとなる。 

道路標（ポールコーン） 〇 △ 放牧動物の移動の妨げとなる。 

視線誘

導標

デリネーター 〇 〇 

矢印板 〇 
     

◎ 
デリネーターに比べ大きく、遠方か

ら認識しやすい。 

注意喚

起表示

板 

標識タイプ 〇 〇 

情報板タイプ
 

〇 
    

◎ センサー付が効果大 

ガードレール 〇 ◎ 

車両用防護・転落防止

兼用高欄または柵 
  〇 〇   ◎  

車止め 〇 ◎ 

クッションドラム 〇 〇 

クラッシュクッション     〇  〇  

道路照明 〇 ◎ 

 

3) 交通安全施設計画 

重大事故を低減する観点から速度抑制対策を重視し、交通安全施設を計画する。カーブがあ

る区間については、視線誘導対策も速度抑制対策と同様の効果が期待できる。カーブがあるこ

とを認識することにより減速する速度抑制効果があると考えられる。 

【速度抑制：注意喚起表示板】 

ソフト対策として道路表示板により「カーブ注意」「速度注意」などの注意喚起を行う。ただ

し、常時の表示では、標識と同等の効果しか期待できないため、センサー付の道路標示板とす

る。これは、車両通過時に車両を感知しドライバーに対してタイムリーに情報をインプットす

ることができ、速度抑制効果が高いと考えられる。設置場所は、走行速度を考慮して、上下線

ともにカーブ手前 50m に各 1 箇所とした。 
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図 3-2-22 道路標示板 

 

表 3-2-19 標示例 

日本語 英語 キルギス語 

スピード落とせ Slow Down жайла 

急カーブ Sharp Curve резкая кривая 

 

【視線誘導】 

ハード対策として、カーブ入口 20m 前から狭さくドット路面標示を設置することで、ドライ

バーに車線幅員を狭く、走行速度を速く感じさせることで、減速を促す効果が期待できる。 

設置区間は、上下線ともにカーブ R150 手前 20m のクロソイド区間からカーブ R150 終了区間

までとした。 

 

図 3-2-23 狭さくドット 

 

 

【車線逸脱防止：ランブルストリップス】 

ハード対策として、対象カーブの全範囲の路肩及びセンターの舗装路面上に溝状のランブル

ストリップスを設置する。車両が部分的あるいは完全に車線を逸脱した際にタイヤがランブル

ストリップス上を通過することで音・振動が発生し、運転者に覚醒や注意を促す効果が期待で

きる。 

設置範囲は R=150 及び R=570 の曲線区間（クロソイド区間を含む）とし、センターラインの

カーブ内側と上下線の路肩外側線の外側に設置した。 
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図 3-2-24 ランブルストリップス 

【視線誘導】 

本対象のカーブ区間は盛土部であり、車両逸脱防止、転落防止のためガードレールを設置す

る。さらにカーブを遠方から認識でき、夜間にも認識が可能な施設として矢印表示板を計画す

る。これにより、速度抑制効果も期待できる。狭さくドットの視線誘導効果は夜間に低下する

が、矢印表示板の効果は、大きく低下しないと考えられる。設置区間はカーブ区間とその前後

のガードレールに設置する。 

 

図 3-2-25 カーブの認識・逸脱対策 

【その他】 

カーブの始まる起点付近は、既存道路とのすりつけのため、車道幅員が狭まる。また、水路

渡河橋梁、商店もあるため、橋梁付近にカーブを逸脱した車両を想定しガードレールを設置す

る。商店前には、商店側へのはみ出し対策と視線誘導を兼ねてガードポストを設置する。 

照明や標識等の設置箇所で歩道や防護柵がない箇所には、これらの施設を防護する目的で車

道側にガードポストを設置する。 

 
ガードポスト

図 3-2-26 その他の安全施設 

次頁に交通安全施設配置図を示す。 
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(5) 防護柵 

計画道路と現地盤高の差が 2ｍ以上の歩道のないカーブ区間には、車両逸脱防止、転落防止

を目的にガードレールを設置する。計画道路と現地盤高の差が 2ｍ以上の歩道設置箇所には、

転落防止柵を設置する。また、橋梁部とその取付部には、車両用防護・転落防止兼用の高欄を

設置する。 

 
図 3-2-28 橋梁部  防護柵配置図 

 

(6) 照明 

現況の土工部には照明が設置されている。したがって、アプローチ道路部には照明を設置す

る。橋梁部も一般部と連続的に照明器具を設置する。 

 

【灯具の検討】 

以下の表より、LED 照明を採用する。LED 照明は、 近、価格が低下傾向にあり、ランプ寿

命も長いことから、ライフサイクルコストが も安い。 

表 3-2-20 灯具の比較 

 
LED 照明 
（120W） 

高圧ナトリウム照明 
（180W） 

HID 照明 
（400W） 

写真 

ランプの寿命 
60,000 時間 
（15 年） 

24,000 時間 
（6 年） 

40,000 時間 
（10 年） 

灯具の価格 比較的高い 安い 安い 

メンテナンス 不要 
6年または 10年ごとにラ
ンプ 等の交換が必要 

3年または 10年ごとにラ
ンプ 等の交換が必要 ラ

ンプ灯の交換 
電気代 安い 比較的安い 高い 

ライフサイクルコスト も安い 安い 高い 
総合評価 ◎ 〇 △ 
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【灯具高さ】 

現地での照明柱の実績は 10m 程度である。 

本対象道路の総幅員は15m程度であり、照明範囲が狭いことから、

10m を採用する。 

 

【照明の配置】 

道路幅員が広幅員ではないことから、千鳥配置が適切である。 

 

【電力】 

MOTR は電力料金を負担すること、電力供給に関わる必要な手続

きを行うことを確認済みである。 

 

 

(7) 排水計画 

路面排水は、基本的に歩道をフラット型とすることで、路面から直接河川へ流下させる計画

とし、河川の反対側（本線右側）には排水溝を設置し、集約して河川側に横断させる計画とし

た。また、既設の用水路（土側溝）は、現流末まで支障がないよう付替えし、本線を横断する

横断パイプを設置する計画とした。Sta.0+820 付近に湧き水の発生個所があるため、砕石層+有

孔管の地下排水により、ウルマラル川に接続する計画とした。 

 

 
図 3-2-29 排水系統図 

 

 

ウルマラル川上流 

ウルマラル川下流
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【排水条件】 

雨水流出量の算定に用いる降雨強度は、年間降水量 462mm の同地と、気候が相似する北海道

（年間降雨量 1100mm）の標準降雨強度(3 年確立 10 分間降雨強度)より、60mm/hr と設定し雨水

流出量を算出した。排水断面の決定は、マニング式により平均流速を求め、排水可能な断面を

設定した。 

排水計算結果を以下に示す。 

 

表 3-2-21 排水計算結果 

雨水流出量 排水溝 排水勾配 通水断面積 平均流速 排水量 （8割水深） 判定
m3/s ％ ｍ2 m/s ｍ3/s m3/s

Sta.0+8～0+150 0.033 U-300 2.5 0.090 2.271 0.204 0.164 OK

Sta.0+150～0+253 0.071 U-300 1.429 0.090 1.717 0.155 0.124 OK

Sta.0+253～0+425 0.094 U-300 1.429 0.090 1.717 0.155 0.124 OK

Sta.0+425～0+550 0.095 U-300 1.429 0.090 1.717 0.155 0.124 OK

Sta.0+550～0+580 0.097 U-300 3.9 0.090 2.836 0.255 0.204 OK

横断管 0.097 φ450 2.512 0.122 2.513 0.307 0.245 OK

Sta.1+70～1+205 0.004 U-300 0.5 0.090 1.016 0.091 0.073 OK

Sta.1+60～1+130 0.016 U-300 0.5 0.090 1.016 0.091 0.073 OK

範囲
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3-2-2-5 橋梁計画 

(1) 設計条件 

1) 設計条件 

①道路幅員 

 

 
図 3-2-30 橋梁部基本幅員構成 

 

②桁下の設定 

対象河川の計画高水流量は 110m3/s であり、計画流量に応じて加える余裕高は 0.6m である。 

 

表 3-2-22 流量に応じた余裕高 

項 1 2 3 4 5 6 

計画高水流量（m3/s） 200 未満 
200 以上
500 未満

500 以上
2000 未満

2000 以上
5000 未満

5000 以上
10000 未満

10000 
以上 

計画高水位に加える値（m） 0.6 0.8 1 1.2 1.5 2 

出典：河川管理施設等構造令 

 

また、本河川は勾配が 1/100 以上の急流河川であることから、砂防河川と位置づけされる。

砂防河川は、堆積土砂や流木等が多いことから、砂防技術基準の規定に従い、さらに 50cm の

余裕を確保する。 

以上より、橋梁の桁下（橋脚梁下）の余裕高は、「HWL +50cm+60cm」とする。 

 

③設計水位 

下部工の設計に用いる設計水位は、日本基準（設計便覧）に準じ、常時は HWL とし、地震

時は MWL（※(HWL－計画河床高)×1/2）とする。 

 

 
出典：設計便覧 国土交通省近畿地方整備局 

図 3-2-31 設計水位 
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④地盤条件 

本調査では、各橋台、橋脚の位置で計 4 箇所のボーリング調査を実施した。実施した調査概

要は表 3-2-23 に示すとおりである。資料 6 に調査結果を添付する。 

 

表 3-2-23 地質調査概要 

項目 単位 数量 備 考 

機械ボーリング 箇所 5 橋台部 2 箇所、橋脚部 2 箇所、土工部 1 箇所 

標準貫入試験 m 85  

物理試験 Set 17～19 圧密、含水比、液性塑性限界、粒度 

CBR 試験  箇所 5  

 

ボーリングコアや地盤の状況を現場で確認し、3 層の地層で構成されるものと判断した。 

1 層目は深度 2m 程度のシルト系の土層であった。2 層目はシルトと砂礫が混在する 10m 程度

の厚さがある層であった。砂礫を多く含むため、N 値は 50 を超える部分が多いものの、A1 橋

台位置でのデータでは N 値は 10 以下となる部分もあり、一部に不良土層を含んでいる。その

ため、支持層としては不適と判断した。3 層目は礫交じりの砂層であり、N>50 の値を示してお

り、この層を支持層と設定した。 

下部構造の底版下面から支持層までの深度は、A1 部で 10m 程度、P1 部で 10m 程度、P2 部で

7m 程度、A2 部で 10m 程度であり、杭基礎の採用となる。 

 

 
図 3-2-32 地層縦断図 

 

⑤耐震条件 

「キ」国に発生した地震に関するヒアリングにより、以下のことが言える。 

 

 過去約 100 年間で発生した地震の内、100gal 以上の地震は 1 回（132gal：1946 年 11 月 2 日）

であり、それ以外の地震は 100gal 未満で、そのほとんどは、50gal 以下の比較的中・小規

模な地震である。 

 対象橋梁はマグニチュード 6.5 以下の地域であり、マグニチュード 6 クラスの地震では

100gal 以上の地震加速度を記録していない。 

以上の内容から、過去の無償案件橋梁と同様に設計水平震度 0.1 を採用する。 
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2) 設計に用いる定数 

①設計荷重 

「キ」国の設計基準に示される「HK-80」と道路橋示方書に示される B 活荷重のうちクリテ

ィカルとなる荷重を用いる。以下に両荷重図を示す。結果として、B 活荷重が設計上、クリテ

ィカルな荷重となり、B 活荷重で設計を行った。 

 

【HK-80】 

 

【B 活荷重（T 荷重）】 

 

出典：道路橋示方書（B 活荷重） 

図 3-2-33 設計荷重 

 

②コンクリート部材の使用材料 

使用材料の規格・設計基準強度は、以下のように設定する。コンクリートについては、無筋

コンクリート、鉄筋コンクリート、プレストレストコンクリートにおける 低基準強度値を確

保する。鉄筋については日本の仕様と同等のものを使用する。 

 

表 3-2-24 コンクリートの基準強度 

使用区分 設計基準強度（N/mm2） 
無筋コンクリート 18 
鉄筋コンクリート 24 

プレストレストコンクリート 30 
出典：道路橋示方書 

 

表 3-2-25 鉄筋仕様 

日本仕様 
SD345（降伏点=345～440、引張強さ=490 以上） 

出典：道路橋示方書 

98kN on wheel

196kN on axle 
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場所打ち杭基礎に使用するコンクリートの呼び強度は 30N/mm2、設計に用いる設計基準強度

は 24N/mm2 とする。 

 

③従荷重条件 

従荷重条件を以下に整理する。 

 

表 3-2-26 従荷重条件 

温度荷重 15℃（温度変化）、5℃（上床版と他の部分の温度差） 

風荷重 考慮しない（橋軸直角方向に対したわみが無い構造） 

雪荷重 1.0kN/m2 

 

(2) 橋長の検討 

1) 橋台位置の設定 

本橋梁の橋台位置は、将来の河道を考慮して決定した。30cm 程度の護岸天端を確保した位置

で縦壁前面を設定した結果、A1 橋台のパラペット前面は道路測点+883.5 となり、A2 橋台のパ

ラペット前面は道路測点+974 となる。以上より、橋長は 90.5m と設定する。 
 

 
図 3-2-34 橋台位置の設定に関する基本方針図 

 

河道変動幅

↓右岸橋台

左岸橋台↑
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図 3-2-35 橋台位置と橋長に関する計画図 

2) 基準径間長 

計画高水流量が 2,000m3/s 未満で、河川管理上著しい支障を及ぼす恐れの無いと認められる時

には、中小河川の基準径間長の緩和規定（河川管理施設等構造令 63 条第 2 項）の適用が可能で

あり、以下に示した径間長が採用される。 

 本対象橋梁の計画洪水流量は 110m3/s である。（＜ 2,000m3/s ） 

 対象橋梁上流の灌漑橋梁の通水断面幅は 14.7m であり、過去の洪水時に被害がなく、通常の

基準径間長算定式から得られる支間長は過大と言える。 

 不等流計算の結果、架橋位置における水深は 1.5m であり、非常事態省及び本事業で整備する

堤防を越流する可能性が低い。 

 

また、本河川の将来の流向と新橋梁は約 40 度で交

錯し、河川管理上、斜橋と定義される。斜橋の場合、

基準径間長は、洪水が流下する方向と直角方向に河

川を横断する垂直な平面に投影した隣り合う河道内

の橋脚中心線間の距離となり、橋梁上の支間長は

23.3m（15m÷sin40°）以上を確保する必要がある。 

 

表 3-2-27 中小河川の緩和規定 

計画高水流量（m3/s） 500 未満 500 未満 
500 以上 

2000 未満 

川幅（m） 30 未満 30 以上 － 

必要間隔（m） ※基準径間長 12.5 15 20 

 

現 橋梁 

流向

+880+900+920+940+960+980

橋長 90.5m+974 +883.5 

 

←竪壁前面

天端(30cm 以上)↑

図 3-2-36 斜橋における径間長 



3-37 

 

図 3-2-37 本計画支間長図 

 

流向

40

基準径間長 15m

支間長 23.3m（=15m÷sin40°）



3-38 

(3) 上部工形式選定 

1) 1 次選定 

橋長 90.5m、計画支間 23.3m より、支間割りは以下の通りとなる。 

 1 径間案：90.5m 

 2 径間案：2@45.25=90.5m 

 3 径間案：3@30.17=90.5m 

 4 径間案：4@22.63=90.5m・・・適用外（22.63m ＜ 23.3m） 

1 径間、2 径間、3 径間について、適用支間から橋梁形式を抽出し、下表に各特長を整理する。

1 径間案については、鋼橋のアーチ橋やトラス橋が抽出される。工費は他の案に比べ、高価で

あり、2 次選定では検討外とする。2 径間については、工費が高価であることに加え、河川内の

流心部に橋脚が設置されることと、桁高が 3 径間の橋梁に比べて大きくなり、道路擦り付け区

間が長くなる等、総合的に不適合と判断し、2 次選定では検討外とする。 

 

表 3-2-28 橋梁形式比較表（1次選定） 

 上部工形式 架設方法 河川への影響 施工性 
上部工費 

国内実績比 

1 径間 鋼アーチ/トラス クレーン 
◎ 

橋脚なし 

△ 

×（2.78） 
材料・クレーンは
本邦調達となり
高価 

2 径間

鋼鈑桁橋 クレーン 
△ 

将来の流心部に
橋脚 

同上 ×（1.25） 

PC 箱桁 固定支保工 

× 
流速が速い河川
に支保工の設置
は困難 

×（1.33） 

3 径間

鋼鈑桁橋 クレーン 

〇 
将来の流心部へ
の橋脚設置を 

回避 

△ 
材料は本邦調達
となり高価 

（－） 
2 次選定で 

比較 
PC コンポ橋 架設桁架設 

PCT 桁橋 架設桁架設 
◎ 

施工実績有 

（1.00） 
※1 径間案、2 径
間案に対する 

基準値 

 

以上より、下記の 3 径間案について 2 次選定を行った。 

 第 1 案：鋼 3 径間連続鈑桁橋 

 第 2 案：PC3 径間連結コンポ桁橋 

 第 3 案：PC3 径間連結 T 桁橋 

 

2) 2 次選定 

1 次選定で抽出した 3 案について、「キ」国の実績工費より経済性を精査し、比較検討を行う。

検討の結果「第 3 案 PC3 径間連結 T 桁橋」を採用案とする。 
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(4) 下部構造形式 

1) 底版位置 

本橋梁の底版は、本河川の特長と河川管理施設等構造令を踏まえて底版位置を設定する。 

 

 

図 3-2-38 下部工底版位置 

 

2) 下部構造 

下部構造の構造高は、橋台が 8～10m 程度であることから、一般的な「逆Ｔ式橋台」となる。 

橋脚は構造高 10ｍ程度であるが、2 柱式等は柱間の距離が 5ｍ程度となり、洪水時に河川の

流向が変わった場合に流木を補足して、河積を阻害してしまう可能性が高いことにより不採用

とし、「柱式橋脚」を採用案とする。 

 

 

 

出典：国土交通省 土木工事設計要領 

図 3-2-39 橋台・橋脚形式選定の目安 

 

(5) 橋脚構造寸法検討 

1) 丸型橋脚の採用 

橋脚設置方向が洪水流向と平行でない場合は、実際の橋脚幅に対し洪水流と衝突する橋脚幅

が大きくなることから、計画上見込まれる河積阻害に対し、実際の阻害が大きくなる可能性が

ある。 

小判型橋脚の場合、洪水時の流向が橋脚設置方向に対し偏向し、河積阻害率が大きくなるた

め、水位上昇や橋脚後流の堤防衝突による影響、橋脚部の洗掘拡大などが危惧される。そのた

め、洪水時の流向が異なる場合や、河道形状の変更・堤防の引提などにより将来的に洪水時流

向の変化が予測される場合には、丸型橋脚の採用が有効である。 

日本基準に準拠し、底版天端は、計画河床又

は 深河床の 2m 以深とする。 

浸食による橋台底版下の空洞化

を避けるため、底版下面を計画河

床又は 深河床以深とする。 

8～10m 

10m 
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2) 橋脚張出部の PC 部材の採用 

丸型橋脚の採用により、橋脚の張出部は 6m となる。鉄筋コンクリート構造が適用した場合、

張出部の構造高が高くなり、基礎への負担の増大や道路高がさらに高くなる等、不利な点が多

い。本計画では構造高を抑えるため PC コンクリート構造を採用する。 

 

【RC（鉄筋）コンクリート構造の梁】 【PC コンクリート構造の梁】 

図 3-2-40 橋脚正面図（左：RC 構造案、右：PC構造案） 

 

3) 構造検討 

PC 張出部と丸形橋脚の部材検討を行う。留意点は、「丸形橋脚の採用直径」、「PC ケーブルと

柱主鉄筋の干渉」及び「河川阻害率 7%以下（特例値）」である。検討のパラメータは「柱の直

径」、「コンクリート強度」、「 大鉄筋間隔と 小鉄間隔における配筋要領整理」である。検討

の結果、直径 2.0m の採用は、PC ケーブルと柱の主鉄筋が干渉することから施工上の課題が大

きく、また、直径 2.5m で 30N/mm2 のコンクリートを採用する場合は、主鉄筋が D51 となり、

施工性に課題が生じる。以上より、「直径＝3.0m、コンクリート強度=24N/mm2、主鉄筋 D32」

を採用案とする。 

 

表 3-2-30 橋脚構造検討結果一覧表 

 
円断面の直径 

（阻害率） 

コンクリート 

強度 

上段： 大鉄間隔 

下段： 小鉄間隔 
評価 

CASE1
2.0m 

（4.4%） 
30N/mm2 

D51-2 段配筋のみ成立 

 PC ケーブルと柱鉄筋が干渉 
× 

CASE2
2.5m 

（5.5%） 
24N/mm2 

D51-1 段配筋のみ成立 

 PC ケーブルと柱鉄筋が干渉 
× 

CASE3
2.5m 

（5.5%） 
30N/mm2 

大：D51-1 段配筋（干渉しない） 

小：D32-1 段配筋（干渉する） 

D51 配筋：  

D32 配筋：× 

CASE4
3.0m 

（6.6%） 
24N/mm2 

大：D32-1 段配筋（干渉しない） 

小：D22-1 段配筋（干渉する） 

D32 配筋：〇 

D22 配筋：× 
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CASE-4 

 

φ=3.0m 

σ=24N/mm2 

PC3 径間 T 桁 

 

 
橋脚直径：3.0m 

主鉄筋 大間隔：D32-1 段配筋（32 本 ctc265.1）, PC 鋼材干渉 OK 

河川阻害率：3.0m×2 基/90=6.6% 

応力結果 

（橋軸方向） 

主鉄筋 大間隔 

図 3-2-41 柱主鉄筋 大間隔 CASE-4 

 

(6) 基礎構造形式選定 

基礎構造形式は、本調査により、粒径 10cm 以上のレキが点在することが確認されているた

め、場所打ち杭（オールケーシング工法）を選定した。 

 

【杭径の決定】 

杭を除く下部工の工事費は大きく変動しないため、杭径φ1000、φ1200、φ1500 の場合につ

いて経済比較を行い、 も経済的となる杭径φ1200 を採用した。 

 

表 3-2-31 杭径比較表 

 φ1000 φ1200 φ1500 

A1、A2 

2 列 6 本  2 列 4 本 2 列 4 本 

P1、P2 

 

3 列（3-2-3）合計 8 本 

 
2 列 3 本 

 
2 列 2 本 

経済性 1.13 1.00 1.22 

評価 △ 〇 △ 
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(7) 上部工架設条件 

排出水期のみの施工では工期が長くなる。また、右岸の盛土部に桁製作ヤード桁ストックヤ

ードの設置が可能であることから、本橋の架設方法は「架設桁架設」とする。 

 

(8) その他付属物 

その他付属物は表 3-2-32 のとおりである。 

 

表 3-2-32 その他付属物 

項目 内容 

防護柵 

「歩車道兼用車両用防護柵」を採用する。 

橋梁の両側に歩道が設置される。歩道に設置する防護柵の日本基準（防護

柵設置基準）を満たし、かつ、車両の衝突に耐えうるものとする。 

支承 
経済性に優れ、過年度の橋梁（クガルト橋）で採用実績がある「固定・可

動支承」を採用する。 

伸縮装置 

伸縮装置は上部構造の温度変化による伸縮量、地震時の水平変位に対応で

きるものとし、その耐力は「キ」国の地震動（日本におけるレベル 1 地震動

相当）に対して、損傷が生じないものとする。 

踏掛版 

(t=400mm、L=5.0m) 
橋台背面の不当沈下による段差が生じないように踏掛版を設置する。 

排水装置 

排水工指針に準拠し、道路の縦横断勾配を踏まえ排水桝を設置する。 

 

 

 

(9) 維持管理 

橋梁上部工、下部工については、適切な維持管理を前提に耐用年数は 100 年目標とする。伸

縮装置の耐用年数は 25 年程度、支承については、100 年を目標とするため、適切な時期に交換

する。 

 

【伸縮装置の交換手順】 

既存ジョイント撤去（舗装切断、はつり） ⇒新設ジョイント設置（ジョイント設置、コンクリート打設) 

 

【支承の交換手順】 

桁のジャッキアップ ⇒ 既存支承撤去 ⇒アンカー工 ⇒新設支承設置 ⇒桁のジャッキダウン 
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3-2-3 概略設計図 

概略設計図を次頁以降に示す。 

 

 

表 3-2-33 概略設計図 

図面名 図面番号 枚数 

位置図 LC-01 1

平面図 PL-01 ～ PL-04 4

縦断図 PR-01 ～ PR-04 4

標準横断図 TC-01 ～ TC-02 2

橋梁一般図 GD-01 1

上部工一般図 SP-01 ～ SP-02 2

下部工一般図 SB-01 ～ SB-06 6

護岸工一般図 DG-01 1

護岸工横断図 DC-01 1

護岸工縦断図 DP-01 1

交差道路 AR-01 ～ AR-03 3

道路付帯工 RS-01 1

排水工 DS-01 ～ DS-10 10

路面標示工 RM-01 1

道路標識工 RS-01 ～ RS-02 2

ガードレール GR-01 ～ GR-02 2

ガードフェンス GF-01 1

ガードポスト GP-01 1

道路照明工 SL-01 ～ SL-06 6

合計  50
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3-2-4 施工計画/調達計画 

3-2-4-1 施工方針 

本計画が実施される場合の基本事項は次のとおりである。 

 本計画は、日本政府と「キ」国政府で本計画に係る無償資金協力の交換公文が締結された後、

日本政府の無償資金協力に従って実施される。 

 本計画の主管および実施機関は運輸道路省（MOTR）である。 

 本計画の詳細設計、入札関連業務および施工監理業務に係るコンサルタント業務は、日本の

コンサルタントが「キ」国とのコンサルタント契約を締結し実施する。 

 本計画の工事は、入札参加資格審査の合格者による入札の結果、選定された日本業者により、

「キ」国との工事契約の締結後に実施される。 

 

本計画の施工にあたっての基本方針は次のとおりである。 

 建設資機材および労務は可能な限り現地調達とする。現地で調達できない場合は、所要の品質、

供給能力が確保される範囲で も確実かつ経済的となる日本または第三国からの調達とする。 

 施工方法および工事工程は、現地の気候、地形、地質および各工事に影響が及ぶ自然条件に

合致したものとする。 

 可能な限り特殊な機材や技術を必要としない一般的な工法を計画する。 

 適切な工事仕様および施工管理基準を設定するとともに、この基準を満足する建設業者の現

場管理組織、コンサルタントの施工監理組織を計画する。 

 安全施設の整備等十分な安全対策経費の計上を行うなど工事中の作業員および第三者に対す

る安全確保を徹底する。 

 工事による河川の水質汚染や増水時期の土砂の流出を防止するとともに、土取場、土捨場、

廃棄物処理場は、「キ」国から指定された場所や処理方法を選定する等、環境影響を低減し環

境保全に努める。 

 

3-2-4-2 施工上の留意点 

施工計画および施工方法等の算定においては、第三者および施工に従事する者への安全確保を

第一とするとともに、道路利用者、沿道住民等への環境・影響負荷低減を考慮した計画、工法の

選定でなければならない。 

 

橋梁現状に対する留意点 

調査対象橋梁が位置する道路は国際幹線道路で大型車の通行が多いとともに、周辺住民が川を

渡るための生活道路としても利用されている。したがって、橋梁架替え工事中も、既存橋を用い

た迂回路などを設置することでこれらの道路機能を確保することが肝要である。 

 

自然条件に対する留意点 

調査対象地域は、厳冬期（12 月～2 月の約 3 ヶ月間）や雪解け洪水期（6 月～8 月の約 3 ヶ月間）

といった自然条件の制約を受ける。このため、厳冬期でも施工可能な工種をこの時期に集中施工

する、河川内工事は雪解け洪水期を避け集中的に行うなど、自然条件よる影響を考慮した工程計

画を検討する。 
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道路利用者および工事関係者への安全配慮 

架替え橋梁は既設橋梁より上流側に離隔を持って計画されているが、新しい取付け道路が既設

道路と接続する区間は既設道路上の施工となるため、この区間に迂回道路を設置し、工事区域と

道路利用者が通行する区域との分離を行い、円滑な交通流と道路利用者の安全確保を図る。 

また、現況河川内にある橋脚 1 基は鋼矢板締切工内での施工を計画しており、安全指導等によ

る安全確保を図る。 
 

i) 走路利用者への安全配慮 

 迂回路の幅員構成は、2 車道のほか歩道を確保したものとする。 

 施工中の適切な交通誘導を確実に実施する。 

 交通事故防止対策として、工事用車両運転手への安全教育を実施する。 

 

ii) 工事関係者への安全配慮 

 河川内の締切り内での下部工施工時に、工事安全専任技術者を配置する。 

 作業員への労働安全衛生教育を実施する。 

 

iii) 環境への配慮 

 既設橋梁／舗装撤去後の廃棄物は、実施機関より指定された処理と産業廃棄物処理場への

処分とし、環境負荷の低減を図る。 

 土取場の選定は、実施機関との協議の上、周辺環境に対して影響の少ない箇所を選定する。 

 工事用車両による粉塵対策（散水等）を実施する。 

 関係者への環境情報の提供、提示、教育を実施する。 

 

iv) 工事安全に関する法規 

（労働契約、給与・保険・補償、訓練、労働安全衛生等） 

 Labour Code of the Republic of Kyrgyzstan of 4 August 2004 

（労働者保護の法律） 

 Law No. 142 of 26 of July 2016 "To Amend the Law "On Labour Protection"". 
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3-2-4-3 施工条件 

本計画の施工にあたっての重要な設計条件は次のとおりである。 

 

(1) 資材輸送ルート 

輸入調達 

杭打機、PC 工資機材、架設機材、矢板締切工資機材、一部の橋梁資材などは日本からの調

達となる。海上・鉄道輸送ルートは図 3-2-42 に示す 2 ルートとなり表 3-2-34 に示す使い分けと

する。 

 

 
図 3-2-42 輸送ルート図 

 

表 3-2-34 輸送ルートの概要 

ルート 特 徴 輸送内容 

中国 日本から中国の連雲港等を経由し中国を鉄道で横断し、レール幅

の違いから、カザフスタン鉄道に積み替え、ビシュケク市まで輸

送する。積み替えの制限のためコンテナ輸送だけの実績しかない。

輸送期間は片道約 60 日である。 

コンテナ輸送が可能な

資機材。 

20 フィートコンテナは

偶数引き受け。 

シベリア 日本からロシアのウラジオストック港を経由して、シベリア鉄道

でビシュケク市まで輸送する。 

輸送期間は片道約 80 日である。 

パルク貨物となる資機

材。有蓋車も有り。 

 

内陸輸送 

本事業計画地は図 3-2-43 に示す通りビシュケクより約 320km の位置にあるが、一般的な資

機材はタラスでの引渡しが可能である。 

なお、日本からの調達品はビシュケクの税関を通る必要があり、輸入資機材はコントラクタ

ーによるタラスまでの運搬が必要である。 
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カ ラ ＝バルタ ピ シュケク

三叉路

三叉路

調査対象橋梁

0 100km

峠道

輸送ルート ：ビシュケク中心～（西約 65km）～カラ＝バルタ～（南約 65km）～三叉路～（西約 50km）

～三叉路～（西北約 30km）～Taldy Bulak～（西約 90km）～現場までの合計 320km
輸送時間 ：カラ＝バルタから三叉路間はつづれ織りの峠道でありこれを考慮 

・峠道は登り降りともに Low ギア走行：道路構造令の走行性能曲線図より 10km/hr 程度 
・峠道区間延長は約 85km（320-65-50-30-90） 
・平坦地は、空荷時は制限速度 50km/hr、積載時は平坦地でも多少の曲線線形や縦断勾配があるの

で 3rd～Top ギア走行とし走行性能曲線図より 40km/kr 
・平均走行速度：(235*40+85*10+235*50+85*10)/320/2=36km/hr 

輸送時期の制限 ：厳冬期（12 月～2 月）は峠道の積雪／凍結があり平坦な迂回路もないため、ビ

シュケク－タラス間の内陸輸送は困難である。 

図 3-2-43 内陸輸送ルート 
 
(2) 矢板締切 

河川内橋脚は鋼矢板締切り内での施工を計画する。 
 
(3) 迂回道路 

一部の下部工施工や既設道路との擦りつけ区間で既設道路の迂回を行う必要がある。 
 

 
図 3-2-44 迂回道路平面図 

 

 
図 3-2-45 迂回道路横断図 
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3-2-4-4 施工区分 

両国政府が分担すべき事項は、表 3-2-35 のとおりである。 
 

表 3-2-35 両国政府の負担区分 

項目 内容 
負担区分 

備考 
日本 ｷﾙｷﾞｽ

用地取得   ○  

資機材調達 
資機材の調達・搬入 ○   

資機材の通関手続き  ○  

準備工 

工事に必要な用地確保  ○ 現場事務所、資機材置場、作業場等

廃材捨場の確保  ○  

上記以外の準備工 ○   

工事障害物の撤去
障害物の移設・再設置  ○  

既存樹木の撤去・移設  ○  

既設橋梁・現道 工事中の維持管理  ○  

本工事 
橋梁・取付け道路工事 ○   

工事中迂回路の設置・撤去 ○   

既設橋梁の撤去 既設橋梁／取付道路の撤去 ○   

 

3-2-4-5 施工監理計画 

日本のコンサルタントが「キ」国政府とのコンサルタント業務契約に基づき、詳細設計業務、

入札関連業務および施工監理業務の実施にあたる。 

 

(1) 実施設計業務 

コンサルタントが実施する実施設計業務の主要内容は次のとおりである。 

 

詳細設計 

 「キ」国実施機関との着手協議、現地調査、詳細設計 

 詳細設計、図面作成 

 資材調達計画、事業費積算 

 

入札関連業務 

入札図書作成から工事契約までの期間に行う業務の主要項目は次のとおりである。 

 入札図書の作成（上記詳細設計期間と並行して作成） 

 入札図書の相手国承認取得 

 入札公示 

 入札業者の事前資格審査 

 入札実施 

 入札の評価 

 契約促進業務 
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(2) 施工監理業務 

コンサルタントは、施工業者が工事契約および施工計画に基づき実施する工事の施工監理を

行う。その主要項目は次のとおりである。 

 測量関係の照査・承認 

 施工計画の照査・承認 

 品質管理 

 工程管理 

 出来形管理 

 安全管理 

 出来高検査および引き渡し業務 

 

施工監理業務には常駐監理技術者 1 名と現地技術者 1 名を配置する。桁架設時、スポット的

に橋梁専門技術者を配置する。 

工事施工においては、施工業者の安全管理者と協議、協力しながら事故の発生を未然に防ぐ

よう監理を行う。 
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3-2-4-6 品質管理計画 

(1) コンクリート、土工、舗装の品質管理計画 

コンクリートの品質管理計画を表 3-2-36 に、土工および舗装工の品質管理計画を表 3-2-37 に

示す。 

 

表 3-2-36 コンクリート工の品質管理計画 

項  目 試 験 項 目 
試験方法 

（仕様書） 
試 験 頻 度 

セメント セメントの物性試験 AASHTO M85 試験練り前に 1 回、その後コンクリート 500m3

打設毎に 1 回あるいは原材料が変わった時点 

細骨材 コンクリート用細骨

材の物性試験 

AASHTO M6 試験練り前に 1 回、その後 500m3毎に 1 回ある

いは供給場所が変わった時点 

ふるい分け試験 AASHTO T27 毎月 1 回 

粗骨材 コンクリート用粗骨

材の物性試験 

AASHTO M80 試験練り前に 1 回、その後 500m3毎に 1 回ある

いは供給場所が変わった時点 

ふるい分け試験 AASHTO T27 毎月 1 回 

水 水質基準試験 AASHTO T26 試験練り前に 1 回 

コンクリート スランプ試験 AASHTO T119 2 回／日 

エアー量試験 AASHTO T121 2 回／日 

圧縮強度試験 AASHTO T22 各打設毎に 6 本の供試体、1 回の打設数量が大

きい場合には 75 m3毎に 6 本の供試体 

（7 日強度－3 本、28 日強度－3 本） 

温 度 － 2 回／日 

塩分濃度試験 － 2 回／日 

 
 

表 3-2-37 土工および舗装工の品質管理計画 

項  目 試 験 項 目 
試験方法 

（仕様書） 
試 験 頻 度 

盛土工 現場密度試験 AASHTO T191 500m3毎 

路床工／ 

路盤工 

 

締め固め試験 

修正 CBR 

現場密度試験 

AASHTO T180 

AASHTO T193 

AASHTO T191 

試験施工前および材料変更時 

試験施工前および材料変更時 

1,000m2につき 2 回 

アスファルト 

舗装工 

骨材のふるい分け試験 

骨材のすり減り抵抗試験

合材の密度試験 

合材の温度測定 

AASHTO T27 

AASHTO T96 

AASHTO T166 

- 

試験施工前および材料変更時 

試験施工前および材料変更時 

1,000 m2につき 1 回 

トラック 1 台毎 
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(2) 冬期環境を考慮したコンクリート 

事業対象地域は、平均気温が氷点下になる期間が 11 月から 3月まであり、このうち 12～2 月

は厳冬期としてコンクリート工事ができない期間として設定した。11 月及び 3 月については、

コンクリートの打設が可能と考えるが、日平均気温が 4℃以下の場合、寒中コンクリートとす

る。また、本地域のコンクリート構造物は、施工後も厳しい気象条件下にあり、冬季の融雪剤

の散布による塩害、凍結融解作用による凍害が考えられ、これに対しての十分な耐久性を持っ

たコンクリートとすることが必要である。 

以下に寒中コンクリート、積雪寒冷地のコンクリートの耐久性向上の留意点を示す。 

 

1) 寒中コンクリート 

 AE（Air Entrained）コンクリートの使用を標準とする。 

 AE コンクリートには、AE 剤または AE 減水剤が必要となる。AE 剤は、コンクリート中に

多くの独立した微細な空気泡を一様に連行し、ワーカビリティーおよび耐凍害性を向上さ

せるために用いる界面活性剤の一種である。AE 減水剤は、セメント分散作用と空気連行作

用を併有する混和剤で、空気泡の連行、単位水量の減少およびセメントの水和効率増大の

総合効果が期待できる。 

 打ち込み時のコンクリート温度は 5～20℃の範囲で定める。 

 寒中コンクリートの養生については、初期凍害を防止できる圧縮強度が 12N/mm2 までコン

クリートの温度を 5℃以上に保ち、さらに 2 日間は、0℃以上に保つことを標準とする。 

 寒中コンクリートの養生については、保温養生と給熱養生に分類される。保温養生は、コ

ンクリートの周囲を覆い、セメントの水和熱を利用して所定の強度が得られるまで保温す

るものである。給熱養生は、保温のみでは養生を確保できないとき及びコンクリートが凍

結の危険があるときに、給熱により養生するものである。 

 寒中コンクリートの品質管理として、練り混ぜ時、打ち込み時のコンクリート温度、養生

中のコンクリート温度及び保温された空間の温度、外気温を測定する。練り混ぜ時、打ち

込み時のコンクリート温度はアジテータトラックごとに測定することを標準とする。養生

中のコンクリート温度及び保温された空間の温度、外気温は、定時的に測定するものとし、

この測定間隔は出来るだけ密に行う。 
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3-2-4-7 資機材等調達計画 

(1) 建設資材調達計画 

現地で調達および生産できる材料は鉄筋（D32 まで）、アスファルト合材、セメント、砂、

骨材、路盤材、木材等で一般的なものは「キ」国内での調達が可能である。しかし、PC 鋼材な

ど橋梁材料は輸入品となる。主要建設資材の可能調達先を表 3-2-38 に示す。 

資材の調達方針は次のとおりである。 

 恒常的に輸入品が市場に提供され、かつ、十分な品質を備えている場合は、現地調達とする。 

 現地調達できない製品は、日本または第三国から調達する。調達先は価格、品質、通関に要

する期間等を比較し決定する。 

 

表 3-2-38 主要建設資材調達区分 

項 目 調達区分 
調達先等 

品名 仕様 現地 日本国 第三国 

構造物用資材      

ポルトランドセメント 50kg 級 ○    

鉄筋 SD345 D32 以下 ○   現地購入（輸入品）

コンクリート用骨材 砕石 ○    

      

橋梁用部材      

PC 鋼材 JIS G 3536  ○  現地調達困難なため

鋼製高欄 A 種  ○  現地調達困難なため

ゴム支承 H3 支承便覧仕様  ○  現地調達困難なため

伸縮装置 ゴム製  ○  現地調達困難なため

橋面防水材 塗布式  ○  現地調達困難なため

アスファルト合材 舗装試験法便覧準拠 ○    

路盤材 舗装試験法便覧準拠 ○    

コンクリート用混和剤 AE 減水剤  ○  現地調達困難なため

布団かご JIS A 5513 相当  ○  品質確保が困難なため

PVC パイプ JIS K 6741 相当 ○    

RC パイプ  ○    

溶融式レーンマーク材 JIS K 5665  ○  現地調達困難なため

      

仮設用資材      

燃料 軽油、ガソリン ○    

型枠用合板 コンパネ  ○  現地調達困難なため

鋼矢板Ⅳ型、山留材 JIS A 5528  ○  現地調達困難なため

主桁製作鋼製型枠 L=30m,H=1.7m  ○  現地調達困難なため
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(2) 建設機械調達計画 

建設機械の調達方法は表 3-2-39 に示すとおりである。 

 

 現地建設業者が所有している一般的な機種、モデルの建設機械はこれをリースする。 

 PC ジャッキ、全回転式オールケーシングマシンなど現地調達が困難な機械は日本からの調達

とする。 

 

表 3-2-39 主要建設機材調達区分 

機械名 仕様 
賃貸 

/購入

調達区分 
調達理由 

輸送

ルート現地 日本国 第三国 

バックホウ 0.28～0.8m3 賃貸 ○     

ダンプトラック 4t、10t 積 〃 ○     

ブルドーザ 15t、21t 〃 ○     

タイヤローラ 8～20t 〃 ○     

ロードローラ 10～12t 〃 ○     

モーターグレーダ 3.7m 〃 ○     

ホイールローダ 2.4、3.1m3 〃 ○     

振動ローラ 0.8～5t 〃 ○     

トラッククレーン 4.8～50t 〃 ○     

クローラクレーン 60～65t 〃  ○  調達困難な為  

クレーン付トラック 10t 積 2.9t 吊 〃  ○  調達困難な為  

トレーラ 20～40t 〃 ○     

アスファルトフィニシャ 2.4～6.0m 〃 ○     

タンパ 60～80kg 〃 ○     

ラインマーカ ハンドガイド式 購入  ○  調達困難な為  

散水車 5.5kl～6.5kl 〃  ○  調達困難な為  

杭打ち機 
全回転 

オールケーシング 
〃  ○  調達困難な為  

バイブロハンマ 60kW 〃  ○  調達困難な為  

発動発電機 25～250KVA 賃貸 ○     

水中ポンプ 100～150mm 〃 ○     

大型ブレーカ 600～800kg 級 購入  ○  調達困難な為  

PC 緊張工機材 油圧ジャッキ 〃  ○  調達困難な為  

架設桁架設機材 架設桁／門構等 〃  ○  調達困難な為  

コンクリートバッチャープラント 30m3/hr 〃  ○  調達困難な為  
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3-2-4-8 初期操作指導、運用指導等計画 

特になし。 

 

3-2-4-9 ソフトコンポーネント計画 

本プロジェクトではソフトコンポーネントは実施しない。 

 

3-2-4-10 実施工程 

実施設計、施工の実施工程を表 3-2-40 及び表 3-2-41 に示す。 

 

表 3-2-40 設計業務実施工程表 

 

3 

表 3-2-41 施工業務実施工程表 
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3-3 相手国側負担事業の概要 

 

本計画が実施される場合の「キ」国政府の負担事項は以下のとおりである。 

 

 本計画の実施上必要な資料／情報の提供 

（施工中に発生した事象への対応に必要なものを含む） 

 工事のために必要な現場事務所、資材置き場、作業場等の用地提供 

 工事に必要な土取場、土捨場、産業廃棄物捨て場用地の確保 

 本計画に関し日本に口座を開設する銀行の手数料の負担 

 本計画の資機材輸入の免税措置、通関手続き及び速やかな国内輸送のための措置 

 本計画に従事する日本人および「キ」国に承認された第三国人の個人所得税、付加価値税、

物品税、源泉徴収税、その他全ての税金についての免除措置 

 本計画実施に必要な物品／サービス購入の際の付加価値税、物品税、法人税その他全ての税

金についての免除措置 

 本計画に従事する日本人および「キ」国に承認された第三国人が「キ」国へ入国および滞在

するために必要な法的措置 

 本計画を実施するために必要な許認可の取得または発行（EIA 承認、建設許可、工事中の交

通規制等の許可、迂回路の設置許可、土工事許可） 

 本計画実施に支障となる電気関連設備、電話・通信関連設備、（街路灯関連設備）、その他の

埋設管、看板等の撤去・移設 

 本計画で必要な土地の工事着手までの確保 

 道路建設後の適切な使用および維持管理 

 本計画実施において住民または第三者と問題が生じた場合、先方政府による解決あるいはそ

の解決への協力 

 両国の分担取り決めの基づく本計画実施上必要となる経費のうち、日本国の無償資金協力に

よるもの以外の経費の負担 

 環境モニタリングの実施 

 先方政府負担事項についての適切な工期設定とその遵守、確実な履行 
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

3-4-1 運営・維持管理計画 

(1) 運営・維持管理の体制 

対象道路は、運輸道路省（MOTR）の第 3 地方道路維持管理局の No.47-DEU により維持管理

されている。しかしながら維持管理能力については、体制、技術力、予算とも十分とは言い難

いが、過去の「道路維持管理能力向上プロジェクト」（2008～2011 年）、「橋梁・トンネル維

持管理能力向上プロジェクト」（2013 年～2016 年）を通じて、技術力も向上してきている。ま

た、維持管理予算については、増加傾向を示している。 

 

(2) 維持管理業務の内容 

必要な維持管理業務は次のとおりである。 

 定期的維持・補修 

路面・排水施設・道路付属物等の点検・清掃 

 不定期的維持・補修 

舗装クラックのシーリング、パッチング、路面表示の再塗装、その他破損個所の補修 

 

(3) 現状の維持管理業務の留意点 

事業効果を十分に発現・持続させるため、道路の維持管理を十分に行い、常に良好な走行条

件を保つとともに、施設の耐久性の向上を図ることが重要であり、特に次の点に留意する必要

がある。 

 定期的に点検を行い、施設の状況を把握しておくこと。 

 清掃、特に排水施設の清掃を十分に行うこと。 

 維持管理に必要な予算を確保すること。 

 定期点検結果の適切な維持管理、修繕計画への反映 

 

表 3-4-1 排水施設の定期的な清掃頻度の例 

種 類 頻度 

側 溝 年 1 回以上 

ま す 年 1 回以上 

排水管 1～2 年に 1 回以上 
出典：道路土工要綱（平成 21 年 6 月、日本道路協会） 
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3-5 プロジェクトの概算事業費 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は 17.48 億円となり、先に述べた日本

と「キ」国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記(3)に示す積算条件によれば、次のとお

りと見積もられる。ただし、この事業費は E/N 金額を示すものではない。 

 

(1) 日本側負担経費 

                             概略事業費 約 1,740 百万円  

ウルマラル川橋梁架け替え計画  延長 1.2km 

  費 目          概略事業費 (百万円) 

施設 橋梁工 

橋梁本体工 
道路工 
道路付属施設工 
仮設工 
安全施設工 

825 
493 
98 
87 
53 

実施設計・施工監理 184 
合計 1,740 

 

(2) 「キ」国側負担経費 

 ①ユーティリティー移設費（電柱） 20,000 US$ （約   2.2 百万円） 

 ②環境モニタリング費 45,500 US$ （約   5.1 百万円） 

 ③銀行手数料 8,200 US$ （約   0.9 百万円） 

計 73,700 US$ （約   8.2 百万円） 

 

(3) 積算条件 

① 積算時点 ：2017（平成 29）年 10 月 

② 為替交換レート ：1US$＝111.99 円 

③ 施工期間 ：詳細設計・工事の期間は、実施工程に示したとおり。 

④ その他 ：日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行う事とする｡ 

本事業は予備的経費を想定した案件となっている。但し、予備的経

費の可否及びその率については外務省によって別途決定される。 
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3-5-2 運営・維持管理費 

本プロジェクトで改修される道路の定期点検・日常維持管理および補修は MOTR の No-47DEU

により実施される。 

本サイトの維持管理に係る年間費用は、伸縮装置の取替も含めて約 3,720US$（約 0.42 百万円）

と見込まれる。その内訳を表 3-5-1 に示す。この維持管理に係る年間費用は DEU47 の年間予算の

1.8%であり、維持管理は十分可能である。 

表 3-5-1 主な維持管理項目と年間費用 

(1) 定期点検 

施設名 点検項目 巡回頻度 
点検
人員

使用資機材 所要数量 費用

橋  梁 
舗装 
排水施設 
路面標示 
躯体 
護岸・護床 
橋梁施設 
 
取付道路 

舗装 
路肩・法面 
排水施設 
路面標示 

 
ｸﾗｯｸ、不陸、ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙ等 
土砂、障害物の有無 
損傷、変形、汚れ、剥離 
桁、橋台、橋脚の劣化・損傷 
ｸﾗｯｸ、損傷、局部崩壊 
吊り設備、手摺等の損傷 
 
 
ｸﾗｯｸ、不陸、ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙ等 
雨水侵食、局部崩壊等 
土砂、障害物の有無 
損傷、変形、汚れ、剥離

 
6 回/年 
所要日数 
1 日/回 

 
2 名

 
ｽｺｯﾌﾟ、ﾊﾝﾏｰ、
ｶﾏ、ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ
 
小型ﾄﾗｯｸ 

 
延 12 人日/年 

 
延 6 台日/年 

240

180

小計 420

(2) 日常維持管理 

施設名 点検項目 巡回頻度
点検
人員

使用資機材 所要数量 費用

清  掃 
排水施設 
舗装 
ジョイント 
路肩 
橋梁 
路面標示 

 
土砂、障害物の除去 
清掃 
清掃 
草刈り、清掃 
清掃 
清掃

 
4 回/年 
所要日数 
1 日/回 
 

 
4 名

 
ｽｺｯﾌﾟ、ﾊﾞﾘｹｰ
ﾄ ﾞ、草刈り
機、ほうき、
工具 
 
小型ﾄﾗｯｸ

 
延 16 人日/年 

 
 
 

延 4 台日/年 

480

120

小計 600

(3) 補修 

施設名 点検項目 巡回頻度
点検
人員

使用資機材 所要数量 費用

橋  梁 
躯体 
舗装 
排水施設 
護岸･護床 
橋梁施設 
 
取付道路 
舗装 
路肩･法面 
路面標示 

 
破損部分の補修 
ｸﾗｯｸのｼｰﾙ、ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙのﾊﾟｯﾁﾝｸﾞ 
破損部分の補修 
破損部分の補修 
手摺等の補修、ﾍﾟｲﾝﾄ等 
 
 
ｸﾗｯｸのｼｰﾙ、ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙのﾊﾟｯﾁﾝｸﾞ 
損傷部分の補修 
再塗装

 
2 回/年 
所要日数 
2 日/回 

 
4 名

 
 
ﾊﾟｯﾁﾝｸﾞ材 
小型ﾄﾗｯｸ 
 
 
 
 
路盤工､基層
工､表面工､路
面標示ﾍﾟｲﾝﾄ

 
延 16 人日/年 

10m2/年 
延 4 台日/年 

 
 
 
 

10m2/年 
 

20m/年

480
300
120

300

300
小計 1,500

(4)伸縮装置の取替 30,000US$/25 年 ⇒ 1,200US$/年 

定期点検、日常維持管理および補修合計：3,720US$
 

3 
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第4章 プロジェクトの評価 

 

4-1 事業実施のための前提条件 

相手国負担事項がスケジュール通りに実施されること。 

相手国負担事項については、「3-3 相手国負担事項の概要」に示す。 

 

4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入(負担)事項 

以下に、プロジェクトの効果を十分に発現・持続させるためのキルギス国が取り組むべき課題

を示す。 

① 維持管理を適切に行うこと。 

② 維持管理計画に沿った維持管理予算を確保すること。 

 

4-3 外部条件 

IsDB が実施している隣接区間が整備されることで、国際幹線道路のネットワークとして一体的

に機能する。 

 

4-4 プロジェクトの評価 

4-4-1 妥当性 

以下から、我が国の無償資金協力により協力事業を実施することは妥当であると判断する。 

① タラス－タラズ道路は、国際幹線道路であるとともに、付近住民にとって欠かすことの

できない道路である。老朽化の進行したウルマラル川橋梁を架け替え、安全で安定した道路、

橋梁を整備することで、持続可能な開発目標 SDGs ゴール 9 に貢献する。 

② キルギスの運輸・道路セクターの主要開発目標の国際幹線道路のリハビリと合致している。 

③ 道路改修効果後の交通事故対策として、交通安全施設、歩道等の対策を十分に講じている。 

④ キルギス国が独自の資金と人材・技術で運営・維持管理を行うことができ、高度な技術を

必要としない。 

⑤ 我が国の無償資金協力の制度により、特段の困難なくプロジェクトの実施が可能である。 

 

4-4-2 有効性 

本計画の実施により、以下に示す効果が期待される。 

①定量的効果 

指標名 基準値（2017 年実績） 
目標値（2024 年） 
事業完成 3 年後 

交通量（台／日） 3,600 4,600 
旅客数（人／年） 3,434,000 4,387,000 
貨物量（トン／年） 696,000 907,000 
 

②定性的効果 

 歩行者等の交通弱者の安全確保 

 道路線形改良による交通の円滑化・安全性の向上 
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